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このたびは、ビデオトロン製品をお買い上げいただきありがとうございました。 

安全に正しくお使いいただくため、ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



I 

この製品を安全にご使用いただくために 

 

注意 

誤った取扱いをすると死亡または重傷、火災など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）電源プラグ、コードは 

・定格で定められた電源以外は使用しないでください。 

・差込みは確実に。ほこりの付着やゆるみは危険です。 

・濡れた手でプラグの抜き差しを行わないでください。 

・抜き差しは必ずプラグを持って行ってください。コードを持って引っ張らないでください。 

・電源コードは巻かずに、伸ばして使用してください。 

・電源コードの上に重い物を載せないでください。 

・機械の取り外しや清掃時等は必ず機械の電源スイッチを OFF にし、電源プラグを抜いてから行ってください。 

 

２）本体が熱くなったら、焦げ臭いにおいがしたら 

・すぐに電源スイッチを切ってください。電源スイッチのない機械の場合は、電源プラグを抜くなどして電源の供給を 

停止してください。機械の保護回路により電源が切れた場合、あるいはブザー等による警報がある場合にもすぐに 

電源スイッチを切るか、電源プラグを抜いてください。 

・空調設備を確認してください。 

・しばらくの間機械に触れないでください。冷却ファンの停止などにより異常発熱している場合があります。 

・機械の通風孔をふさぐような設置をしないでください。熱がこもり異常発熱の原因になります。 

・消火器の設置をお勧めします。緊急の場合に取り扱えるようにしてください。 

 

３）修理等は、弊社サービスにお任せください 

・感電・故障・発火・異常発熱などの原因になりますので、弊社サービスマン以外は分解・修理などを行わないでください。 

・故障の場合は、弊社 サポートセンターへご連絡ください。 

 

４）その他 

・長期に渡ってご使用にならない時は電源スイッチを切り、安全のため電源プラグを抜いてください。 

・質量のある機械は一人で持たず、複数人でしっかりと持ってください。転倒や機械の落下によりけがの原因になります。 

・冷却ファンが回っている時はファンに触れないでください。ファン交換などは必ず電源を切り、停止していることを確かめて 

から行ってください。 

・車載して使用する場合は、より確実に固定してください。転倒し、けがの原因になります。 

・ラックマウントおよびラックの固定はしっかりと行ってください。地震などの災害時に危険です。 

・機械内部に異物が入らないようにしてください。感電・故障・発火の原因になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



II 

 
 
 
 

注意 

誤った取扱いをすると機械や財産の損害など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）機械の持ち運びに注意してください 

・落下等による衝撃は機械の故障の原因になります。 

また、足元に落としたりしますとけがの原因になります。 

 

２）外部記憶メディア対応の製品では 

・規格に合わないメディアの使用はドライブ・コネクタの故障の原因になります。 

マニュアルに記載されている規格の製品をご使用ください。 

・強い磁場がかかる場所に置いたり近づけたりしないでください。内部データに影響を及ぼす場合があります。 

・湿気やほこりの多い場所での使用は避けてください。故障の原因になります。 

・大切なデータはバックアップを取ることをおすすめします。 

 

 

●定期的なお手入れをおすすめします 

・ほこりや異物等の浸入により接触不良や部品の故障が発生します。 

・お手入れの際は必ず電源を切り、電源プラグを抜いてから行ってください。 

また、電解コンデンサー、バッテリー他、長期使用劣化部品等は事故の原因につながります。 

安心してご使用していただくために定期的な（５年に一度）オーバーホール点検をおすすめします。 

期間、費用等につきましては弊社 サポートセンターまでお問い合わせください。 

 

 

※上記現象以外でも故障かなと思われた場合やご不明な点がありましたら、弊社 サポートセンターまでご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



III 

保証規定 

 

① 本製品の保証期間は、お買い上げ日より１年間とさせていただきます。 

なお、保証期間内であっても次の項目に該当する場合は有償修理となります。 
 

（1）ご利用者様での、輸送、移動、落下時に生じた製品破損、損傷、不具合。 

（2）適切でない取り扱いにより生じた製品破損、損傷、不具合。 

（3）火災、天災、設備異常、供給電圧の異常、不適切な信号入力などにより生じた破損、損傷、不具合。 

（4）当社製品以外の機器が起因して当社製品に生じた破損、損傷、不具合。 

（5）当社以外で修理、調整、改造が行われている場合、またその結果生じた破損、損傷、不具合。 

 

② 保証は日本国内においてのみ有効です。【This Warranty is valid only in Japan.】 

 

③ 修理責任免責事項について 

当社の製品におきまして、有償無償期間に関わらず出来る限りご依頼に沿える修理対応を旨としておりますが、

以下の項目に該当する場合はやむをえず修理対応をお断りさせていただく場合がございます。 
 

（1）生産終了より７年以上経過した製品、及び製造から１０年以上経過し、機器の信頼性が著しく低下した製品。 

（2）交換の必要な保守部品が製造中止により入手不可能となり在庫もない場合。 

（3）修理費の総額が製品価格を上回る場合。 

（4）落雷、火災、水害、冠水、天災などによる破損、損傷で、修理後の恒久的な信頼性を保証出来ない場合。 

 

④ アプリケーションソフトについて 
 

（1）製品に付属しているアプリケーションは、上記規定に準じます。 

（2）アプリケーション単体で販売している場合は、販売終了より３年経過した時点で、サポートを終了いたします。 

 

 

※紙の保証書は廃止し、製品のシリアル番号で保証期間内外の判断をさせていただいております。 

 

何卒、ご理解の程よろしくお願いいたします。 
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1． 概 説 

 

FS-70U は、12G-SDI、6G-SDI、3G-SDI（Level-A、Level-B）、HD-SDI 信号に対応した FS/AVDL モジュールです。

輝度/色相/彩度/セットアップ/ホワイトバランス等の調整機能を搭載します。シングルエンド LTC 信号を入力し、

SDI 出力にタイムコードパケット（SMPTE RP188）を重畳することが可能です。 

 

■特  長 

 SDI 入力信号は、12G-SDI（TYPE1 MODE1）、6G-SDI(TYPE2 MODE1)、3G-SDI（Level-A、Level-B）、

HD-SDI に対応 

 フレームシンクロナイザー（FS）機能※1（フレーム遅延は最大16フレーム）を搭載 

 ラインシンクロナイザー（AVDL）機能※2（信号の引き込み範囲は最大10ライン※3※4）を搭載 

 カラーコレクター機能を搭載し、輝度/色相/彩度/セットアップ/ホワイトバランス等を調整 

 エンベデッド音声 32CH（12G-SDI, 6G-SDI, 3G Level-A, HD-SDI は 16CH）に対応 

 チャンネル組み換え、ゲイン調整、ダウンミックス、任意チャンネルのミックス、オーディオオーバー機

能を搭載 

 LTC 信号を入力し、タイムコードパケット（SMPTE RP188)を重畳可能（オンスクリーン表示も可能） 

 モジュール間通信により複数の FS-70U および MUX-70U シリーズとタイムコード情報を同期 ※5 

 局間制御パケット（ARIB STD-B39)のカレント音声モードを検出し、設定プリセットを自動切り替え※6 

 接点入力による設定プリセット切り替え 

 入力信号断、リファレンス断、無音検出時の SNMP トラップ、Vbus 接点アラーム出力可 

 SDR、HDR 相互変換機能 

 LTC 入力をモード切替で LTC 出力に設定可能 

※1 FSモードは一部のHANCデータ（オーディオ、RP188、352M）とVANCデータ（Y領域のみ）通過 

※2 AVDLモードはすべてのANCデータを通過（スイッチングポイントがあるラインのVANC領域はマスク） 

※3 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-Bのみ(3G Level-A、HD-SDI時は5ライン) 

※4 設定によりAVDL引き込み範囲外の位相の場合に自動でFSに切り替え可能 

※5 モジュール間通信は1筐体内で1モジュールのみMASTER設定可能（他のモジュールはSUBまたは無効に設定） 

※6 放送局間制御パケットに対応するフォーマットは1080i/59.94（20/583ライン）、1080p/59.94A（20ライン）、2160p/59.94（サブイメージ

1、20ライン）のみ（ARIB TR-B23、ARIB TR-B42で規定するラインに含まれるパケットのみ有効） 

 



 2 

2． 機能チェックと筐体への取り付け 

 

1． 構 成 

【本 体】 

番号 品名 型名・規格 数量 記事 

1 メインモジュール FS-70U 1  

2 コネクターモジュール  1  

3 取扱説明書  1 本書 

 

(1)  メインモジュール 

 SDI IN

SELECT
PUSH ENTER

PUSH MENU

FRAME/LINE SYNC

FS-70U

 

 

(2)  コネクターモジュール 

SDI  IN

OUT1SDI

OUT2SDI

FS-70U

SDI

SDI

OUT3

OUT4

REF  IN

LTC

PANEL

GPI
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2． 筐体への取り付け 

ご使用の際には、メインモジュールおよびコネクターモジュールを筐体に取り付けてください。筐体はVbusシリー

ズに対応します。実装方法については、「各Vbus筐体の取扱説明書」をご覧ください。 

 

3． POWER ON までの手順 

(1)  コネクターモジュールおよびメインモジュールを筐体へ正しくセットします。 

(2)  筐体の電源プラグをAC100Vのコンセントに接続します。 

(3)  SDI INに本線映像信号を入力します。 

(4)  SDI OUT1～4からの出力をモニターなどに接続します。SDI OUT1～2はオンスクリーンメニュー表示不可、

SDI OUT3～4はオンスクリーンメニュー表示可能です。用途に応じて接続を選択してください。 

(5)  筐体にリファレンス信号を入力しバスリファレンス機能をONにします。※1 

リファレンス信号のフォーマットは(3)の映像信号に対応したものを使用してください。 

(6)  筐体の電源スイッチを投入すると、筐体のパワーランプおよびメインモジュール前面の表示器が点灯します。 

 

※1 FS-70U シリーズの工場出荷時設定は”LINE IN”（ラインロックモード）です。この設定ではリファレンス信号は不要で

すが、”EXT IN”（外部リファレンス）または”EXT SUB”(バスリファレンス)に切り替える場合、(3)の映像信号に対応し

たリファレンス信号が必要です。SDI 信号とリファレンス信号の対応は「4．3．(2) 3)REFERENCE SELECT」を参照して

ください。 

 

4． 基本動作チェック 

下記の操作で本機が正常に動作していることをチェックします。 

正常に動作しない場合は、「11．トラブルシューティング」を参照してください。 

 

（1） SDI信号源の映像信号出力をSDI INに接続します。 

SDI信号はエンベデッドオーディオパケットを有効にし、映像フォーマットは1080i59.94に設定してください。 

（2） SDI OUT3をSDIモニターに接続します。SDI OUT1～2はオンスクリーンメニュー表示不可、SDI OUT3～4は

DIP-SW1(1)の設定とメニュー設定によりオンスクリーンメニューを表示可能です。オンスクリーン表示以外の

出力はSDI OUT1～4で共通です。 

（3） 筐体の電源を投入し、SDIモニターにSDI信号源の映像を表示していることを確認します。 

SDIモニターがスピーカー機能付きであれば、同時に音声を正常に出力していることを確認します。 

 

ご注意 

オンスクリーンメニューを表示するためには、DIP-SW1(1)とメニューを設定

する必要があります。 

・DIP-SW1(1)が OFF に設定してください。 

・メニューから CONFIG→DISPLAY→OSD→ENABLE に設定してください。 

・SDI OUT1～2 は、オンスクリーンメニューを表示しません。 
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SDI 信号源

SDI モニター

S DI  I N

O U T1S DI

O U T2S DI

F S -7 0 U

S DI

S DI

O U T3

O U T4

R E F  I N

L TC

P A N E L

G PI

SDI 

OUT1,2

SDI 

OUT3,4

OSD表示不可

OSD表示可

 

図2-1 基本動作チェック 
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3． 各部の名称と働き 

 

S DI  I N

O U T1S DI

O U T2S DI

F S -7 0 U

S DI

S DI

O U T3

O U T4

R E F  I N

L TC

P A N E L

G PI

(1)

(2)

(4)

(5)

(6)

メインモジュール正面 コネクターモジュール

(3)

SDI IN

SELECT

PUSH ENTER

PUSH MENU

FRAME/LINE SYNC

FS-70U

(7)

(8)

(9)

(10)

図3-1 各部の名称（前面および背面） 

 

 

 

図3-2 各部の名称（メインモジュール） 

 

(11) メインモジュール基板面 (12) 

(3) 
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(1)  映像入力ランプ 

映像入力ランプは、ブート中状態の表示と SDI 入力の状態、AVDL 引き込み状態を示します。設定ごとの動作

を示します。 

 

表3-1 映像入力ランプの動作 

No. 設定 信号状態 動作 

1 ブート中の動作 ― 緑と橙色が交互に点灯 

2 SDI入力の状態 対応フォーマットの信号入力 緑に点灯 

対応外フォーマットの信号入力 消灯 

SDI信号未検出 消灯 

3 同期モードを 

AVDLに設定 

AVDL引き込み範囲内 緑に点灯 

AVDL引き込み範囲外 緑で点滅 

4 同期モードを 

FSに設定 

対応フォーマットの信号入力 緑に点灯 

対応外フォーマットの信号入力 消灯 

SDI信号未検出 消灯 

5 同期モードを 

AVDL ADVに設定 

対応フォーマットの信号入力 

(AVDL引き込み範囲に関係しません) 

緑に点灯 

対応外フォーマットの信号入力 消灯 

SDI信号未検出 消灯 

 

(2)  本体前面表示器およびMENUボタン 

本体前面表示器は表示用ELディスプレイとプッシュスイッチを内蔵します。表示用ELディスプレイはステータス

やメニューの表示に使用し、プッシュスイッチはMENUボタンとして使用します。MENUボタンの操作を以下

MENUと表示します。 

表示器は、通常状態において「機種名」→「動作映像フォーマット」→「使用中のプリセット番号」を繰り返し表示

します。また、設定により音声ピークメーター、AVDLメーター、リファレンス入力状態を表示します。 

MENUボタンは、設定メニューに入ってない状態で押下することによりメニューに入ります。メニューに入る際に

長押し（約1秒）することでオンスクリーンメニューを表示します。設定メニューに入っている状態で押下する場

合キャンセルボタンとして動作します。 

 

ご注意 

オンスクリーンメニューを表示するためには、DIP-SW1(1)とメニューを設定

する必要があります。 

・DIP-SW1(1)が OFF に設定してください。 

・メニューから CONFIG→DISPLAY→OSD→ENABLE に設定してください。 

・SDI OUT1～2 は、オンスクリーンメニューを表示しません。 

 

(3)  取手 

モジュールを筐体から引き抜くときに使用します。活線挿抜に対応しています。モジュールを挿入する際は、必

ず先に背面のコネクターを筐体に実装してください。 

 

(4)  選択ツマミおよびENTERボタン 

 選択ツマミはプッシュスイッチを内蔵します。選択ツマミはメニューの項目や設定の選択に使用し、ENTERボタ

ンは決定ボタンに使用します。また、選択ツマミのプッシュスイッチを長押し（約1秒)することでオンスクリーンメ

ニューを表示します。 ENTERボタンの操作を以下ENTERと示します。 
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(5)  SDI入力コネクター 

SDI信号を入力します。 

 

(6)  SDI出力コネクター 

SDI信号を出力します。 

SDI OUT1～2は、OSD（オンスクリーンメニュー、オンスクリーンタイムコード）は表示できません。 

OSD が必要な場合、SDI OUT3～4をご使用ください。 

SDI入力コネクターに信号を入力していない場合の動作は設定により変わります。「3．各機能の説明」の「(2) 

SYSTEM」をご参照ください。 

 

(7)  REF INコネクター 

外部REF信号を入力します。REF信号はBB信号まはた3値SYNCを使用可能です。 

 

(8)  PANELコネクター 

オプションパネルを接続するコネクターです。MCP-01F等PANEL製品を使用する場合、このコネクターに接続

します。 

 

(9)  LTCコネクター 

シングルエンドLTC信号の入出力コネクターです。 

 

(10)  GPIコネクター（DIN-12pin） 

接点入出力コネクターです。接点によるプリセットの呼び出しなどが可能です。GPIコネクターの端子配置、信

号仕様は「13．仕様」をご覧ください。 

 

(11)  ディップスイッチ 

DIPスイッチの設定で工場出荷設定に初期化することができます。 

初期化を実行する際は下図の初期化設定にした後、モジュールを筐体に実装し電源を投入します。モジュー

ルが起動したら初期化完了です。初期化完了後は必ず通常設定に戻してください。 

 

1

2

3

4

5

6

7

8

O

N

スライド方向

ONOFF

DIP-SW1

1

2

3

4

5

6

7

8

O

N

DIP-SW2

スライド方向

ONOFF

スライド方向

ONOFF

DIP-SW1

1

2

3

4

5

6

7

8

O

N

DIP-SW2

スライド方向

ONOFF

1

2

3

4

5

6

7

8

O

N

通常設定 DIP-SW設定

初期化

OSD
表示禁止

 

図3-3 DIP-SW1, DIP-SW2の設定 
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表3-2 DIP-SW1設定一覧 

No. 設定内容 

1 
ON にした状態で起動すると、OSD 出力禁止モードになります。 

OSD を使用する場合は、必ず OFF に設定してください。 

2 

未使用（OFF に設定してください。） 
3 

4 

5 

6 フォーマット 

7 調整モード 

8 
ON にした状態で起動すると、設定の初期化を行います。 

通常は OFF にしてください。 

 

表3-3 DIP-SW2設定一覧 

No. 設定内容 

1 

未使用（OFF に設定してください。） 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

 

 

ご注意 

DIP-SW の操作は、必ず、モジュールを Vbus 筐体から外した状態で操作し

てください。 

 

ご注意 

オンスクリーンメニューを表示するためには、DIP-SW1(1)とメニューを設定

する必要があります。 

・DIP-SW1(1)が OFF に設定してください。 

・メニューから CONFIG→DISPLAY→OSD→ENABLE に設定してください。 

・SDI OUT1～2 は、オンスクリーンメニューを表示しません。 

 

工場出荷状態への初期化 

工場出荷状態に初期化する際は DIP-SW1(8)をオンし、モジュールを筐体に実装し電源を投入

します。モジュールが起動したら初期化完了です。 

初期化完了すると本体前面表示器は次の表示になります。このとき本体前面表示器の MENU

ボタン、選択ツマミの ENTER ボタンによる操作はできません。 

 

RST!

 
 

初期化後は必ず DIP-SW1(8)をオフに戻してください。 
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(12)  チップクーリングFAN 

デバイス冷却用のファンです。 

ファンの回転数が規定値を下回った場合、本体正面の表示器に”FAN ERROR”を表示します。 

”FAN ERROR”を表示している場合はVbus筐体からモジュールアラームの接点出力、SNMPによるトラップ発

行があります。この状態におけるご使用は可能な限り避け、弊社までご連絡ください。 

 

FAN ERROR REF
0

-10
-20
-30
-40
-50
-60

 

図3-4 FAN ERROR発生時における表示器の表示例 
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4． 操作方法 

 

1． 基本操作 

(1)  電源投入直後は、前面の映像入力ランプ（SDI-IN）が約1秒ごとに緑と橙に点灯します。 

 

SDI IN SDI IN

緑点灯 橙点灯

 

図4-1 映像入力ランプ（電源投入時） 

 

(2)  起動完了後に、工場出荷設定ではメインモジュール前面の表示器に機種名「FS-70U」と「映像フォーマット」、

現在選択しているプリセットパターン「PRESET1～8」を繰り返し表示し、その下に8chの音声ピークメーター（設

定によりAVDLメーター）が表示します。 

リファレンス信号（外部リファレンス入力（REF IN）または筐体からのバスリファレンス入力）を使用する場合、

機種名の横に、リファレンスステータスREFを表示します。 

リファレンス信号が入力フォーマットに対応する場合、リファレンスステータスは緑色に表示します。対応しな

い場合は、橙色で表示します。また、リファレンス信号が途絶した場合は、橙色で点滅します。 

工場出荷設定はラインロックモードで動作します。リファレンスステータスは表示しません。 

 

FS-70U   REF
0

-10
-20
-30
-40
-50
-60

機種名/入力フォーマット

音声ピークメーター

リファレンスステータス

 

図4-2 ステータス表示における表示器の表示(音声ピークメーター) 

 

FS-70U   REF

9.058uS

機種名/入力フォーマット

AVDLメーター

リファレンスステータス

0H-5H
 

図4-3 ステータス表示における表示器の表示（AVDLメーター） 
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FS-70U   REF

9.058uS +1F

機種名/入力フォーマット

機能表示

リファレンスステータス

FS MODE  

図4-4 ステータス表示における表示器の表示（FSモード） 

 

表4-1 機種名/入力フォーマットの表示内容 

No. 項目 表示内用 

1 機種名 FS-70U 

2 フォーマット 2160p59等 

3 プリセットパターン PRESET1～8 

 

表4-2 リファレンスステータスの表示内容 

No. リファレンスモード 項目 表示内用 

1 EXT REF 外部リファレンスとSDIフォーマットが対応 REF (緑色) 

2 EXT REF 外部リファレンスとSDIフォーマットが非対応 REF (橙色) 

3 EXT REF 外部リファレンスが途絶 REF (橙色で点滅) 

4 LINE LOCK ― 表示しません 

 

(3)  (2)の状態で MENUを押すことにより、表示器がメニューモードになります。 

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 

図4-5 メニューモードにおける表示器の表示 

 

(2)の状態でMENUまたは ENTER（選 択 ツマミのENTERボタン）を1秒以上押すことにより、オンスクリー

ンメニューが表示します。（SDI OUT3～4のみ） 
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>SYSTEM
 VIDEO PROCESS
 AUDIO PROCESS
 TC PROCESS
 CONFIG
 INFOMATION

 

図4-6 オンスクリーンメニューのメインメニューの表示 

 

ご注意 

オンスクリーンメニューを表示するためには、DIP-SW1(1)とメニューを設定

する必要があります。 

・DIP-SW1(1)が OFF に設定してください。 

・メニューから CONFIG→DISPLAY→OSD→ENABLE に設定してください。 

・SDI OUT1～2 は、オンスクリーンメニューを表示しません。 

 

(4)  カーソル”>”がメニューの左側にある個所が選択している項目です。 

選択ツマミを回 すことにより設定する項目を選択します。 

 

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

SDI IN

SELECT
PUSH ENTER

PUSH MENU

FS / AVDL
FS-70U

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

SDI IN

SELECT
PUSH ENTER

PUSH MENU

FS / AVDL
FS-70U

 

図4-7 カーソル表示例 

 

(5)  ENTERを押すとその項目を表示し、設定することができます。 

さらに深い階層がある場合は1つ下の階層に進むので再度（3）を行ってください。 
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>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

SDI IN

SELECT
PUSH ENTER

PUSH MENU

FS / AVDL
FS-70U

押す

>FORMAT
 SYNC MODE
 REF SEL
 COLOR BAR
 PHASE

SDI IN

SELECT
PUSH ENTER

PUSH MENU

FS / AVDL
FS-70U

 

図4-8 ENTERの操作例 

 

このときMENUを押すと一つ上の階層に戻ります。 

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

SDI IN

SELECT
PUSH ENTER

PUSH MENU

FS / AVDL
FS-70U

>FORMAT
 SYNC MODE
 REF SEL
 COLOR BAR
 PHASE

SDI IN

SELECT
PUSH ENTER

PUSH MENU

FS / AVDL
FS-70U

押す

 

図4-9 階層戻りの操作例 

 

(6)  選択ツマミを回し設定を変更します。設定を確定する場合は ENTERを押します。 

変更をキャンセルする場合は、MENUを押すことにより設定値は変更前の値に戻ります。 

これらの操作により一つ上の階層へ移動します。さらに他項目の設定を行う場合は（4)～（6)の操作を繰り返

し行います。 

(7)  終了する場合はMENUを複数回押して最上階層でMENUを押すと（2)の状態に戻ります。 

(8)  メニューモードの状態で10分間未操作状態が続くと、設定をキャンセルし、ステータス表示へ戻ります。 
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2． メニューツリー  

SYSTEM

FORMAT

AUTO

1080i60

1080i59

1080i50

1080p60A

1080p60B

1080p59A

1080p59B

1080p50A

1080p50B

1080p30

1080p29

1080p25

1080p24

1080sF24

1080p23

1080sF23

2160p59

2160p50

MENU は工場出荷時設定です。

【SYSTEM】

【FORMAT】

は表示機の表示内容です。【  】

SDI入出力信号の映像フォーマットを設定します。

【AUTO】 SDI入力信号を自動判定し出力フォーマットを決定します。

システムに関する各種設定を行います。

【NTSC】

入力信号を1080i60としてスキャンします。

【1080i59】 入力信号を1080i59.94としてスキャンします。

【1080i50】 入力信号を1080i50としてスキャンします。

【1080p60A】 入力信号を1080p60Aとしてスキャンします。

【1080p60B】 入力信号を1080p60Bとしてスキャンします。

【1080p59A】 入力信号を1080p59.94Aとしてスキャンします。

【1080p59B】 入力信号を1080p59.94Bとしてスキャンします。

【1080p50A】 入力信号を1080p50Aとしてスキャンします。

【1080p50B】 入力信号を1080p50Bとしてスキャンします。

【1080p30】 入力信号を1080p30としてスキャンします。

【1080p29】 入力信号を1080p29.97としてスキャンします。

【1080p25】 入力信号を1080p25としてスキャンします。

【1080p24】 入力信号を1080p24としてスキャンします。

【1080sF24】 入力信号を1080psF24としてスキャンします。

【1080p23】 入力信号を1080p23.98としてスキャンします。

【1080sF23】 入力信号を1080psF23.98としてスキャンします。

【2160p59】 入力信号を2160p59.94としてスキャンします。

【2160p50】 入力信号を2160p50としてスキャンします。

NTSC SDI入力信号のフォーマットをNTSC系フレームレートの範囲で
自動判定します。(2160p59.94/29.97/23.98, 
1080p59.94A/59.94B/29.97/23.98, 1080psF23.98, 1080i59.94, 
720p59.94)

【1080i60】

2160p60 【2160p60】 入力信号を2160p60としてスキャンします。

2160p29

2160p25

【2160p29】 入力信号を2160p29.97としてスキャンします。

【2160p25】 入力信号を2160p25としてスキャンします。

2160p30 【2160p30】 入力信号を2160p30としてスキャンします。

2160p23 【2160p23】 入力信号を2160p23.98としてスキャンします。

2160p24 【2160p24】 入力信号を2160p24としてスキャンします。

720p59

720p50

【720p59】 入力信号を720p59.94としてスキャンします。

【720p50】 入力信号を720p50としてスキャンします。

720p60 【720p60】 入力信号を720p60としてスキャンします。

SYNC MODE

FS

AVDL

【SYNC MODE】 映像同期モードを選択します。

【FS】

【AVDL】 ラインシンクロナイザー（AVDL）機能を選択します。

フレームシンクロナイザー(FS)を選択します。

AVDL ADV 【AVDL ADV】 位相条件によりAVDL機能とFS機能を自動で選択します。
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MENU

PHASE

H：

V：

-1124～

-2749～

0

COLOR BAR

PICTURE

OFF

FULL 100%

FULL 75%

ARIB 100%

ARIB 75%

SMPTE

GRAY 50%

AUDIO

OFF

1000Hz

400Hz

【COLOR BAR】

【AUDIO】

【PHASE】

簡易カラーバーのモードを設定します。

【PICTURE】 簡易カラーバーの表示画像を選択します。

【OFF】 SDI入力映像を表示します。（カラーバーOFF）

【FULL 100%】 FULL FIELD 100%カラーバーを表示します。

【FULL 75%】 FULL FIELD 75%カラーバーを表示します。

【ARIB 100%】 ARIB 100% HDTVマルチフォーマットカラーバーを表示します。

【ARIB 75%】 ARIB 75% HDTVマルチフォーマットカラーバーを表示します。

【SMPTE】 SMPTE カラーバーECR-1978を表示します。

【GRAY 50%】 GRAY 50% カラーバーを表示します。

テスト音声の出力モードを設定します。

【OFF】 テスト音声をOFFにします。

【1kHz】 1000Hz SIN波を出力します。

【400Hz】 400Hz SIN波を出力します。

SDI出力のGENLOCKポジションを設定します。

【H】

【V】

0 ～2749

～1124

SDI出力の水平位相を設定します。
SDIフォーマットにより最大値が異なります。

SDI出力の垂直位相を設定します。SDIフォーマットにより最大
値が異なります。

MINIMUM： 【MINIMUM】 SDI出力の水平、垂直位相を最小に設定します。
FSモードとAVDLモードを切り替える場合、MINIMUMを再実行
する必要があります。

SYSTEM 【SYSTEM】 システムに関する各種設定を行います。

LINE IN

EXT SUB

REFERENCE SELECT 【REF SEL】 リファレンス信号分配モードを選択します。

【LINE IN】 本線映像信号をリファレンス信号として使用します。

【EXT SUB】 リファレンス信号を筐体内バスから受信します。

LINE IN MASTER 【LINE MST】 本線映像信号をリファレンス信号として使用し、リファレンス信
号を筐体内バスに分配します。

EXT IN 【EXT IN】 EXT INをリファレンス信号として使用します。

EXT IN MASTER 【EXT MST】 EXT INをリファレンス信号として使用し、筐体内バスに分配し
ます。

DISABLE

AAM 【AAM】 AAM機能を選択します。

【DISABLE】 AAM機能を無効にします。

ENABLE 【ENABLE】 AAM機能を有項にします。
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VIDEO PROCESS

NO SIG
OUT CUT

【VIDEO PROCESS】

【NO SIG】

MENU

映像処理に関する各種設定を行います。

信号断した場合の動作を設定します。

【OUT CUT】 SDI信号を出力しません。

BLACK 【BLK】 信号断を検出すると黒味出力します。

FREEZE 【FREZ】 信号断直前の信号をフリーズ出力します。

FREEZE MODE

FRAME

【FREEZE MODE】 フォーマットが1080p60B/59.94B/50B、
1080i60/59.94/59, 1080psF24/23.98の場合のフリーズを
FRAME/FIELDのどちらで行うか設定します。

【FRAME】 FRAMEでフリーズします。

FIELD 【FIELD】 FIELDでフリーズします。

COLOR CORRECT 【COLOR COR】 カラーコレクターの動作を設定します。

BYPASS 【BYPASS】 カラーコレクターのバイパス状態を設定します。

OFF

ALL

【OFF】 バイパスを無効（カラーコレクターを有効）にします。

【ALL】 バイパスを有効（カラーコレクターを無効）にします。

SET DEFAULT 【DEFAULT】 カラーコレクターの設定を工場出荷状態に設定します。

LUMINANCE

HUE

-50.0～

輝度を設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【LUMINANCE】
輝度を-50.0～50%の範囲で設定します。

-180.0～

色相を設定します。

0.0 ～180.0 【0.0】

【HUE】
色相設定範囲は-180.0～180.0°です。

SATURATION

-50.0～

彩度を設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【SATURATION】
彩度設定範囲は-50.0～50.0%です。

SETUP

-50.0～

セットアップレベルを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【SETUP】
セットアップレベル設定範囲は-50.0～+50.0%です。

WHITE BALANCE R

-50.0～

R成分のホワイトバランスを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【WBALANCE R】

ホワイトバランスの設定範囲は -50.0～50.0です。

WHITE BALANCE G

-50.0～

G成分のホワイトバランスを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【WBALANCE G】

ホワイトバランスの設定範囲は -50.0～50.0です。

WHITE BALANCE B

-50.0～

B成分のホワイトバランスを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【WBALANCE B】

ホワイトバランスの設定範囲は -50.0～50.0です。

BLACK BALANCE R

-50.0～

R成分のブラックバランスを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【BBALANCE R】

ブラックバランスの設定範囲は -50.0～50.0です。

BLACK BALANCE G

-50.0～

G成分のブラックバランスを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【BBALANCE G】

ブラックバランスの設定範囲は -50.0～50.0です。

BLACK BALANCE B

-50.0～

B成分のブラックバランスを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【BBALANCE B】

ブラックバランスの設定範囲は -50.0～50.0です。

GAIN R

-50.0～

R成分のゲインを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【GAIN R】

ゲインの設定範囲は -50.0～50.0%です。

GAIN G

-50.0～

G成分のゲインを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【GAIN G】

ゲインの設定範囲は -50.0～50.0%です。

GAIN B

-50.0～

B成分のゲインを設定します。

0.0 ～50.0 【0.0】

【GAIN B】

ゲインの設定範囲は -50.0～50.0%です。

GAMMA R

0.4～

R成分のガンマを設定します。

1.0 ～1.6 【1.0】

【GAMMA R】

ガンマの設定範囲は 0.4～1.6です。

GAMMA G

0.4～

G成分のガンマを設定します。

1.0 ～1.6 【1.0】

【GAMMA G】

ガンマの設定範囲は 0.4～1.6です。

GAMMA B

0.4～

B成分のガンマを設定します。

1.0 ～1.6 【1.0】

【GAMMA B】

ガンマの設定範囲は 0.4～1.6です。

COLOR BAR 【COLOR BAR】 信号断を検出するとカラーバーを出力します。

FRAME DELAY

1

【FRAME DLY】 FSモードにおけるフレーム遅延量を設定します。

【1】 フレーム遅延量を設定します。～ 16

RGB 【RGB】 RGB系の処理をバイパス（メンテナンスモード）にします。
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VIDEO PROCESS

IN OETF
SDR

【VIDEO PROCESS】

【IN OETF】

MENU

映像処理に関する各種設定を行います。

入力OETFを設定します。

【SDR】 入力OETFをSDRに設定します。

HLG 【HLG】 入力OETFをHLGに設定します。

S-LOG3 【S-LOG3】 入力OETFをS-LOG3に設定します。

OUT OETF

SDR

【OUT OETF】

【HLG】 出力OETFをHLGに設定します。

S-LOG3 【S-LOG3】 出力OETFをS-LOG3に設定します。

GAMMA 【GAMMA】 SDRのガンマカーブを設定します。

IN COLORIMETRY 【AUTO】 入力信号の色域をを設定します。

BT.2020

BT.709

【BT.2020】 BT.2020に対応した色域の信号を入力します。

【BT.709】 BT.709に対応した色域の信号を入力します。

INPUT 【INPUT】 入力側のSDRガンマカーブを設定します。

STEP

LEVEL R

0.35～

出力側のSDRガンマの強度を設定します。

0.45 ～0.90 【0.45】

【STEP】
0.35～0.90の範囲で設定します。

-99～

出力側のSDRガンマの強度を微調整します。赤

0 ～99 【0】

【LEVEL R】

-99～99の範囲で設定します。

LEVEL G

-99～

出力側のSDRガンマの強度を微調整します。緑

0 ～99 【0】

【LEVEL G】

-99～99の範囲で設定します。

LEVEL B

-99～

出力側のSDRガンマの強度を微調整します。青

0 ～99 【0】

【LEVEL B】

-99～99の範囲で設定します。

AUTO 【AUTO】 入力OETFをペイロードIDから自動で設定します。

HDR GAIN

100

【HDR GAIN】 HDR→SDR変換時のGAINを設定します。

【100】 100～566%の範囲で設定します。～ 566%

AUTO 【AUTO】 ペイロードIDから色域を自動で判別します。

LEVEL M

-99～

出力側のSDRガンマの強度を微調整します。全体

0 ～99 【0】

【LEVEL M】

-99～99の範囲で設定します。

出力OETFを設定します。

出力OETFをSDRに設定します。

HLG

【SDR】

OUT COLORIMETRY 【IN COL】 出力信号の色域をを設定します。

BT.2020

BT.709

【BT.2020】 BT.2020に対応した色域の信号を出力します。

【BT.709】 BT.709に対応した色域の信号を出力します。

IN COL 【IN COL】 入力信号と同じ色域の信号を出力します。

BLACK LEVEL 【BLACK LEVEL】 入力、出力の黒レベルを設定します。

INPUT

OUTPUT

-99.9～

入力信号の黒レベルを設定します。

0.0 ～99.9 【0.0】

【INPUT】

黒レベルを-99.9～99.9%の範囲で設定します。

-99.9～

出力信号の黒レベルを設定します。

0.0 ～99.9 【0.0】

【OUTPUT】

黒レベルを-99.9～99.9%の範囲で設定します。

【STANDARD1】 STANDARD1のガンマカーブを設定します。STANDARD1

【STANDARD2】 STANDARD2のガンマカーブを設定します。STANDARD2

【STANDARD3】 STANDARD3のガンマカーブを設定します。STANDARD3

【STANDARD4】 STANDARD4のガンマカーブを設定します。STANDARD4

【STANDARD5】 STANDARD5のガンマカーブを設定します。

OUTPUT 【OUTPUT】 出力側のSDRガンマカーブを設定します。

【STANDARD6】 STANDARD6のガンマカーブを設定します。STANDARD6

【STANDARD7】 STANDARD7のガンマカーブを設定します。STANDARD7

STANDARD5

設定項目はINPUTと同じです。
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VIDEO PROCESS 【VIDEO PROCESS】

MENU

映像処理に関する各種設定を行います。

FORCE FREEZE

OFF

【FORCE FREEZE】

【ON】 フリーズさせます。

KNEE 【KNEE】 ニー機能の設定をします。

WHITE CLIP 【WHITE CLIP】 ホワイトクリップの有効、無効を設定します。

KNEE SLOPE

KNEE POINT

-99～

ニー機能の傾きを設定します。

0 ～99 【0.45】

【KNEE SLOPE】

-99～99の範囲で設定します。

-99～

ニー機能の折れ点位置を設定します。

0 ～99 【0】

【KNEE POINT】

-99～99の範囲で設定します。

BLK CLP LV

-99.9～

低レベル側のクリップレベルを設定します。

0.0 ～99.9 【0.0】

【BLK CLP LV】

-99.9～99.9の範囲で設定します。

映像を強制でフリーズさせます。

フリーズを解除します。

ON

【OFF】

【DISABLE】 無効に設定します。

【ENABLE】 有効に設定します。ENABLE

【OFF】 ニー機能の傾きを最大にしません。

ON 【ON】 ニー機能の傾きを最大にしてクリップさせます。

OFF

DISABLE

WHT CLP MAX 【WHT CLP MAX】 高レベル側のクリップレベルを設定します。

【DISABLE】 無効に設定します。

ENABLE 【ENABLE】 有効に設定します。

DISABLE

BLACK CLIP 【BLACK CLIP】 ブラッククリップの有効、無効を設定します。

  



 19 

AUDIO PROCESS

PACKET MUX
GROUP1

DISABLE

ENABLE

【AUDIO PROCESS】

【PACKET MUX】

MENU

音声処理に関する各種設定を行います。

EMBオーディオパケット重畳設定を行います。

【GROUP1】 AUDIO GROUP1の重畳設定

GROUP4

DISABLE

ENABLE

【GROUP4】 AUDIO GROUP4の重畳設定

GROUP5

DISABLE

ENABLE

【GROUP5】

GROUP8

DISABLE

ENABLE

【GROUP8】

AUDIO GROUP5の重畳設定(3G LEVEL-Bのみ)

AUDIO GROUP8の重畳設定(3G LEVEL-Bのみ)

【DISABLE】 AUDIO GROUP1を重畳しません。

【ENABLE】 AUDIO GROUP1を重畳します。

【DISABLE】 AUDIO GROUP4を重畳しません。

【ENABLE】 AUDIO GROUP4を重畳します。

【DISABLE】 AUDIO GROUP5を重畳しません。

【ENABLE】 AUDIO GROUP5を重畳します。

【DISABLE】 AUDIO GROUP8を重畳しません。

【ENABLE】 AUDIO GROUP8を重畳します。

INPUT GAIN

EMB1

-30.0～

【INPUT GAIN】 音声入力GAINの設定を行います。

0.0 ～20.0dB

【EMB1】 EMB1入力GAINの設定

EMB2

-30.0～ 0.0 ～20.0dB

【EMB2】 EMB2入力GAINの設定

【0.0】 EMB1入力GAINを0dBFSに設定します。

【0.0】 EMB2入力GAINを0dBFSに設定します。

EMB16

-30.0～ 0.0 ～20.0dB

【EMB16】 EMB16入力GAINの設定

【0.0】 EMB16入力GAINを0dBFSに設定します。

EMB17

-30.0～ 0.0 ～20.0dB

【EMB17】 EMB17入力GAINの設定（3G LEVEL-Bのみ）

【0.0】 EMB17入力GAINを0dBFSに設定します。

EMB32

-30.0～ 0.0 ～20.0dB

【EMB32】 EMB32入力GAINの設定（3G LEVEL-Bのみ）

【0.0】 EMB32入力GAINを0dBFSに設定します。

400Hz Sin

1000Hz Sin

SET DEFAULT

-30.0～

400Hz 正弦波のGAIN設定

-20.0 ～0dB 【-20.0】

【400Hz】
400Hz 正弦波のGAINを0dBFSに設定します。

-30.0～

1000Hz 正弦波のGAIN設定

-20.0 ～0dB 【-20.0】

【1000Hz】
1000Hz 正弦波のGAINを0dBFSに設定します。

【SET DEFAULT】 オーディオ入力GAINを工場出荷設定にします。
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AUDIO PROCESS

INPUT DELAY

EMB

SET VIDEO DELAY

SET DEFAULT

【AUDIO PRCS】

【INPUT DLY】

MENU

AUDIO処理に関する各種設定を行います。

AUDIO入力遅延の設定を行います。

1 ～1000mS

【EMB】 EMB1～32の入力遅延設定

【1】 EMB入力遅延を1mSに設定します。

【VIDEO DLY】 AUDIO入力遅延を映像遅延に合わせて設定します。

【DEFAULT】 AUDIO入力遅延を工場出荷設定にします。

EMB OUT1

OUTPUT CH SELECT

DOWNMIX L

DOWNMIX R

CUSTOM1

400Hz Sin

1000Hz Sin

MUTE

【OUT CH SEL】 EMB AUDIOチャンネル選択の設定を行います。

【EMB OUT1】 EMB OUT1のチャンネルを設定します。

EMB1 【EMB1】 EMB OUT1にEMB1を設定

EMB16 【EMB16】 EMB OUT1にEMB16を設定

EMB17 【EMB17】 EMB OUT1にEMB17を設定（3G LEVEL-Bのみ）

EMB32 【EMB32】 EMB OUT1にEMB32を設定（3G LEVEL-Bのみ）

【DOWNMIX L】 EMB OUT1にDOWMMIX Lを設定

【DOWNMIX R】 EMB OUT1にDOWMMIX Rを設定

【CUSTOM1】 EMB OUT1にCUSTOM1を設定

CUSTOM8 【CUSTOM8】 EMB OUT1にCUSTOM8を設定

【400Hz】 EMB OUT1に400Hz正弦波を設定

【1000Hz】 EMB OUT1に1000Hz正弦波を設定

【MUTE】 EMB OUT1にMUTEを設定

EMB OUT2 【EMB OUT2】 EMB OUT2のチャンネルを設定します。

EMB OUT1に同じ

EMB2 【EMB2】 EMB OUT2にEMB2を設定

EMB OUT16 【EMB OUT16】 EMB OUT16のチャンネルを設定します。

EMB OUT1に同じ

EMB16 【EMB16】 EMB OUT16にEMB16を設定

EMB OUT17 【EMB OUT16】 EMB OUT17のチャンネルを設定します。

EMB OUT1に同じ

EMB17 【EMB17】 EMB OUT17にEMB17を設定（3G LEVEL-Bのみ）

EMB OUT32 【EMB OUT32】 EMB OUT32のチャンネルを設定します。

EMB OUT1に同じ

EMB32 【EMB32】 EMB OUT32にEMB32を設定（3G LEVEL-Bのみ）
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AUDIO PROCESS 【AUDIO PRCS】

MENU

AUDIO処理に関する各種設定を行います。

EMB1

AUDIO OVER 【AUDIO OVER】 AUDIO OVERの設定を行います。

【EMB OUT1】 EMB1のチャンネルを設定します。

EMB1 【EMB1】 EMB1にEMB1を設定

EMB16 【EMB16】 EMB1にEMB16を設定

EMB17 【EMB17】 EMB1にEMB17を設定（3G LEVEL-Bのみ）

EMB32 【EMB32】 EMB1にEMB32を設定（3G LEVEL-Bのみ）

【MUTE】 EMB1にMUTEを設定

EMB2 【EMB OUT2】 EMB2のチャンネルを設定します。

EMB1に同じ

MUTE 【MUTE】 EMB2にMUTEを設定

EMB16 【EMB OUT16】 EMB16のチャンネルを設定します。

EMB1に同じ

MUTE 【MUTE】 EMB16にMUTEを設定

EMB17 【EMB OUT16】 EMB17のチャンネルを設定します。

EMB1に同じ

MUTE 【MUTE】 EMB17にMUTEを設定（3G LEVEL-Bのみ）

EMB32 【EMB OUT32】 EMB32のチャンネルを設定します。

EMB1に同じ

MUTE 【MUTE】 EMB32にMUTEを設定（3G LEVEL-Bのみ）

SPEED

TAKE

CH SELCT 【CH SELECT】 AUDIO OVERのチャンネル選択設定を行います。

MUTE

【SPEED】 AUDIO OVERのフェード時間を設定します。

0.1 ～5.0s 【0.1】 AUDIO OVERのフェード時間を0.1sに設定

【TAKE】 AUDIO OVERのフェードIN/OUTを実行
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AUDIO PROCESS 【AUDIO PRCS】

MENU

AUDIO処理に関する各種設定を行います。

L

DOWNMIX CH SELECT 【DMIX SEL】 DOWNMIXチャンネルの設定を行います。

【L】 Lチャンネルを設定します。

EMB1 【EMB1】 LチャンネルにEMB1を設定

EMB16 【EMB16】 LチャンネルにEMB16を設定

EMB17 【EMB17】 LチャンネルにEMB17を設定（3G LEVEL-Bのみ）

EMB32 【EMB32】 LチャンネルにEMB32を設定（3G LEVEL-Bのみ）

R 【R】 Rチャンネルを設定します。

Lに同じ

EMB2 【EMB2】 RチャンネルにEMB2を設定

C 【C】 Cチャンネルを設定します。

Lに同じ

EMB3 【EMB3】 CチャンネルにEMB3を設定

Ls 【Ls】 Lsチャンネルを設定します。

EMB OUT1に同じ

EMB5 【EMB5】 LsチャンネルにEMB5を設定

Rs 【Rs】 Rsチャンネルを設定します。

EMB OUT1に同じ

EMB6 【EMB6】 RsチャンネルにEMB6を設定

DOWNMIX LEVEL

AUTO

ENABLE

DISABLE

L/R

-20.0～ -7.7dB

【DMIX LEVEL】 DOWNMIXレベルの設定を行います。

【ENABLE】 AUTO機能を有効に設定

【DISABLE】 AUTO機能を無効に設定

～0.0dB

MUTE

DOWNMIX LEVELのAUTO機能を有効にします。

L/RチャンネルのLEVELを設定します。【L/R】

L/RチャンネルのLEVELを-7.7dBに設定【-7.7dB】

L/RチャンネルのLEVELをMUTEに設定【MUTE】

C

-20.0～ -10.7dB ～0.0dB

MUTE

CチャンネルのLEVELを設定します。【C】

CチャンネルのLEVELを-10.7dBに設定【-10.7dB】

CチャンネルのLEVELをMUTEに設定【MUTE】

Ls/Rs

-20.0～ -10.7dB ～0.0dB

MUTE

Ls/RsチャンネルのLEVELを設定します。【Ls/Rs】

Ls/RsチャンネルのLEVELを-10.7dBに設定【-10.7dB】

Ls/RsチャンネルのLEVELをMUTEに設定【MUTE】
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AUDIO PROCESS 【AUDIO PRCS】

MENU

AUDIO処理に関する各種設定を行います。

SOURCE1

CUSTOM MIX 【CUSTOM MIX】 CUSTOM MIXの設定を行います。

【SOURCE1】 SOURCE1のチャンネルを設定します。

EMB1 【EMB1】 SOURCE1にEMB1を設定

EMB16 【EMB16】 SOURCE1にEMB16を設定

CUSTOM1 【CUSTOM1】 CUSTOM1の設定を行います。

-20.0～

MUTE EMB1のLEVELをMUTEに設定【MUTE】

EMB1に同じ
【-12.0dB】 EMB16のLEVELを設定

SOURCE4 【SOURCE4】 SOURCE4のチャンネルを設定します。

SOURCE1に同じ

MUTE SOURCE1をMUTEに設定【MUTE】

【-12.0dB】 EMB1のLEVELを設定

-12.0dB

～0.0dB

-12.0dB

EMB17 【EMB16】 SOURCE1にEMB17を設定（3G LEVEL-Bのみ）

EMB1に同じ
【-12.0dB】 EMB17のLEVELを設定-12.0dB

EMB32 【EMB16】 SOURCE1にEMB32を設定（3G LEVEL-Bのみ）

EMB1に同じ
【-12.0dB】 EMB32のLEVELを設定-12.0dB

CUSTOM2 【CUSTOM2】 CUSTOM2の設定を行います。

CUSTOM1に同じ

CUSTOM8 【CUSTOM8】 CUSTOM8の設定を行います。

CUSTOM1に同じ

INPUT STREAM SEL

1

OUTPUT STREAM SEL

【IN STREAM】 AUDIO EMBの取得ストリームを設定します。
（12G,6Gのみ）

～ 4 【1】 ストリーム1から取得

【OUT STREAM】 AUDIO EMBの重畳ストリームを設定します。
（12G,6Gのみ）

【ALL】 全ストリームに重畳ALL , 1～ 4
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TC PROCESS

SOURCE SELECT

【TC PRCS】

【SOURCE】

MENU

タイムコード処理に関する各種設定を行います。

タイムコード取得先を設定します。

LTC IN 【LTC IN】 LTC INコネクターより取得

【LTC IN MST】

ANC VITCより取得

INSERT ANC TC

DISABLE

LTC

VITC

BOTH

BYPASS

AUTO RUN

STOP

NO PACKET

LOST ACTION

OSD

ENABLE

DISABLE

OFFSET

FRAME

-29～

LTC IN MASTER LTC INコネクターより取得し筐体内に供給

ANC VITC 【AVITC】

ANC VITC MASTER

ANC LTC

ANC LTC MASTER

SUB

INTERNAL

INTERNAL MASTER

ANC VITCより取得し筐体内に供給【AVITC MST】

ANC LTCより取得【ALTC】

ANC LTCより取得し筐体内に供給【ALTC MST】

筐体より取得（他のマスターより供給）【SUB】

内部で作成したタイムコードを取得【INT】

内部で作成したタイムコードを取得し入力筐体内に供給【INT MST】

【INS ANC TC】 SDI OUTに重畳するタイムコードパケットを選択します。

【DISABLE】

【LTC】

【VITC】

【BOTH】

【BYPASS】

タイムコードパケットを重畳を無効

LTCを重畳

VITCを重畳

LTC, VITCを重畳

SDI入力のタイムコードパケットをバイパス

【LOST ACT】 タイムコードが途絶時の動作を選択します。

【AUTO RUN】 自走を設定

【STOP】 停止を設定

【NO PACKET】 パケット重畳停止を設定（OSDは表示停止）

【ENABLE】 OSD表示を設定

【DISABLE】 OSD非表示を設定

SDI出力映像に、タイムコードを表示します。【OSD】

0 ～29

【OFFSET】 フレームのオフセットを設定します。

【FRAME】 フレームのオフセット数

【0】 0フレーム

OSD POSITION

LEFT BOTTOM

CENTER BOTTOM 【CNTR BOTM】 OSD表示位置を中央下側に設定

【LEFT BOTM】 OSD表示位置を左下側に設定

OSD表示位置を設定します。【OSD POSI】

RIGHT BOTTOM 【RIGHT BOTM】 OSD表示位置を右下側に設定

LEFT TOP

CENTER TOP 【CNTR TOP】 OSD表示位置を中央上側に設定

【LEFT TOP】 OSD表示位置を左上側に設定

RIGHT TOP 【RIGHT TOP】 OSD表示位置を右上側に設定

OSD SIZE

LARGE

NORMAL

【LARGE】 タイムコード文字サイズ（大）を設定

【NORMAL】 タイムコード文字サイズ（標準）を設定

タイムコード文字サイズを設定します。【OSD SIZE】

OSD MODE

SHORT

NORMAL

【SHORT】 タイムコードにソースモードを表示

【NORMAL】 タイムコードに時刻情報のみ表示

タイムコード文字列長を設定します。【OSD MODE】

NTP 【NTP】 筐体から補正された内部時計より取得

【NTP MST】NTP MASTER 筐体から補正された内部時計より取得し筐体内に供給
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TC PROCESS 【TC PRCS】

MENU

タイムコード処理に関する各種設定を行います。

BGFLAG

000

001

010

011

100

BGDATA

1

INTERNAL TC

FRAME

SECOND

MINUTE

HOUR

DROP MODE

DROP

NON DROP

SET DEFAULT

SET TC

【BGFLAG】 バイナグループフラグを設定します。

【000】

【001】

【010】

【011】

【100】

000を設定します。

001を設定します。

010を設定します。

011を設定します。

100を設定します。

【BGDATA】 バイナリグループデータを設定します。

【1】 第1バイナリグループデータを設定します。

【0】 0～F(16進)の範囲で設定します。

【INT TC】 インターナルタイムコードの初期値を設定します。

0 ～29 【0】

0 ～59 【0】

0 ～59 【0】

0 ～23 【0】

【DROP】

【NON DROP】

【DEFAULT】

【SET TC】

【FRAME】

【SECOND】

【MINUTE】

【HOUR】

【DROP MODE】

フレームの初期値を設定します。

0フレーム

秒の初期値を設定します。

0秒

分の初期値を設定します。

0分

時の初期値を設定します。

0時

ドロップフレーム、ノンドロップフレームを選択します。

ドロップフレームを選択します。

ノンドロップフレームを選択します。

インターナルタイムコードを工場出荷状態に設定します。

インターナルタイムコードに設定値を反映します。

101

110

111

【101】

【110】

【111】

101を設定します。

110を設定します。

111を設定します。

0 ～F

2 【2】 第2バイナリグループデータを設定します。

【0】 0～F(16進)の範囲で設定します。0 ～F

3 【3】 第3バイナリグループデータを設定します。

【0】 0～F(16進)の範囲で設定します。0 ～F

4 【4】 第4バイナリグループデータを設定します。

【0】 0～F(16進)の範囲で設定します。0 ～F

5 【5】 第5バイナリグループデータを設定します。

【0】 0～F(16進)の範囲で設定します。0 ～F

6 【6】 第6バイナリグループデータを設定します。

【0】 0～F(16進)の範囲で設定します。0 ～F

7 【7】 第7バイナリグループデータを設定します。

【0】 0～F(16進)の範囲で設定します。0 ～F

8 【8】 第8バイナリグループデータを設定します。

【0】 0～F(16進)の範囲で設定します。0 ～F

LTC OUT

DELAY

OUT ENABLE

ENABLE

DISABLE

【LTC OUT】 LTC OUTの設定をします。

0 ～99999 【0】

【DISABLE】

【ENABLE】

【DELAY】

【OUT ENA】

遅延量を設定します。

0～99999の範囲内で設定します。

LTCのIN/OUTを設定します。

LTC INに設定します。

LTC OUTに設定します。

SOURCE SELECT

ANC LTC

ANC VITC 【AVITC】

【ALTC】

【SOURCE】 LTC OUTの元を選択します。

ANC VITCを選択します。

ANC LTCを選択します。

INTERNAL 【INT】 内部で作成したタイムコードを選択します。

NTP 【NTP】 筐体から補正された内部時計を選択します。
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CONFIG

PRESET

【CONFIG】

【PRESET】

MENU

接点、NETQ、SNMP、表示器の設定を行います。

本体の各種設定をプリセットとして8種類まで登録
できます。

LOAD 【LOAD】 保存したプリセットパターンを読み出します。

PRESET No.

PRESET１

LOAD exec

SAVE

PRESET No.

SAVE exec

START SET

MEMORY

～8

【PRESET No.】 保存したプリセットパターン1～8を読み出します。

【PRESET1】 PRESET1を選択

【LOAD exec】 ロードを実行

【SAVE】 プリセットパターンの保存を行います。

【PRESET No.】 PRESET番号を選択

【PRESET1】 PRESET1を選択

【SAVE exec】 セーブを実行

PRESET１ ～8

PRESET１～8

【START set】 起動時の設定です。

【MEMORY】 起動時に電源遮断時の設定を復元

GPI 【GPI】 TAKE1～5に接点入力に対応した動作
を選択します。※2※3

【MENU】NO

【ENTER】YES

MENUボタンによりキャンセルします。

ENTERボタンによりロードを実行します。

【CANCEL】NO

【ENTER】YES

ENTERボタンによりキャンセルします。

ENTERボタンによりセーブします。

TAKE1 【TAKE1】 TAKE1に対応した動作を選択

DISABLE 【DISABLE】 TAKE1を使用しません

PRESET1～8 【PRESET1～8】 指定されたPRESETを設定

INT TC SET 【INT TC SET】 インターナルタイムコードを初期値に設定

TAKE OVER 【TAKE OVER】 オーディオオーバーのフェードイン・アウトを実行

TAKE2 【TAKE2】 TAKE2に対応した動作を選択

TAKE1に同じ
DISABLE 【DISABLE】 TAKE2を使用しません

TAKE5 【TAKE5】 TAKE5に対応した動作を選択

TAKE1に同じ
DISABLE 【DISABLE】 TAKE5を使用しません
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CONFIG 【CONFIG】

MENU

接点、NETQ、SNMP、表示器の設定を行います。

NETQ CONTROL

CONTROL

ENABLE

DISABLE

CONFIG

0x00（NA）

PRESET１～8

DISABLE

【NETQ CONT】 局間制御パケットのカレント音声モードに対応した
プリセット番号をロードします。

【DISABLE】

【CONTROL】

【CONFIG】 プリセット番号を設定

局間制御パケットのカレント音声モードの検出

カレント音声モードの検出を無効

【0x00(NA)】 0x00(NA)のプリセット番号を設定

【DISABLE】 無効

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

0x01（M） 【0x01(M)】 0x01(M)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x09（S） 【0x09(S)】 0x09(S)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x08（8M） 【0x08(8M)】 0x03(3M)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x0C（4S） 【0x0C(4S)】 0x0C(4S)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x0D（3/0） 【0x0D(3/0)】 0x0D(3/0)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x0E（2/1） 【0x0E(2/1)】 0x0E(2/1)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x0F（3/1） 【0x0F(3/1)】 0x0F(3/1)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x10（2/2） 【0x10(2/2)】 0x10(2/2)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x11（3/2） 【0x11(3/2)】 0x11(3/2)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x12（3/2+LFE） 【0x12(3/2+LFE)】 0x12(3/2+LFE)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x13（S+M） 【0x13(S+M)】 0x13(S+M)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x14（S+D） 【0x14(S+D)】 0x14(S+D)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x15（5.1+S） 【0x15(5.1+S)】 0x15(5.1+S)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効
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CONFIG 【CONFIG】

MENU

接点、NETQ、SNMP、表示器の設定を行います。

NETQ CONTROL

CONFIG

OTHER

【NETQ CONT】 局間制御パケットのカレント音声モードに対応した
プリセット番号をロードします。

【CONFIG】 プリセット番号を設定

0x16（3/1+S） 【0x16(3/1+S)】 0x16(3/1+S)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x17（3/2+S） 【0x17(3/2+S)】 0x17(3/2+S)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x18（9M more） 【0x18(9M more)】 0x18(9M more)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x19（5M more） 【0x19(5M more)】 0x19(5M more)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

0x1A（etc） 【0x1A(etc)】 0x1A(etc)のプリセット番号を設定

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

PRESET１～8

DISABLE 【DISABLE】

【PRESET1～8】 プリセット1～8を設定

無効

【OTHER】 0x00～0x1A以外のプリセット番号を設定

ANC IN STREAM SELECT 【IN STREAM】

１ ～4

アンシラリデータ取得ストリームを選択します。
（12G、6Gのみ）

【1】 ストリーム1を選択

ANC OUT STREAM SELECT 【STREAM】

ALL 1～4

アンシラリデータ重畳ストリームを選択します。
（12G、6Gのみ）

【ALL】 全ストリームに重畳

 

 



 29 

～

CONFIG 【CONFIG】

MENU

接点、NETQ、SNMP、表示器の設定を行います。

PAYLOAD OVERWRITE

THRU

OVERWRITE

PAYLOAD ID出力に関する設定です。

SDI入力が重畳するPAYLOAD IDをスルーします。

PAYLOAD SETによる設定値を上書きします。

【PAYLOAD OV】

【THRU】

【OVER】

PAYLOAD SET

AUTO

ST1_BYTE1

PAYLOAD ID出力に関する設定です。

PAYLOAD IDをSDIフォーマットに応じて自動設定しま
す。

ストリーム1 BYTE1を設定します。

【PAYLOAD ST】

【AUTO】

【ST1_BYTE1】

00 FF 【00】 ストリーム1 BYTE1を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST1_BYTE2 ストリーム1 BYTE2を設定します。【ST1_BYTE2】

00 FF 【00】 ストリーム1 BYTE2を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST1_BYTE3 ストリーム1 BYTE3を設定します。【ST1_BYTE3】

00 FF 【00】 ストリーム1 BYTE3を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST1_BYTE4 ストリーム1 BYTE4を設定します。【ST1_BYTE4】

00 FF 【00】 ストリーム1 BYTE4を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST2_BYTE1 ストリーム2 BYTE1を設定します。【ST2_BYTE1】

00 FF 【00】 ストリーム2 BYTE1を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST2_BYTE2 ストリーム2 BYTE2を設定します。【ST2_BYTE2】

00 FF 【00】 ストリーム2 BYTE2を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST2_BYTE3 ストリーム2 BYTE3を設定します。【ST2_BYTE3】

00 FF 【00】 ストリーム2 BYTE3を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST2_BYTE4 ストリーム2 BYTE4を設定します。【ST2_BYTE4】

00 FF 【00】 ストリーム2 BYTE4を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST3_BYTE1 ストリーム3 BYTE1を設定します。【ST3_BYTE1】

00 FF 【00】 ストリーム3 BYTE1を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST3_BYTE2 ストリーム3 BYTE2を設定します。【ST3_BYTE2】

00 FF 【00】 ストリーム3 BYTE2を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST3_BYTE3 ストリーム3 BYTE3を設定します。【ST3_BYTE3】

00 FF 【00】 ストリーム3 BYTE3を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST3_BYTE4 ストリーム3 BYTE4を設定します。【ST3_BYTE4】

00 FF 【00】 ストリーム3 BYTE4を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST4_BYTE1 ストリーム4 BYTE1を設定します。【ST4_BYTE1】

00 FF 【00】 ストリーム4 BYTE1を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST4_BYTE2 ストリーム4 BYTE2を設定します。【ST4_BYTE2】

00 FF 【00】 ストリーム4 BYTE2を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST4_BYTE3 ストリーム4 BYTE3を設定します。【ST4_BYTE3】

00 FF 【00】 ストリーム4 BYTE3を0x00～0xFFの範囲で設定します。

～

ST4_BYTE4 ストリーム4 BYTE4を設定します。【ST4_BYTE4】

00 FF 【00】 ストリーム4 BYTE4を0x00～0xFFの範囲で設定します。

CAPTURE PAYLOAD IDをSDI入力から取得します。【CAPT】
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CONFIG 【CONFIG】

MENU

接点、NETQ、SNMP、表示器の設定を行います。

OSD 【OSD】

ENABLE

DISABLE

SCREEN SAVER

OFF

NAME ROLL

DISPLAY

DIM 70%

DIM 50%

DIM 30%

MAIN VIEW

【SCR SAVER】

STATUS

AUTO PEAK METER

16CH PEAK METER

8CH PEAK METER

4CH PEAK METER

【AUTO METER】

【16CH METER】

【8CH METER】

【4CH METER】

本体正面の表示器に関する設定を行います。

スクリーンセーバーの設定を行います。

スクリーンセーバー機能を無効

MAIN VIEWの表示が10分後に機種名に変わります。

MAIN VIEWの表示輝度が10分後に70％に落ちます。

MAIN VIEWの表示輝度が10分後に50％に落ちます。

MAIN VIEWの表示輝度が10分後に30％に落ちます。

無操作時の表示器に表示する機能を設定

4CHの音声ピークメーターを表示

8CHの音声ピークメーターを表示

16CHの音声ピークメーターを表示

ピークメーターの表示チャンネルを自動切り替え

信号フォーマット、リファレンス、音声パケット情報等他

【DISPLAY】

【OFF】
【NAME ROLL】

【DIM 70%】

【DIM 50%】

【DIM 30%】

【MAIN VIEW】

【STATUS】

オンスクリーンメニューの表示設定をします。

【ENABLE】

【DISABLE】

オンスクリーンメニューの表示を有効

オンスクリーンメニューの表示を無効

AVDL METER 【AVDL METER】 AVDLメーター（位相調整情報）を表示

オンスクリーンメニューの輝度を設定【OSD BRIGHT】
0～ 100 【100%】 工場出荷時の設定は100%です。

SNMP

ENABLE

DISABLE

ＳＮＭＰ制御に関する設定です。

ＳＮＭＰによる各種設定のリモート制御を許可

ＳＮＭＰによる各種設定のリモート制御を禁止

【SNMP】

【ENABLE】

【DISABLE】

OSD BRIGHT
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CONFIG 【CONFIG】

MENU

接点、NETQ、SNMP、表示器の設定を行います。

INITIAL RESET 【INIT RESET】

SDI AMP 1 【SDI AMP 1】

-2～

SDI AMP 4 【SDI AMP 4】

0 ～2 【0】

-2～ 0 ～2 【0】

SDIの振幅を微調整します。初期設定でお使いください。

出荷検査時に微調整されており、初期設定が0ではない
場合があります。

SDIの振幅オフセット値を設定します。

環境設定を工場出荷状態に戻します。

出荷検査時に微調整されており、初期設定が0ではない
場合があります。

ALARM 【ALARM】 Vbus筐体の接点アラームを設定します。

REFERENCE 【REFERENCE】

ENABLE

DISABLE

リファレンス入力途絶時のアラーム設定をします。

【ENABLE】

【DISABLE】

リファレンス入力途絶時のアラームを有効

リファレンス入力途絶時のアラームを無効

SDI IN 【SDI IN】

ENABLE

DISABLE

SDI入力途絶時のアラーム設定をします。

【ENABLE】

【DISABLE】

SDI入力途絶時のアラームを有効

SDI入力途絶時のアラームを無効

AVDL 【AVDL】

ENABLE

DISABLE

AVDL引き込み範囲外検出時のアラーム設定をします。

【ENABLE】

【DISABLE】

AVDL引き込み範囲外検出時のアラームを有効

AVDL引き込み範囲外検出時のアラームを無効

MUTE 【MUTE】

DETECT

オーディオMUTE検出時のアラーム設定をします。

【DETECT】 オーディオMUTE検出条件を設定します。

OR

DISABLE

【OR】

【DISABLE】 オーディオMUTE検出を無効

オーディオMUTEをOR条件で検出

AND 【AND】 オーディオMUTEをAND条件で検出

TIME 【TIME】

3 【3】

オーディオMUTE判定時間を設定します。※1

～ 90 設定時間[s]以上の場合をオーディオMUTEと判定

LEVEL 【LEVEL】

-80 【-80】

オーディオMUTE判定レベルを設定します。※1

～ -50 設定レベル[dB]以下の場合をオーディオMUTEと判定

EMB1～2 【EMB1～2】 EMB1～2のMUTE検出を設定します。

ENABLE 【ENABLE】 オーディオMUTE検出を有効

DISABLE 【DISABLE】 オーディオMUTE検出を無効

ENABLE 【ENABLE】 オーディオMUTE検出を有効

LOGIC 【DETECT】 オーディオMUTE検出条件を設定します。※1

LOGIC/TIME/LEVEL/EMBの設定はSNMPの無音トラップの
条件にも適用します。

5 ～

EMB3～32 【EMB3～32】 EMB3～32のMUTE検出を設定します。※1

ENABLE 【ENABLE】 オーディオMUTE検出を有効

DISABLE 【DISABLE】 オーディオMUTE検出を無効

EMB 【EMB】 EMB1～32のMUTE検出を設定します。

 

※1 ALARM/MUTE の設定(LOGIC/TIME/LEVEL/EMB)は DETECT の設定に関わらず、SNMP の無音トラップ条件として適用します。 
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INFORMATION

VERSION

【INFO】

【VERSION】

MENU

バージョン情報、信号フォーマット等を表示します。

SOFT、HARDのバージョン情報を表示します。

SOFT 【SOFT】 SOFTのバージョン情報を表示します。

HARD MAIN 【HARD 1】 HARDのバージョン情報を表示します。

HARD GENLOCK 【HARD 2】 GENLOCKのバージョン情報を表示します。

STATUS 【STATUS】 信号フォーマット情報、リファレンス情報、音声
パケット情報を表示します。

PAYLOAD IN 【PAYLOAD I】 入力側PAYLOADの4ワードを表示します。

PAYLOAD OT 【PAYLOAD O】 出力側PAYLOADの4ワードを表示します。

OETF 【OETF】 INとOUTのOETFを表示します。

COLORIMETRY 【COLORIMTRY】 INとOUTのCOLORIMETRYを表示します。
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3． 各機能の説明  

メニューにおける各機能の操作項目を説明します。 

各項目に示す図は、本体前面表示器による表示例でメニューの階層を示します。メニューの階層内における項目をすべて記載

しますので、本体前面表示器で表示する場合スクロールすることがあります。また、項番内で共通である場合、数値個所を”n”

で省略します。 

 

>GROUP1
 GROUP2
 GROUP3
 GROUP4
 GROUP5
 GROUP6
 GROUP7
 GROUP8

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

>PACKET MUX
 INPUT DELAY
 IN STREAM
 OUT STREAM

PACKET MUX
GROUPn
 ENABLE

スクロールする項目

“n”番目設定項目

 
図4-10 本体前面表示器におけるメニューの表示例 

 

 

(1)  最上位メニュー 

最上位メニューは、SYSTEM、VIDEO PROCESS、AUDIO PROCESS、TC PROCESS、CONFIG、INFO を選択

可能です。本体前面表示器は、5 行の情報を表示します。最上位メニューをすべて表示するためにはスクロー

ルが必要です。 

 

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 

 

 

(2)  SYSTEM 

SYSTEM を選択すると FORMAT、SYNC MODE、REF SEL、AAM、COLOR BAR、PHASE を設定可能です。 

 

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

>FORMAT
 SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR
 PHASE

 

 

SDI 信号入力が途絶またはフォーマット探索中の場合の動作は SYNC MODE 設定、NO SIG 設定、FREEZE

設定により異なります。 

SYNC MODE 設定は、SYSTEM→SYNC MODE、NO SIG 設定は VIDEO PROCESS→NO SIG、FREEZE 設

定は VIDEO PROCESS→FREEZE を参照してください。 

 



 34 

表 4-3 SDI 入力途絶またはフォーマット探索時の動作 

FORMAT NO SIG AVDL FS 備考 

AUTO 

NTSC 

OUT CUT 出力 OFF 出力 OFF  

BLACK 出力 OFF 出力 OFF  

FREEZE 出力 OFF 出力 OFF  

個別 OUT CUT 出力 OFF 出力 OFF  

BLACK 黒画面 黒画面  

FREEZE 黒画面 FREEZE FRAME/FIELD を指定可能 

COLORBAR カラーバー カラーバー FULL 100% 
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1) FORMAT 

 SDI 入出力信号のフォーマットを選択します。デフォルト設定は AUTO です。 

 

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

>FORMAT
 SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

SYSTEM
FORMAT
 AUTO
 NTSC
 1080i60
 ～
 2160p60
 2160p59
 2160p50
 2160p30
 ～

 

 

AUTO SDI 入力信号のフォーマットを自動判定します。 

SYSTEM
FORMAT
 AUTO

>FORMAT
 SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

 
 

判定に数秒から 10 秒程度の時間がかかる場合があります。 

SDI 入力信号が途絶または判定中の場合、出力は無信号（NO SIGNAL）

になります。 

 

NTSC SDI入力信号のフォーマットをNTSC系フレームレートの範囲で自動判定し

ます。 

（判定範囲：2160p59.94/29.97/23.98, 1080p59.94A/59.94B/29.97/23.98, 

1080i59.94, 720p59.94） 

SYSTEM
FORMAT
 NTSC

>FORMAT
 SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

 
 

SDI 入力信号が途絶または判定中の場合、出力は無信号（NO SIGNAL）

になります。 

 

個別 

(AUTO,NTSC 以外) 

設定フォーマットによる SDI 入力信号にロックします。 

SYSTEM
FORMAT
 2160p59

>FORMAT
 SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

 
 

SDI 入力信号が途絶した場合、同期モードにより出力が異なります。 

「表 4-3 SDI 入力途絶またはフォーマット探索時の動作」を参照してくださ

い。 
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SDI フォーマットは以下の項目から選択できます。 

 

表 4-4 SDI 信号フォーマットの選択項目 

フォーマット AUTO NTSC 個別 備考 

1080i60 ○  △  

1080i59.94 ○ ○ △  

1080i50 ○  △  

1080p60A ○  △ 3G Level-A 

1080p60B ○  △ 3G Level-B 

1080p59.94A ○ ○ △ 3G Level-A 

1080p59.94B ○ ○ △ 3G Level-B 

1080p50A ○  △ 3G Level-A 

1080p50B ○  △ 3G Level-B 

1080p30 ○  △  

1080p29.97 ○ ○ △  

1080p25 ○  △  

1080p24 ○  △  

1080psF24 ○  △  

1080p23.98 ○ ○ △  

1080psF23.98 ○ ○ △  

2160p60 ○  △ 12G MODE1 

2160p59.94 ○ ○ △ 12G MODE1 

2160p50 ○  △ 12G MODE1 

2160p30 ○  △ 6G MODE1 

2160p29.97 ○ ○ △ 6G MODE1 

2160p25 ○  △ 6G MODE1 

2160p24 ○  △ 6G MODE1 

2160p23.98 ○ ○ △ 6G MODE1 

720p60 ○  △  

720p59.94 ○ ○ △  

720p50 ○  △  

○： フォーマット探索を示します。（AUTO, NTSC の探索範囲） 

△： 指定フォーマットのみロックします。 
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2) SYNC MODE 

 映像同期モードを選択します。フレームシンクロナイザー（FS）またはラインシンクロナイザー（AVDL）を選

択可能です。デフォルトは FS です。 

 

 

ご注意 

設定を切り替えることにより出力映像にショックを発生する場合がありま

す。運用中の切り替えにはご注意ください。 

 

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 FORMAT
>SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

FORMAT
SYNC MODE
 FS
 AVDL
 AVDL ADV

 

 

FS フレームシンクロナイザー（FS）機能を選択します。 

この設定の場合、EMB オーディオの処理（ゲイン設定、チャンネル組み換えなど）が可能

です。 

 FORMAT
>SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

FORMAT
SYNC MODE
 FS

 
 

AVDL ラインシンクロナイザー（AVDL）機能を選択します。 

この設定の場合、すべてのアンシラリデータをスルー出力します。EMB オーディオの処

理（ゲイン設定、チャンネル組み換え）、タイムコード重畳などの処理はできません。 

 FORMAT
>SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

FORMAT
SYNC MODE
 AVDL

 
 

AVDL ADV 位相条件によりAVDLとFSを自動で選択します。 

SDI 入力の位相が AVDL の引き込み範囲外になった場合、自動で FS に切り替えます。ま

た、FSで運用中にAVDLの引き込み範囲内になった場合、AVDLに切り替えます。 

この設定の場合、AVDL として動作しても FS と同様の処理となります。一部のアンシラリ

データを通過しません。 

 FORMAT
>SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

FORMAT
SYNC MODE
 AVDL ADV

 
 

ご注意 

AVDL ADV は、AVDL で同期がはずれた場合における映像乱れを防止する

機能です。このため、AVDL と FS が切り替わるタイミングで一部のアンシラ

リデータが欠落する場合があります。 

Payload ID を含むフォーマットの場合、AVDL と FS が切り替わる前後で設定

値が変動する場合があります。 
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3) REFERENCE SELECT 

リファレンス信号分配モードを選択します。デフォルト設定は LINE IN です。 

 

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 FORMAT
 SYNC MODE
>REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

SYSTEM
REF SEL
 LINE IN
 LINE MST
 EXT IN
 EXT MASTER
 EXT SUB

 

 

ご注意 

設定を切り替えることにより出力映像にショックを発生する場合がありま

す。運用中の切り替えにはご注意ください。 

 

LINE IN 本線映像信号をリファレンス信号として使用します。（ラインロック） 

リファレンス信号は不要ですが、出力映像の特性は SDI 入力のジッター特性

に依存します。ラインロックの機器を複数段接続すると後段の機器において

出力映像のジッター特性が許容値を超える現象を発生する場合があります。 

 FORMAT
 SYNC MODE
>REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

SYSTEM
REF SEL
 LINE IN

 
LINE IN MASTER 本線映像信号をリファレンス信号として使用し、筐体内バスに分配します。（ラ

インロック） 

リファレンス信号は不要ですが、出力映像の特性は SDI 入力のジッター特性

に依存します。LINE IN の場合と同様に、ラインロックの機器を複数段接続す

ると後段の機器において出力映像のジッター特性が許容値を超える現象を発

生する場合がある他、筐体内でバスリファレンスを使用している機器の出力

映像のジッター特性が許容値を超える場合が発生します。 

 FORMAT
 SYNC MODE
>REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

SYSTEM
REF SEL
 LINE IN MST

 
EXT IN EXT IN をリファレンス信号として使用します。 

リファレンス信号が途絶した場合、フリーランとなります。 

 FORMAT
 SYNC MODE
>REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

SYSTEM
REF SEL
 EXT IN

 
EXT IN MASTER EXT IN をリファレンス信号として使用し、筐体内バスに分配します。 

リファレンス信号が途絶した場合、フリーランとなります。 

 FORMAT
 SYNC MODE
>REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

SYSTEM
REF SEL
 EXT MASTER

 
EXT SUB リファレンス信号を筐体内バスから受信します。 

バスリファレンス信号が途絶した場合、フリーランとなります。バスリファレンス

マスターとなる機材（Vbus 筐体内蔵の SNMP モジュールなど）のリファレンス



 39 

信号が途絶した場合、フリーラン状態のバスリファレンスマスターに同期しま

す。バスリファレンスマスターへのリファレンス源を速やかに回復してくださ

い。 

 FORMAT
 SYNC MODE
>REF SEL
 AAM
 COLOR BAR

SYSTEM
REF SEL
 EXT SUB

 

 

ご注意 

安定動作にはリファレンス源が必須です。 

設定したリファレンスが途絶した場合はフリーランとなります。この状態では周囲環境（温度

等）変化により、出力映像のジッター特性が許容値を超える場合が発生する可能性があり

ます。速やかにリファレンス源を回復してください。 

 

ご注意 

安定動作にはリファレンス源が必須です。 

LINE IN MASTER を使用する場合、筐体内に SDI 入力のジッター特性の影響を受けたバス

リファレンスを供給します。このとき、バスリファレンスを使用する機器において出力映像の

ジッター特性が許容値を超えるなどの原因になる可能性があります。 

外部システムと位相を管理する場合の仕様を避けてください。 

 

 

 

表4-5 リファレンス信号途絶時の動作 

REFERENCE SELECT 途絶時の動作 リファレンスステータス 備考 

LINE IN SDI入力信号に同期 非表示  

LINE IN MASTER SDI入力信号に同期 非表示  

EXT IN フリーラン 緑色で点滅  

EXT IN MASTER フリーラン 緑色で点滅  

EXT SUB 

（バスリファレンス途絶時） 

フリーラン 緑色で点滅  

EXT SUB 

（バスリファレンスマスターのリ

ファレンス途絶時） 

バスリファレンスマスター

に同期 

緑色 バスリファレンスマス

ターはフリーラン 
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EXT IN に設定しても外部リファレンスを供給しない場合、または EXT SUB に設定してもバスリファレンスを

供給しない場合、本体前面表示器右上のリファレンスステータス（REF）が橙色で点滅します。 

外部リファレンスまたはバスリファレンスが SDI フォーマットに対応する場合、リファレンスステータスは緑色

に点灯します。バスリファレンスは、Vbus 筐体またはバスリファレンスマスターとなるモジュール製品が

Vbus に供給するリファレンス信号です。サポートするリファレンス信号のフォーマットは、ご使用の Vbus 筐

体製品またはバスリファレンスマスターとなるモジュール製品の取扱説明書をご覧ください。 

SDI フォーマットに対応していないリファレンス信号を供給した場合、リファレンスステータスは橙色に点灯し

ます。リファレンス信号と SDI フォーマットの対応を以下に示します。 

 

表 4-6 SDI 信号フォーマットおよび対応リファレンス 

 対応リファレンスフォーマット 

SDI フォーマット 

10
80

i6
0 

10
80

i5
9.
94

 

10
80

i5
0 

10
80

p3
0 

10
80

p2
9.
97

 

10
80

p2
5 

10
80

p2
4 

10
80

ps
F2

4 

10
80

p2
3.
98

 

10
80

ps
F2

3.
98

 

72
0p

60
 

72
0p

59
.9
4 

72
0p

50
 

52
5i
 

62
5i
 

1080i60 ○   ○   △ △   ○     

1080i59.94  ○   ○    △ △  ○  ○  

1080i50   ○   ○       ○  ○ 

1080p60A ○   ○   △ △   ○     

1080p60B ○   ○   △ △   ○     

1080p59.94A  ○   ○    △ △  ○  ○  

1080p59.94B  ○   ○    △ △  ○  ○  

1080p50A   ○   ○       ○  ○ 

1080p50B   ○   ○       ○  ○ 

1080p30 ○   ○   △ △   ○     

1080p29.97  ○   ○    △ △  ○  ○  

1080p25   ○   ○       ○  ○ 

1080p24 △   △   ○ ○   △     

1080psF24 △   △   ○ ○   △     

1080p23.98  △   △    ○ ○  △  △  

1080psF23.98  △   △    ○ ○  △  △  

2160p60 ○   ○   △ △   ○     

2160p59.94  ○   ○    △ △  ○  ○  

2160p50   ○   ○       ○  ○ 

2160p30 ○   ○   △ △   ○     

2160p29.97  ○   ○    △ △  ○  ○  

2160p25   ○   ○       ○  ○ 

2160p24 △   △   ○ ○   △     

2160p23.98  △   △    ○ ○  △  △  

720p60 ○   ○   △ △   ○     

720p59.94  ○   ○    △ △  ○  ○  

720p50   ○   ○       ○  ○ 

○： 対応するフォーマットを示します。 

△： ロックしますが、外部システムと位相を管理する場合は使用を避けてください。 

 

ご注意 

外部システムと位相を管理する場合、必ず SDI 入力と同じフレームレートの

リファレンス信号（○の項目）を使用してください。 
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4) AAM 

AAM 機能は EMB オーディオパケットが不連続の場合、出力音声をフェードアウトし連続性が確立した場合

に出力音声をフェードインします。 

 

 

ご注意 

AAM は、SYSTEM→SYNC MODE を FS に設定した場合のみ有効です。 

 

ご注意 

FS-70U の前段に接続する機器の仕様をご確認ください。 

前段に接続する機器が EMB オーディオの DBN を 0 固定する仕様の場合、

AAM を ENABLE にしてもフェードアウト、フェードインは機能しない場合があ

ります。 

 

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 SYNC MODE
 REF SEL
>AAM
 COLOR BAR
 PHASE

SYSTEM
AAM
 DISABLE
 ENABLE

 

 

DISABLE AAM機能を無効にします。 

 SYNC MODE
 REF SEL
>AAM
 COLOR BAR
 PHASE

SYSTEM
AAM
 DISABLE

 
 

ENABLE AAM機能を有効にします。 

 SYNC MODE
 REF SEL
>AAM
 COLOR BAR
 PHASE

SYSTEM
AAM
 ENABLE
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5) COLOR BAR 

簡易カラーバーおよびテスト音声を選択します。デフォルト設定は PICTURE、AUDIO とも OFF です。 

簡易カラーバーは、709 系の色域に対応しています。12G-SDI、6G-SDI の場合はサブイメージ 1～4 に同じ

パターンを表示します。簡易カラーバーは、SYSTEM→FORMAT を個別設定（AUTO または NTSC 以外）

にした場合、SDI 入力の途絶による映像切り替えに使用可能です。 

 

(a) PICTURE 

COLOR BAR
PICTURE
 OFF
 FULL 100%
 FULL 75%
 ARIB 100%
 ARIB 75%
 SMPTE
 GRAY 50%

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
>COLOR BAR
 PHASE

>PICTURE
 AUDIO

 

 

OFF SDI 入力映像を表示します。（カラーバーOFF） 

COLOR BAR
PICTURE
 OFF

>PICTURE
 AUDIO

 
 

FULL 100% FULL FIELD 100%カラーバーを表示します。 

COLOR BAR
PICTURE
 FULL 100%

>PICTURE
 AUDIO

 
 

FULL 75% FULL FIELD 75%カラーバーを表示します。 

COLOR BAR
PICTURE
 FULL 75%

>PICTURE
 AUDIO

 
 

ARIB 100% ARIB STD-B28 HDTV マルチフォーマットカラーバーを表示します。 

COLOR BAR
PICTURE
 ARIB 100%

>PICTURE
 AUDIO

 
 

ARIB 75% ARIB STD-B28 HDTV マルチフォーマットカラーバーを表示します。 

COLOR BAR
PICTURE
 ARIB 75%

>PICTURE
 AUDIO
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SMPTE SMPTE カラーバーECR-1978 を表示します。（HD 相当に拡張） 

COLOR BAR
PICTURE
 SMPTE

>PICTURE
 AUDIO

 
 

GRAY 50% 50％グレイを表示します。 

COLOR BAR
PICTURE
 GRAY 50%

>PICTURE
 AUDIO

 
 

 

(b) AUDIO 

1000Hz SINと400Hz SINは、PICTUREをONにした場合のみ使用可能です。 

 

COLOR BAR
AUDIO
 OFF
 1000Hz
 400Hz

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
>COLOR BAR
 PHASE

 PICTURE
>AUDIO

 

 

OFF OUTPUT CH SELECT で設定のオーディオを重畳します。 

COLOR BAR
AUDIO
 OFF

 PICTURE
>AUDIO

 
 

1000Hz SIN PACKET MUX で設定のエンベデッド音声に 1000Hz の正弦波を重畳します。 

COLOR BAR
AUDIO
 1000Hz

 PICTURE
>AUDIO

 
 

400Hz SIN PACKET MUX で設定のエンベデッド音声に 400Hz の正弦波を重畳します。 

COLOR BAR
AUDIO
 400Hz

 PICTURE
>AUDIO
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6) PHASE 

ゲンロックポジション（出力位相）を調整します。デフォルト設定は H、V とも 0 です。 

PHASE は REFERENCE SELECT において EXT IN、EXT MASTER、EXT SUB を選択した場合に有効です。

MINIMUM を設定すると、AVDL 引き込み範囲内に入る最小のゲンロックポジションに調整します。 

PHASE を選択すると、VIDEO DELAY を表示します。本体前面の表示器の場合は、H または V を選択する

ことにより VIDEO DLY を表示します。 

12G-SDI、6G-SDI の場合、H と V の設定はサブイメージに対応します。このため、12G-SDI、6G-SDI の場

合は、H の設定値 1 ポイントにつき 2 ドット、V の設定値 1 ポイントにつき 2 ライン変動します。同様に、3G 

Level-B の場合、H の設定値 1 ポイントにつき 2 ドット、V の設定値 1 ポイントにつき 2 ライン変動します。

また、3G Level-A と HD の場合、H の設定値とドット変動、V の設定値とライン変動は一致します。 

H と V の設定は SDI フォーマットごとに保存します。SDI フォーマットを切り替えても前回の設定値を使用可

能です。 

 

>H
 V
 MINIMUM

>SYSTEM
 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 SYNC MODE
 REF SEL
 AAM
 COLOR BAR
>PHASE

 

 

H ゲンロックポジションを 1 ドット単位で調整します。（範囲は表 4-6 を参照） 

>H
 V
 MINIMUM

PHASE
H:
     0
VIDEO DLY:
216.57uS

 
 

V ゲンロックポジションを 1 ライン単位で調整します。（範囲は表 4-6 を参照） 

 H
>V
 MINIMUM

PHASE
V:
     0
VIDEO DLY:
216.57uS

 
 

MINIMUM AVDL 時は引き込み範囲内、FS 時は最短遅延のゲンロックポジションに調整し

ます。 

 H
 V
>MINIMUM

PHASE
MINIMUM
 SET?

 
 
※確実性を持たせるため、32 ドット分のオーバーヘッドを付加しています。 

※前面表示器でリファレンスステータスが緑色に表示している場合に操作してください。リファレン

スステータスが緑色でない状態はゲンロックが安定していないため、映像入力ランプが点滅する場

合があります。 

 

ゲンロックポジションは、リファレンスに対する出力信号を H および V の設定値分ずらしたものです。H およ

び V の設定値はプラス、マイナスの値を取ることができ、プラス側が遅延、マイナス側が先行を意味しま

す。 
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リファレンス信号
H位相

ゲンロック
ポジション

(先行の場合)

H設定値
-: 先行

H設定値
-: 先行

ゲンロック
ポジション

(遅延の場合)

H設定値
+: 遅延

H設定値
+: 遅延  

図 4-11 ゲンロックポジションの設定（H 位相） 

 

VIDEO DELAY は AVDL モードと FS モードで意味が異なります。 

AVDL モードでは、VIDEO DELAY は SDI 入力の位相を AVDL 引き込み点からの遅延時間を示します。

FS-70U の AVDL における引き込み範囲は最大 10 ライン（3G Level-A、HD 時は 5 ライン）です。VIDEO 

DELAY の値が引き込み範囲である場合、本体前面の映像入力ランプが緑に点灯します。 

FS モードでは、VIDEO DELAY は SDI 入力の位相とゲンロックポジション設定後のリファレンスとの遅延時

間を示します。 

入力機器の位相調整または H、V によるゲンロックポジションの設定により調整を行ってください。 

AVDL の引き込み範囲については 6 章を参照してください。 

 

表 4-7 ゲンロックポジションの設定範囲 

フォーマット H の設定範囲 V の設定範囲 備考 

1080i60 ±2199 ±1124  

1080i59.94 ±2199 ±1124  

1080i50 ±2639 ±1124  

1080p60A ±2199 ±1124  

1080p60B ±2199 ±1124 Hの設定値1ポイントごとに2ドット、Vの設定値1ポイントにつき2ライン 

1080p59.94A ±2199 ±1124  

1080p59.94B ±2199 ±1124 Hの設定値1ポイントごとに2ドット、Vの設定値1ポイントにつき2ライン 

1080p50A ±2639 ±1124  

1080p50B ±2639 ±1124 Hの設定値1ポイントごとに2ドット、Vの設定値1ポイントにつき2ライン 

1080p30 ±2199 ±1124  

1080p29.97 ±2199 ±1124  

1080p25 ±2639 ±1124  

1080p24 ±2749 ±1124  

1080psF24 ±2749 ±1124  

1080p23.98 ±2749 ±1124  

1080psF23.98 ±2749 ±1124  

2160p60 ±2199 ±1124 Hの設定値1ポイントごとに2ドット、Vの設定値1ポイントにつき2ライン 

2160p59.94 ±2199 ±1124 ↑ 

2160p50 ±2639 ±1124 ↑ 

2160p30 ±2199 ±1124 ↑ 

2160p29.97 ±2199 ±1124 ↑ 

2160p25 ±2639 ±1124 ↑ 

2160p24 ±2749 ±1124 ↑ 

2160p23.98 ±2749 ±1124 ↑ 

720p60 ±1649 ±749  

720p59.94 ±1649 ±749  

720p50 ±1979 ±749  
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(3)  VIDEO PROCESS 

映像の処理内容を選択します。 

 

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

>FREEZE
 NO SIG
 FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR
 IN OETF
 OUT OETF
 IN COLOR
 OUT COLOR
 BLACK LVL
 HDR GAIN
 GAMMA
 KNEE
 FORCE FREZ

 

 

ご注意 

VIDEO PROCESS の設定は、AVDL モードで制限があります。FS モードでは

すべて使用可能です。 

FS モードに設定するためには、メニューから SYSTEM→SYNC MODE→FS

に設定してください。 
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1) FREEZE MODE 

SDI 入力信号が途絶した場合における出力映像のフリーズ条件を設定します。 

FREEZE MODE は、SYNC MODE が FS でフォーマット設定が個別（AUTO、NTSC 以外）の場合に有効です。

SYNC MODE が AVDL の場合は MENU→SYSTEM→FORMAT に応じた動作（出力 OFF または黒画面出

力）をします。 

FRAME に設定した場合、SDI 入力信号のフォーマットに関わらずフレーム境界でフリーズします。FIELD に

設定した場合、SDI 入力信号がインタレースとみなし ODD フィールド境界でフリーズします。プログレッシブ

の場合はフレーム境界でフリーズします。 

 

VIDEO PRCS
FREEZE
 FRAME
 FIELD

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

>FREEZE
 NO SIG
 FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR

 

 

FRAME フレーム境界でフリーズします。 

VIDEO PRCS
FREEZE
 FRAME

>FREEZE
 NO SIG
 FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR

 
 

以下のフォーマットでは映像がぶれる場合があります。FIELD に設定を切り替

えてください。 

1080p60B/59.94B/50B 

1080i60/59.94/50 

1080psF24/23.98 

FIELD ODD フィールド境界でフリーズします。 

VIDEO PRCS
FREEZE
 FIELD

>FREEZE
 NO SIG
 FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR

 
 

以下のフォーマットでは FRAME として動作します。 

2160p60/59.94/50/30/29.97/25/24/23.98 

1080p60A/59.94A/50A/30/29.97/25/24/23.98 

720p60/59.94/50 

 

ご注意 

SDI 信号の入力途絶は、約 100ms+1VD です。 

1VDの期間は、プログレッシブフォーマットでは 1フレーム、インタレースフォーマットでは 1

フィールド（3G Level-B は、物理フォーマットの 1 フィールド）を示します。 

 

2160p60/59.94/50/30/29.97/25/24/23.98 1VD ： 1 フレーム 

1080p60A/59.94A/50A/30/29.97/25/24/23.98  1VD ： 1 フレーム 

720p60/59.94/50  1VD ： 1 フレーム 

1080p60B/59.94B/50B  1VD ： 1 フレーム 

1080i60/59.94/50, 1080psF24/23.98 1VD ： 1 フィールド 

 



 48 

2) NO SIG 

SDI 入力信号が途絶した場合における出力映像の動作を設定します。FREEZE MODE は、SYNC MODE が

FS でフォーマット設定が個別（AUTO、NTSC 以外）の場合に有効です。SYNC MODE が AVDL の場合は

MENU→VIDEO PROCESS→NO SIG の設定に応じた動作（出力 OFF または黒画面出力、カラーバー出力）

をします。 

Payload ID は、BLACK、FREEZE、COLOR BAR の場合、FS-70U のデフォルト値を重畳します。Payload ID

のデフォルト値は、「6．アンシラリデータパケット」ご参照ください。 

 

VIDEO PRCS
NO SIG
 OUT CUT
 BLACK
 FREEZE
 COLORBAR
 

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 FREEZE
>NO SIG
 FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR

 

 

OUT CUT SDI 入力信号途絶を検出すると、出力 OFF します。 

VIDEO PRCS
NO SIG
 OUT CUT

 FREEZE
>NO SIG
 FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR

 
 

BLACK SDI 入力信号途絶を検出すると、黒画面出力します。 

VIDEO PRCS
NO SIG
 BLACK

 FREEZE
>NO SIG
 FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR

 
 

FREEZE FS モードの場合、AVDL ADV モードの場合は、信号途絶直前の信号をフリーズしま

す。 

AVDL モードの場合は、BLACK として動作します。 

VIDEO PRCS
NO SIG
 FREEZE

 FREEZE
>NO SIG
 FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR

 

 

COLOR BAR SDI 入力信号途絶を検出すると、カラーバーを出力します。 

VIDEO PRCS
NO SIG
 COLOR BAR

 FREEZE
>NO SIG
 FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR

 

 

 

ご注意 

SDI 入力信号が途絶する直前の状態により出力映像にノイズなどの乱れが

発生する場合があります。 

 



 49 

3) FRAME DELAY 

FS モードにおけるフレーム遅延量を設定します。フレーム遅延量は 1～16 の範囲で設定可能です。3G 

Level-B（1080p60B、1080p59.94B、1080p50B）の場合、設定値に対して 2 倍のフレーム数を遅延します。 

FREEZE MODE は、SYNC MODE が FS でフォーマット設定が個別（AUTO、NTSC 以外）の場合に有効で

す。SYNC MODE が AVDL の場合および AVDL ADV の場合は設定の効果はありません。 

 

VIDEO PRCS
FRAME DLY
 n

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 FREEZE
 NO SIG
>FRAME DLY
 BYPASS
 COLOR COR

 

 

 

 

 



 50 

4) BYPASS 

カラーコレクター回路のバイパス制御を設定します。OFF はバイパスしません、ALL はすべてパイパスしま

す(入力スルー状態)、RGB は RGB 変換回路だけバイパスします。RGB はメンテナンスモードです。 

 

VIDEO PRCS
BYPASS
 OFF
 ALL
 RGB

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 NO SIG
 FRAME DELAY
>BYPASS
 COLOR COR
 IN OETF

 

 

OFF カラーコレクター回路をバイパスせずすべて有効にします。（デフォルト） 

VIDEO PRCS
BYPASS
 OFF

 NO SIG
 FRAME DLY
>BYPASS
 COLOR COR
 IN OETF

 
 

ALL カラーコレクター回路をすべてパイパスし無効にします。ALL の場合、5)COLOR 

COREECT の設定を無視します。 

VIDEO PRCS
BYPASS
 ALL

 NO SIG
 FRAME DLY
>BYPASS
 COLOR COR
 IN OETF

 
 

RGB RGB 変換回路だけバイパスします。（メンテナンスモード） 

WHITE/BLACK BALANCE、GAIN、GAMMA、IN/OUT OETF、BLACK LEVEL、HDR 

GAIN、KNEE などの機能が無効になります。 

VIDEO PRCS
BYPASS
 RGB

 NO SIG
 FRAME DLY
>BYPASS
 COLOR COR
 IN OETF

 

 

 

 

ご注意 

カラーコレクターを使用しない場合、ALL を設定してください。これによりカ

ラーコレクターにおける信号処理をバイパスした映像を出力可能です。 

 

ご注意 

RGB はメンテナンスモードです。通常は使用しません。 
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5) COLOR COREECT 

カラーコレクター機能を設定します。 

 

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 FRAME DLY
 BYPASS
>COLOR COR
 IN OETF
 OUT OETF

VIDEO PRCS
COLOR COR
 SET DEFAULT
 LUMINANCE
 HUE
 SATURATION
 SETUP
 Y GAMMA
 WBALANCER
 WBALANCEG
 WBALANCEB
 BBAKANCER
 BBALANCEG
 BBALANCEB
 GAIN R
 GAIN G
 GAIN B
 GAMMA R
 GAMMA G
 GAMMA B
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(a) SET DEFAULT 

カラーコレクターの設定を工場出荷状態に戻します。実行する場合は実行する場合は ENTER を押し

ます。キャンセルの場合は MENU を押してください。 

 

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 FRAME DLY
 BYPASS
>COLOR COR
 IN OETF
 OUT OETF

>SET DEFALT
 LUMINANCE
 HUE
 SATURATION
 SETUP

VIDEO PRCS
COLOR COR
 SET DEFAULT
  INITIAL?

 

 

 

(b) LUMINANCE 

輝度を設定します。デフォルト設定は 0.0%です。 

-50.0%～50.0% 輝度を-50.0%～50.0%の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0%です。 

COLOR COR
LUMINANCE
  n

 SET DEFALT
>LUMINANCE
 HUE
 SATURATION
 SETUP

 
 

 

(c) HUE 色相を設定します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-180.0°～180.0° 色相を-180.0°～+180.0°の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0°です。 

COLOR COR
HUE
  n

 SET DEFALT
 LUMINANCE
>HUE
 SATURATION
 SETUP

 

 

(d) SATURATION 

彩度を設定します。デフォルト設定は 0.0%です。 

-50.0%～50.0% 彩度を-50.0%～50%の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0%です。 

COLOR COR
SATURATION
  n

 LUMINANCE
 HUE
>SATURATION
 SETUP
 Y GAMMA
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(e) SETUP 

セットアップレベルを設定します。デフォルト設定は 0.0%です。 

-50.0%～+50.0% セットアップレベルを-50.0%～+50.0%の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0%です。 

COLOR COR
SETUP
  n

 HUE
 SATURATION
>SETUP
 Y GAMMA
 W BLANCE R

 

 

(f) Y GAMMA 

輝度信号のガンマカーブを設定します。デフォルト設定は 1.0 です。 

0.40%～1.60% 輝度信号のガンマカーブを 0.40～1.60 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

COLOR COR
Y GAMMA
  n

 SATURATION
 SETUP
>Y GAMMA
 W BLANCE R
 W BLANCE G
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(g) WHITE BALANCE R 

R 成分のホワイトバランスを設定します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-50.0～+50.0 R 成分のホワイトバランスを-50.0～+50.0 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

COLOR COR
W BALANCE R
  n

 SETUP
 Y GAMMA
>W BLANCE R
 W BLANCE G
 W BLANCE B

 

 

(h) WHITE BALANCE G 

G 成分のホワイトバランスを設定します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-50.0～+50.0 G 成分のホワイトバランスを-50.0～+50.0 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

COLOR COR
W BALANCE G
  n

 Y GAMMA
 W BLANCE R
>W BLANCE G
 W BLANCE B
 B BLANCE R

 

 

(i) WHITE BALANCE B 

B 成分のホワイトバランスを設定します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-50.0～+50.0 B 成分のホワイトバランスを-50.0～+50.0 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

COLOR COR
W BALANCE B
  n

 W BLANCE R
 W BLANCE G
>W BLANCE B
 B BLANCE R
 B BLANCE G

 

 

(j) BLACK BALANCE R 

R 成分のブラックバランスを設定します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-50.0～+50.0 R 成分のブラックバランスを-50.0～+50.0 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

COLOR COR
B BALANCE R
  n

 W BLANCE G
 W BLANCE B
>B BLANCE R
 B BLANCE G
 B BLANCE B

 

 

(k) BLACK BALANCE G 

G 成分のブラックバランスを設定します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-50.0～+50.0 G 成分のブラックバランスを-50.0～+50.0 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

COLOR COR
B BALANCE G
  n

 W BLANCE B
 B BLANCE R
>B BLANCE G
 B BLANCE B
 GAIN R
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(l) BLACK BALANCE B 

B 成分のブラックバランスを設定します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-50.0～+50.0 B 成分のブラックバランスを-50.0～+50.0 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

COLOR COR
B BALANCE B
  n

 B BLANCE R
 B BLANCE G
>B BLANCE B
 GAIN R
 GAIN G

 

 

(m) GAIN R 

R 成分のゲインを設定します。デフォルト設定は 0.0%です。 

-50.0%～50.0% R 成分のゲインを-50.0%～50%の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0%です。 

COLOR COR
GAIN R
  n

 B BLANCE G
 B BLANCE B
>GAIN R
 GAIN G
 GAIN B

 

 

(n) GAIN G 

G 成分のゲインを設定します。デフォルト設定は 0.0%です。 

-50.0%～50.0% G 成分のゲインを-50.0%～50%の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0%です。 

COLOR COR
GAIN G
  n

 B BLANCE B
 GAIN R
>GAIN G
 GAIN B
 GAMMA R

 

 

(o) GAIN B 

B 成分のゲインを設定します。デフォルト設定は 0.0%です。 

-50.0%～50.0% B 成分のゲインを-50.0%～50%の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0%です。 

COLOR COR
GAIN B
  n

 GAIN R
 GAIN G
>GAIN B
 GAMMA R
 GAMMA G

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 56 

(p) GAMMA R 

R 成分のガンマを設定します。デフォルト設定は 1.0%です。 

0.40%～1.60% R 成分のガンマを 0.40%～1.60%の範囲で設定します。 

デフォルトは 1.0%です。 

COLOR COR
GAIN B
  n

 GAIN R
 GAIN G
>GAIN B
 GAMMA R
 GAMMA G

 

 

(q) GAMMA G 

G 成分のガンマを設定します。デフォルト設定は 1.0%です。 

0.40%～1.60% G 成分のガンマを 0.40%～1.60%の範囲で設定します。 

デフォルトは 1.0%です。 

COLOR COR
GAIN B
  n

 GAIN R
 GAIN G
>GAIN B
 GAMMA R
 GAMMA G

 

 

(r) GAMMA B 

B 成分のガンマを設定します。デフォルト設定は 1.0%です。 

-50.0%～50.0% B 成分のガンマを 0.40%～1.60%の範囲で設定します。 

デフォルトは 1.0%です。 

COLOR COR
GAIN B
  n

 GAIN R
 GAIN G
>GAIN B
 GAMMA R
 GAMMA G
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6) IN OETF 

入力 OETF を設定します。SDR、HLG、S-LOG3、AUTO から選択します。 

 

VIDEO PRCS
IN OETF
 SDR
 HLG
 S-LOG3
 AUTO

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 BYPASS
 COLOR COR
>IN OETF
 OUT OETF
 IN COLOR

 

 

 

SDR SDR(スタンダード・ダイナミック・レンジ)を設定します。 

VIDEO PRCS
IN OETF
 SDR

 BYPASS
 COLOR COR
>IN OETF
 OUT OETF
 IN COLOR

 
 

HLG HLG（ハイブリッド・ログ・ガンマ）を設定します。 

VIDEO PRCS
IN OETF
 HLG

 BYPASS
 COLOR COR
>IN OETF
 OUT OETF
 IN COLOR

 
 

S-LOG3 S-LOG3 を設定します。 

VIDEO PRCS
IN OETF
 S-LOG3

 BYPASS
 COLOR COR
>IN OETF
 OUT OETF
 IN COLOR

 
 

AUTO 入力信号のペイロードを検出して自動で設定します。 

VIDEO PRCS
IN OETF
 AUTO

 BYPASS
 COLOR COR
>IN OETF
 OUT OETF
 IN COLOR

 

 

 

ご注意 

AUTO の場合は PAYLOAD ID からモードを検出します. 

このため、PAYLOAD ID が正常に受信できない場合は、意図しない映像に

なる場合があります。 
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7) OUT OETF 

出力 OETF を設定します。SDR、HLG、S-LOG3 からを選択します。 

 

VIDEO PRCS
OUT OETF
 SDR
 HLG
 S-LOG3

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 COLOR COR
 IN OETF
>OUT OETF
 IN COLOR
 OUT COLOR

 

 

 

 

SDR SDR(スタンダード・ダイナミック・レンジ)を設定します。 

VIDEO PRCS
OUT OETF
 SDR

 COLOR COR
 IN OETF
>OUT OETF
 IN COLOR
 OUT COLOR

 
 

HLG HLG（ハイブリッド・ログ・ガンマ）を設定します。 

VIDEO PRCS
OUT OETF
 HLG

 COLOR COR
 IN OETF
>OUT OETF
 IN COLOR
 OUT COLOR

 
 

S-LOG3 S-LOG3 を設定します。 

VIDEO PRCS
OUT OETF
 S-LOG3

 COLOR COR
 IN OETF
>OUT OETF
 IN COLOR
 OUT COLOR

 

 

 

ご注意 

IN OETF に SDR 以外（HLG、S-LOG3、AUTO）を設定した場合、OUT 

OETF に HLG、S-LOG3 は設定できません。(設定しても SDR に戻ります。) 

 

ご注意 

HDR 映像を入力し、HDR 映像を出力する場合は VIDEO PROCESS→

BYPASS→ALL に設定してください。 

 

 

 



 59 

8) IN COLORIMETRY 

入力側のカラリメトリー（色域）を設定します。BT.2020、BT.709、AUTO から選択します。 

 

VIDEO PRCS
IN COLOR
 BT.2020
 BT.709
 AUTO

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 IN OETF
 OUT OETF
>IN COLOR
 OUT COLOR
 BLACK LVL

 

 

 

 

BT.2020 BT.2020 を設定します。 

VIDEO PRCS
IN COLOR
 BT.2020

 IN OETF
 OUT OETF
>IN COLOR
 OUT COLOR
 BLACK LVL

 
 

BT.709 BT.709 を設定します。 

VIDEO PRCS
IN COLOR
 BT.709

 IN OETF
 OUT OETF
>IN COLOR
 OUT COLOR
 BLACK LVL

 
 

AUTO ペイロードを検出して自動で 2020/709 を設定します。 

VIDEO PRCS
IN COLOR
 AUTO

 IN OETF
 OUT OETF
>IN COLOR
 OUT COLOR
 BLACK LVL

 

 

 

ご注意 

AUTO の場合は PAYLOAD ID からモードを検出します. 

このため、PAYLOAD ID が正常に受信できない場合は、意図しない映像に

なる場合があります。 
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9) OUT COLORIMETRY 

出力側のカラリメトリー（色域）を設定します。BT.2020、BT.709、IN COL から選択します。 

 

VIDEO PRCS
OUT COLOR
 BT.2020
 BT.709
 IN COL

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 OUT OETF
 IN COLOR
>OUT COLOR
 BLACK LVL
 HDR GAIN

 

 

 

 

BT.2020 BT.2020 を設定します。 

VIDEO PRCS
OUT COLOR
 BT.2020

 OUT OETF
 IN COLOR
>OUT COLOR
 BLACK LVL
 HDR GAIN

 
 

BT.709 BT.709 を設定します。 

VIDEO PRCS
OUT COLOR
 BT.709

 OUT OETF
 IN COLOR
>OUT COLOR
 BLACK LVL
 HDR GAIN

 
 

IN COL 入力側(IN COLOR)と同じに設定します。 

VIDEO PRCS
OUT COLOR
 IN COL

 OUT OETF
 IN COLOR
>OUT COLOR
 BLACK LVL
 HDR GAIN
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10) BLACK LEVEL 

黒レベルを設定します。INPUT または、OUTPUT を選択して値を設定します。 

 

>INPUT
 OUTPUT
 
 
 

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 IN COLOR
 OUT COLOR
>BLACK LVL
 HDR GAIN
 GAMMA

BLACK LVL
INPUT
 n
 
 

 

 

 

-99.9%～99.9% INPUT の黒レベルを-99.9%～99.9%の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0%です。 

BLACK LVL
INPUT
  n

>INPUT
 OUTPUT

 
-99.9%～99.9% OUTPUT の黒レベルを-99.9%～99.9%の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0%です。 

BLACK LVL
OUTPUT
  n

 INPUT
>OUTPUT
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11) HDR GAIN 

HDR->SDR 変換時のゲイン量を設定します。 

100%～566%で調整できます。値が大きいほど HDR のダイナミックレンジを含みます。 

デフォルトは 100%です。 

 

VIDEO PRCS
HDR GAIN
 n

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 OUT COLOR
 BLACK LVL
>HDR GAIN
 GAMMA
 KNEE
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12) GAMMA 

入出力ガンマテーブルの選択や、ガンマの強度を微調整します。 

 

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 BLACK LVL
 HDR GAIN
>GAMMA
 KNEE
 FORCE FREZ

VIDEO PRCS
GAMMA
 INPUT
 OUTPUT
 STEP
 LEVEL R
 LEVEL G
 LEVEL B
 LEVEL M

 

 

 

(a) INPUT 

入力側の SDR ガンマテーブルを設定します。DSTANDARD1～STANDARD7 を選択します。 

 

>INPUT
 OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 BLACK LVL
 HDR GAIN
>GAMMA
 KNEE
 FORCE FREZ

VIDEO PRCS
GAMMA
 INPUT
  STANDARD1
  STANDARD2
  STANDARD3
  STANDARD4
  STANDARD5
  STANDARD6
  STANDARD7

 

 

 

 

 

STANDARD1 STANDARD1 に設定します。 

GAMMA
INPUT
 STANDARD1
  

>INPUT
 OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD2 STANDARD2 に設定します。 

GAMMA
INPUT
 STANDARD2
  

>INPUT
 OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD3 STANDARD3 に設定します。 

GAMMA
INPUT
 STANDARD3
  

>INPUT
 OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G
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STANDARD4 STANDARD4 に設定します。 

GAMMA
INPUT
 STANDARD4
  

>INPUT
 OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD5 STANDARD5 に設定します。(デフォルトです) 

GAMMA
INPUT
 STANDARD5
  

>INPUT
 OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD6 STANDARD6 に設定します。 

GAMMA
INPUT
 STANDARD6
  

>INPUT
 OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD7 STANDARD7 に設定します。 

GAMMA
INPUT
 STANDARD7
  

>INPUT
 OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G
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(b) OUTPUT 

出力側の SDR ガンマテーブルを設定します。DSTANDARD1～STANDARD7 を選択します。 

 INPUT
>OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 BLACK LVL
 HDR GAIN
>GAMMA
 KNEE
 FORCE FREZ

VIDEO PRCS
GAMMA
 OUTPUT
  STANDARD1
  STANDARD2
  STANDARD3
  STANDARD4
  STANDARD5
  STANDARD6
  STANDARD7

 
STANDARD1 STANDARD1 に設定します。 

GAMMA
OUTPUT
 STANDARD1
  

 INPUT
>OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD2 STANDARD2 に設定します。 

GAMMA
OUTPUT
 STANDARD2
  

 INPUT
>OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD3 STANDARD3 に設定します。 

GAMMA
OUTPUT
 STANDARD3
  

 INPUT
>OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD4 STANDARD4 に設定します。 

GAMMA
OUTPUT
 STANDARD4
  

 INPUT
>OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD5 STANDARD5 に設定します。(デフォルトです) 

GAMMA
OUTPUT
 STANDARD5
  

 INPUT
>OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD6 STANDARD6 に設定します。 

GAMMA
OUTPUT
 STANDARD6
  

 INPUT
>OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
STANDARD7 STANDARD7 に設定します。 

GAMMA
OUTPUT
 STANDARD7
  

 INPUT
>OUTPUT
 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G
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(c) STEP 

SDR ガンマの強度を設定します。デフォルト設定は 0.45%です。 

0.35%～0.90 強度を 0.35～0.90 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.45%です。 

GAMMA
STEP
  n

 INPUT
 OUTPUT
>SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G

 
 

(d) LEVEL R 

SDR ガンマ赤の強度を調整します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-99～99 強度を-99～+99 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

GAMMA
LEVEL R
  n

 OUTPUT
 SETUP
>LEVEL R
 LEVEL G
 LEVEL B

 

(e) LEVEL G 

SDR ガンマ緑の強度を調整します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-99～99 強度を-99～+99 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0%です。 

GAMMA
LEVEL G
  n

 SETUP
 LEVEL R
>LEVEL G
 LEVEL B
 LEVEL M

 

(f) LEVEL B 

SDR ガンマ青の強度を調整します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-99～99 強度を-99～+99 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

GAMMA
LEVEL B
  n

 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G
>LEVEL B
 LEVEL M

 

(g) LEVEL M 

SDR ガンマ全体の強度を調整します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-99～99 強度を-99～+99 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

GAMMA
LEVEL M
  n

 SETUP
 LEVEL R
 LEVEL G
 LEVEL B
>LEVEL M
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13) KNEE 

ニー機能を設定します。 

 

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 BLACK LVL
 HDR GAIN
 GAMMA
>KNEE
 FORCE FREZ

VIDEO PRCS
KNEE
 WHITE CLIP
 WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
 BLACK CLIP
 BLK CLP LV
  

 

 

 

 

(a) WHITE CLIP 

ホワイトクリップおよびニー機能の有効、無効を設定します。 

 

>WHITE CLIP
 WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
 BLACK CLIP

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 BLACK LVL
 HDR GAIN
 GAMMA
>KNEE
 FORCE FREZ

VIDEO PRCS
KNEE
 WHITE CLIP
  DISABLE
  ENABLE

 

 

 

DISABLE ホワイトクリップおよびニー機能を無効に設定します。 

KNEE
WHITE CLIP
 DISABLE
  

>WHITE CLIP
 WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
 BLACK CLIP

 
ENABLE ホワイトクリップおよびニー機能を有効に設定します。 

KNEE
WHITE CLIP
 ENABLE
  

>WHITE CLIP
 WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
 BLACK CLIP
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(b) WHT CP MAX 

高レベル側のクリップ有効、無効を設定します。 

 

 WHITE CLIP
>WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
 BLACK CLIP

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 BLACK LVL
 HDR GAIN
 GAMMA
>KNEE
 FORCE FREZ

VIDEO PRCS
KNEE
 WHE CP MAX
  OFF
  ON

 

 

 

OFF ニー機能の傾きを最大にしません。 

KNEE
WHT CP MAX
 OFF
  

 WHITE CLIP
>WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
 BLACK CLIP

 
ON ニー機能の傾きを最大にしてクリップします。 

KNEE
WHT CP MAX
 ON
  

 WHITE CLIP
>WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
 BLACK CLIP

 

 

 

 

(c) KNEE SLOPE 

ニー機能の傾きを設定します。デフォルト設定は 0 です。 

-99～99 傾きを-99～+99 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0 です。 

設定値が大きいほど折れ角が大きくなります。 

KNEE
KNEE SLOPE
  n

 WHITE CLIP
 WHT CP MAX
>KNEE SLOPE
 KNEE POINT
 BLACK CLIP

 
 

 

(d) KNEE POINT 

ニー機能の折れ点の位置を調整します。デフォルト設定は 0 です。 

-99～99 強度を-99～+99 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0 です。 

KNEE
KNEE POINT
  n

 WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
>KNEE POINT
 BLACK CLIP
 BLK CLP LV
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(e) BLACK CLIP 

ブラッククリップ機能の有効、無効を設定します。 

 

 WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
>BLACK CLIP
 BLK CLP LV

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 BLACK LVL
 HDR GAIN
 GAMMA
>KNEE
 FORCE FREZ

VIDEO PRCS
KNEE
 BLACK CLIP
  DISABLE
  ENABLE

 

 

 

DISABLE ブラッククリップを無効にします。デフォルトです。 

KNEE
BLACK CLIP
 DISABLE
  

 WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
>BLACK CLIP
 BLK CLP LV

 
ENABLE ブラッククリップを有効にします。 

KNEE
BLACK CLIP
 ENABLE
  

 WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
>BLACK CLIP
 BLK CLP LV

 

 

 

 

(f) BLK CLP LV 

低レベル側のクリップレベルを設定します。デフォルト設定は 0.0 です。 

-99.9～99.9 クリップレベルを-99.9～+99.9 の範囲で設定します。 

デフォルトは 0.0 です。 

KNEE
BLK CLP LV
  n

 WHT CP MAX
 KNEE SLOPE
 KNEE POINT
 BLACK CLIP
>BLK CLP LV
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14) FORCE FREEZE 

強制的にフリーズ制御します。 

 

 VIDEO PRCS
 FORCE FREZ
  OFF
  ON
 

 SYSTEM
>VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 BLACK LVL
 HDR GAIN
 GAMMA
 KNEE
>FORCE FREZ

 

 

 

OFF フリーズを解除します。 

VIDEO PRCS
FORCE FREZ
 OFF
  

 BLACK LVL
 HDR GAIN
 GAMMA
 KNEE
>FORCE FREZ

 
ON フリーズを実行します。 

VIDEO PRCS
FORCE FREZ
 ON
  

 BLACK LVL
 HDR GAIN
 GAMMA
 KNEE
>FORCE FREZ

 

 

 

 

 

ご注意 

FORCE FREEZE は、FS として動作している場合のみ有効です。AVDL とし

て動作している場合は使用できません。 

FS モードに設定するためには、メニューから SYSTEM→SYNC MODE→FS

に設定してください。 
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(4)  AUDIO PROCESS 

オーディオの処理内容を選択します。 

 

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

>PACKET MUX
 INPUT GAIN
 INPUT DLY
 OUT CH SEL
 AUDIO OVER
 DMIX SEL
 DMIX LEVEL
 CUSTOM MIX
 IN STREAM
 OUT STREAM

 

 

 

ご注意 

AUDIO PROCESS の設定は、FS として動作している場合のみ有効です。

AVDL として動作している場合は使用できません。 

FS モードに設定するためには、メニューから SYSTEM→SYNC MODE→FS

に設定してください。 

 

1) PACKET MUX 

SDI 出力にエンベデッド音声パケットを重畳するかを音声パケットグループごとに設定します。デフォルト設

定は ENABLE です。 

HD-SDI、3G Level-A、12G-SDI、6G-SDI 時は GROUP1～4 が有効です。 

3G Level-B 時は、GROUP1～4 を LINK-A、GROUP5～8 を LINK-B に割り当てます。 

 

>GROUP1
 GROUP2
 GROUP3
 GROUP4
 GROUP5
 GROUP6
 GROUP7
 GROUP8

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

>PACKET MUX
 INPUT GAIN
 INPUT DLY
 OUT CH SEL
 AUDIO OVER

PACKET MUX
GROUPn
 ENABLE

 

 

ENABLE SDI 出力に音声パケットを重畳します。 

>GROUP1
 GROUP2
 ～
 GROUP7
 GROUP8

PACKET MUX
GROUPn
 ENABLE

 
 

DISABLE SDI 出力に音声パケットを重畳しません。 

>GROUP1
 GROUP2
 ～
 GROUP7
 GROUP8

PACKET MUX
GROUPn
 DISABLE
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2) INPUT GAIN 

エンベデッド音声(EMB1～32)入力の GAIN、および内蔵 400Hz、1000Hz 正弦波のレベルを設定します。

EMB1～32、400Hz、1000Hz のデフォルト設定は 0.0dBFS です。DEFAULT を選択すると INPUT GAIN 以下

がデフォルト設定になります。 

なお、ダウンミックスを使用する場合、INPUT GAIN で設定した GAIN と合わせて「DOWNMIX LEVEL」、

「CUSTOM MIX」の GAIN を演算します。ダウンミックスについては「5．ダウンミックス」を参照してください。 

 

>EMB1
 ～
 EMB32
 400Hz
 1000Hz
 DEFAULT

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 PACKET MUX
>INPUT GAIN
 INPUT DLY
 OUT CH SEL
 AUDIO OVER

INPUT GAIN
EMBn
   0.0  dB

 

 

EMB1～32※1 エンベデッド音声入力の GAIN を-30.0dB～+20.0dB の範囲で設定します。 

デフォルト設定は 0.0dB です。 

>EMB1
 EMB2
 EMB3
 ～
 EMB32

INPUT GAIN
EMBn
   0.0  dB

 
 

400Hz 内蔵 400Hz 正弦波のレベルを-30.0dBFS～0.0dBFS の範囲で設定します。 

デフォルト設定は-20.0dBFS です。 

 EMB31
 EMB32
>400Hz
 1000Hz
 DEFALUT

INPUT GAIN
400Hz
  -20.0  dB

 
 

1000Hz 内蔵 1000Hz 正弦波のレベルを-30.0dBFS～0.0dBFS の範囲で設定します。 

デフォルト設定は-20.0dBFS です。 

 EMB31
 EMB32
 400Hz
>1000Hz
 DEFALUT

INPUT GAIN
1000Hz
  -20.0  dB

 
 

DEFAULT INPUT GAIN の設定を工場出荷設定に戻します。 

 EMB31
 EMB32
 400Hz
 1000Hz
>DEFALUT

INPUT GAIN
DEFAULT
 INITIAL?

 
 

この項目を選択し ENTER を押すと確認メッセージを表示します。実行する

場合は ENTER を押します。キャンセルの場合は MENU を押してください。 

  

※1 EMB17～EMB32 は 3G Level-B のみ対応。 
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3) INPUT DELAY 

エンベデッド音声(EMB1～32)入力の遅延時間を設定します。 

 

>EMB
 VIDEO DLY
 DEFAULT

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 PACKET MUX
 INPUT GAIN
>INPUT DLY
 OUT CH SEL
 AUDIO OVER

 

 

EMB※1 エンベデッド音声(EMB1～32※1)の遅延を 1ms～1000ms の範囲で設定しま

す。デフォルト設定は各映像フォーマットで 0.5 フレーム分です。表 4-7 を参

照してください。 

>EMB
 VIDEO DLY
 DEFAULT

INPUT DLY
EMB
       1 ms

 
※1 EMB17～EMB32 は 3G Level-B のみ対応。 

 

SET VIDEO DELAY 音声遅延をフレーム遅延の設定値に基づいた値にします。 

この項目を選択し ENTER を押すと、確認メッセージを表示します。実行する

場合は ENTER を押します。キャンセルの場合は MENU を押してください。 

 EMB
>VIDEO DLY
 DEFAULT

INPUT DLY
VIDEO DLY
 SET?

 
 

※ SET VIDEO DELAY を実行した時点での値を設定します。 

自動更新はしないので、映像遅延が変化した場合は、再度実行してください。 

 

SET DEFAULT INPUT DELAY の設定をデフォルト設定（各映像フォーマットで 0.5 フレーム

分）に戻します。 

 EMB
 VIDEO DLY
>DEFAULT

INPUT DLY
DEFAULT
 INITIAL?

 
 

この項目を選択し ENTER を押すと確認メッセージを表示します。実行する

場合は ENTER を押します。キャンセルの場合は MENU を押してください。 
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表 4-8 INPUT DELAY のデフォルト設定 

フォーマット デフォルト遅延設定 備考 

1080i60 17ms  

1080i59.94 17ms  

1080i50 20ms  

1080p60A 8ms 3G Level-A 

1080p60B 16ms 3G Level-B 

1080p59.94A 8ms 3G Level-A 

1080p59.94B 16ms 3G Level-B 

1080p50A 10ms 3G Level-A 

1080p50B 20ms 3G Level-B 

1080p30 17ms  

1080p29.97 17ms  

1080p25 20ms  

1080p24 21ms  

1080psF24 21ms  

1080p23.98 21ms  

1080psF23.98 21ms  

2160p60 8ms 12G MODE1 

2160p59.94 8ms 12G MODE1 

2160p50 10ms 12G MODE1 

2160p30 17ms 6G MODE1 

2160p29.97 17ms 6G MODE1 

2160p25 20ms 6G MODE1 

2160p24 21ms 6G MODE1 

2160p23.98 21ms 6G MODE1 

720p60 8ms  

720p59.94 8ms  

720p50 10ms  

 

 

4) OUTPUT CH SELECT 

 エンベデッド音声出力に割り当てる音源を選択します。デフォルト設定は EMB1～32 に入力側の EMB 1～

32 を割り当てます。 

 

>EMB OUT1
 EMB OUT2
 EMB OUT3
 EMB OUT4
 ～
 EMB OUT32

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 INPUT GAIN
 INPUT DLY
>OUT CH SEL
 AUDIO OVER
 DMIX SEL

 

 

EMB OUT1～32※1 エンベデッド音声出力のチャンネルごとに音源を選択します。 

デフォルト設定は EMB1～32※1 出力各チャンネルに対して、入力 EMB 1～

32※1 を割り当てます。 
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各エンベデッド音声の割り当ては以下の音源から選択できます。 

 

EMB1～32※1 エンベデッド音声入力 

>EMB OUT1
 EMB OUT2
 EMB OUT3
 ～
 EMB OUT32

 INPUT GAIN
 INPUT DLY
>OUT CH SEL
 AUDIO OVER
 DMIX SEL

OUT CH SEL
EMB OUT1
 EMB1
 ～
 EMB32

 
 

DOWNMIX L ダウンミックスした音声の L チャンネル 

>EMB OUT1
 EMB OUT2
 EMB OUT3
 ～
 EMB OUT32

 INPUT GAIN
 INPUT DLY
>OUT CH SEL
 AUDIO OVER
 DMIX SEL

OUT CH SEL
EMB OUT1
 DOWNMIX L

 
 

DOWNMIX R ダウンミックスした音声の R チャンネル 

>EMB OUT1
 EMB OUT2
 EMB OUT3
 ～
 EMB OUT32

 INPUT GAIN
 INPUT DLY
>OUT CH SEL
 AUDIO OVER
 DMIX SEL

OUT CH SEL
EMB OUT1
 DOWNMIX R

 
 

CUSTOM1～8 後述の「CUSTOM MIX」で設定したカスタム設定 1～8 のうち 1 つを選択しま

す。 

>EMB OUT1
 EMB OUT2
 EMB OUT3
 ～
 EMB OUT32

 INPUT GAIN
 INPUT DLY
>OUT CH SEL
 AUDIO OVER
 DMIX SEL

OUT CH SEL
EMB OUT1
 CUSTOMn

 
 

400Hz 内蔵 400Hz 正弦波 

>EMB OUT1
 EMB OUT2
 EMB OUT3
 ～
 EMB OUT32

 INPUT GAIN
 INPUT DLY
>OUT CH SEL
 AUDIO OVER
 DMIX SEL

OUT CH SEL
EMB OUT1
 400Hz

 
 

1000Hz 内蔵 1000Hz 正弦波 

>EMB OUT1
 EMB OUT2
 EMB OUT3
 ～
 EMB OUT32

 INPUT GAIN
 INPUT DLY
>OUT CH SEL
 AUDIO OVER
 DMIX SEL

OUT CH SEL
EMB OUT1
 1000Hz

 
 

MUTE 無音 

>EMB OUT1
 EMB OUT2
 EMB OUT3
 ～
 EMB OUT32

 INPUT GAIN
 INPUT DLY
>OUT CH SEL
 AUDIO OVER
 DMIX SEL

OUT CH SEL
EMB OUT1
 MUTE

 
 

※1 EMB17～EMB32 は 3G Level-B のみ対応。 
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5) AUDIO OVER 

OUTPUT CH SELECT で選択した音声に、他の音声を重ねて合成することができます。 

フェードイン・フェードアウトによるオーディオオーバーの ON/OFF が可能です。 

>CH SELECT
 SPEED
 TAKE

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 INPUT DLY
 OUT CH SEL
>AUDIO OVER
 DMIX SEL
 DMIX LEVEL

 

CH SELECT エンベデッド音声出力チャンネル（EMB1～32）ごとに、オーディオオーバーす

る音源を設定します。 

>CH SELECT
 SPEED
 TAKE

>EMB1
 ～
 EMB32

 
 

音源は各チャンネルごとに以下の項目から選択できます。 

デフォルト設定は MUTE です。 

MUTE 無音（オーディオオーバー無し） 

>EMB1
 ～
 EMB32

CH SELECT
EMB1
 MUTE

 
 

EMB1～32※1 エンベデッド音声入力 

  
>EMB1
 ～
 EMB32

CH SELECT
EMB1
 EMB1
 ～
 EMB32

 
 

SPEED オーディオオーバーのフェード時間を 0.1～5.0 秒の範囲で設定します。 

デフォルト設定は 0.1 秒です。 

 CH SELECT
>SPEED
 TAKE

AUDIO OVER
SPEED
  0.1   s

 
 

TAKE オーディオオーバーのフェードイン・フェードアウトを実行します。テイクを実行

するごとにフェードイン・フェードアウトが切り替わります。 

この項目を選択して ENTER を押すと、確認メッセージを表示します。 

テイクを実行する場合は ENTER を押してください。テイクを実行しない場合は

MENU を押してください。 

 CH SELECT
 SPEED
>TAKE

ON? O OVER
TAKE

 

 

※1 EMB17～EMB32 は 3G Level-B のみ対応。 
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6) DOWNMIX CH SELECT 

ダウンミックスに使用する音源を選択します。音源は、EMB1～32 から選択可能です。※1 

 

>L
 R
 C
 Ls
 Rs

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 OUT CH SEL
 AUDIO OVER
>DMIX SEL
 DMIX LEVEL
 CUSTOM MIX

 

 

L サラウンド音声の L チャンネルを選択します。 

デフォルト設定は EMB1 です。 

>L
 R
 C
 Ls
 Rs

DMIX SEL
L
 EMB1
 ～
 EMB32

 
 

R サラウンド音声の R チャンネルを選択します。 

デフォルト設定は EMB2 です。 

 L
>R
 C
 Ls
 Rs

DMIX SEL
R
 EMB1
 ～
 EMB32

 
 

C サラウンド音声の C チャンネルを選択します。 

デフォルト設定は EMB3 です。 

 L
 R
>C
 Ls
 Rs

DMIX SEL
C
 EMB1
 ～
 EMB32

 
 

Ls サラウンド音声の Ls チャンネルを選択します。 

デフォルト設定は EMB5 です。 

 L
 R
 C
>Ls
 Rs

DMIX SEL
Ls
 EMB1
 ～
 EMB32

 
 

Rs サラウンド音声の Rs チャンネルを選択します。 

デフォルト設定は EMB6 です。 

 L
 R
 C
 Ls
>Rs

DMIX SEL
Rs
 EMB1
 ～
 EMB32

 

 

※1 EMB17～EMB32 は 3G Level-B のみ対応。 
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7) DOWNMIX LEVEL 

ダウンミックスの各チャンネルに適用する係数を設定します。 

 

>AUTO
 L/R
 C
 Ls/Rs

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 AUDIO OVER
 DMIX SEL
>DMIX LEVEL
 CUSTOM MIX
 IN STREAM

 

 

AUTO ENABLE に設定した場合、SDI 入力信号が含む局間制御パケット(ARIB 

STD-B39）のカレント音声モードおよびカレント DM 指定を検出し、自動で係

数を設定します。 

デフォルト設定は ENABLE です。 

>AUTO
 L/R
 C
 Ls/Rs

DMIX LEVEL
AUTO
 ENABLE
 DISABLE

 
 

L/R サラウンド音声の L/R チャンネルに適用する係数を MUTE、-20.0dB～0.0dB

の範囲で設定します。 

デフォルト設定は、-7.7dB です。 

 AUTO
>L/R
 C
 Ls/Rs

DMIX LEVEL
L/R
  -7.7  dB

 
 

C サラウンド音声の C チャンネルに適用する係数を MUTE、-20.0dB～0.0dB

の範囲で設定します。 

デフォルト設定は、-10.7dB です。 

 AUTO
 L/R
>C
 Ls/Rs

DMIX LEVEL
C
 -10.7  dB

 
 

Ls/Rs サラウンド音声の Ls/Rs チャンネルに適用する係数を MUTE、-20.0dB～

0.0dB の範囲で設定します。 

デフォルト設定は、-10.7dB です。 

 AUTO
 L/R
 C
>Ls/Rs

DMIX LEVEL
Ls/Rs
 -10.7  dB

 
 

※「INPUT GAIN」で設定した GAIN と合わせて演算します。 

※5.1 サラウンド時の LFE チャンネルはダウンミックスに使用できません。 
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8) CUSTOM MIX 

カスタム設定は8系統設定可能で、OUTPUT CH SELECTによりCUSTOM 1～8を選択できます。 

CUSTOM1～8に対して、任意の4チャンネルまでの音源に係数を設定し、ミックスすることができます。 

係数はMUTE・-20.0dB～0.0dBの範囲で設定します。 

※INPUT GAINで設定したGAINと合わせて演算します。 

 

>CUSTOM1
 CUSTOM2
 CUSTOM3
 CUSTOM4
 ～
 CUSTOM8

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 DMIX SEL
 DMIX LEVEL
>CUSTOM MIX
 IN STREAM
 OUT STEAM

>SOURCE1
 SOURCE2
 SOURCE3
 SOURCE4

 

 

SOURCE1～4 ミックス音源を設定します。 

デフォルト設定は MUTE です。また各信号源に対するデフォルト設定は

-12.0dB です。 

>SOURCE1
 SOURCE2
 SOURCE3
 SOURCE4

CUSTOM1
SOURCE1
 MUTE
 EMB1
 ～
 EMB32

 
 

EMB1～32※1 エンベデッド音声入力 

MUTE 無音 

 

※1 EMB17～EMB32 は 3G Level-B のみ対応。 
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【使用例】 

・ エンベデッド音声入力CH1・CH2にステレオの主音声、CH3・CH4にステレオの副音声が入っている

が、エンベデッド音声出力のCH1に主音声を、CH2に副音声をそれぞれモノラルにして出力したい。 

 

(a)  CUSTOM MIXのCUSTOM 1で、SOURCE1にEMB 1、SOURCE2にEMB 2、係数はそれぞれ

-6.0dBを設定し、SOURCE3～4はMUTEを選択します。 

 

→  エンベデッド音声入力CH1、CH2に対しそれぞれ-6.0dBの係数をかけ、合成したものが

CUSTOM 1の音声になります。 

 

(b)  CUSTOM MIXのCUSTOM 2で、SOURCE1にEMB 3、SOURCE2にEMB 4、係数はそれぞれ

-6.0dBを設定し、SOURCE3～4はMUTEを選択します。 

 

→  エンベデッド音声入力CH3、CH4それぞれに-6.0dBの係数をかけ、合成したものが

CUSTOM 2の音声になります。 

 

(c)  OUTPUT CH SELECTで、EMB OUT 1にCUSTOM 1を、EMB OUT 2にCUSTOM 2を設定しま

す。 

 

→  エンベデッド音声入力CH3、CH4それぞれに-6.0dBの係数をかけ、合成したものが

CUSTOM 2の音声になります。 

 

エンベデッド音声入力

CUSTOM1

モノラル化した

主音声

CH1

CH2

CH3

CH4

CUSTOM2

モノラル化した

副音声

-6.0dB

-6.0dB

-6.0dB

-6.0dB

エンベデッド音声出力

CH1

CH2

CH3

CH4

MUTE

MUTE
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9) IN STREAM 

12G-SDI、6G-SDI時に処理対象のEMBオーディオの取得先ストリームを設定します。ストリームは各サブイ

メージに相当します。設定値は1～4です。デフォルト設定は1です。 

3G-SDI、HD-SDIの場合は使用しません。 

 

AUDIO PRCS
IN STREAM
 1～4

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 DMIX SEL
 DMIX LEVEL
 CUSTOM MIX
>IN STREAM
 OUT STEAM

 

 

10) OUT STREAM 

12G-SDI、6G-SDI時に処理対象のEMBオーディオの重畳先ストリームを設定します。ストリームは各サブイ

メージに相当します。設定値はALLまたは1～4です。デフォルト設定はALLです。 

ALLの場合はすべてのストリーム、1～4の場合は設定のストリームにEMBオーディオを重畳します。

3G-SDI、HD-SDIの場合は使用しません。 

 

AUDIO PRCS
OUT STREAM
 ALL
 1～4

 SYSTEM
 VIDEO PRCS
>AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG

 DMIX SEL
 DMIX LEVEL
 CUSTOM MIX
 IN STREAM
>OUT STEAM

 

 

ご注意 

OUT STREAM は、FS-70U の後段に接続する機器の仕様に応じて変更可能です。EMB オー

ディオをどのストリームに重畳するかは後段に接続する機器の仕様をご確認ください。 
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(5)  TC PROCESS 

タイムコードに関する設定を行います。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI
 OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET
 INT TC
 LTC OUT

 

 

ご注意 

TC PROCESS の設定において、SDI に重畳する機能は、FSモードの場合の

み有効です。AVDL モードの場合は使用できません。 

FS モードに設定するためには、メニューから SYSTEM→SYNC MODE→FS

に設定してください。 

 

 

1) SOURCE SELECT 

タイムコード取得先を選択します。デフォルト設定は INTERNAL です。 

 

TC PRCS
SOURCE
 LTC IN
 LTC IN MST
 AVITC
 AVITC MST
 ALTC
 ALTC MST
 SUB
 INT
 INT MST
 NTP
 NTP MST

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 

 

 

 

LTC IN LTC IN からタイムコードを取得します。 

TC PRCS
SOURCE
 LTC IN

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

※LTC OUT→ENABLE に設定している場合は LTC OUT に出力しているタイ

ムコードを取得します。 

 

 

 



 83 

LTC IN MASTER LTC IN からタイムコードを取得します。 

また、筐体を介して他のモジュールにタイムコードを分配します。 

TC PRCS
SOURCE
 LTC IN MST

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

※LTC OUT→ENABLE に設定してある場合は LTC OUT に出力しているタイ

ムコードを取得します。 

 

ANC VITC SDI IN が含むアンシラリタイムコード（VITC）を取得します。 

TC PRCS
SOURCE
 AVITC

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

ANC VITC MASTER SDI IN が含むアンシラリタイムコード（VITC）を取得します。 

また、筐体を介して他のモジュールにタイムコードを分配します。 

TC PRCS
SOURCE
 AVITC MST

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

ANC LTC SDI IN が含むアンシラリタイムコード（LTC）を取得します。 

TC PRCS
SOURCE
 ALTC

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

ANC LTC MASTER SDI IN が含むアンシラリタイムコード（LTC）を取得します。 

また、筐体を介して他のモジュールにタイムコードを分配します。 

TC PRCS
SOURCE
 ALTC MST

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

SUB MASTER 設定のモジュールが分配するタイムコードを受信します。 

TC PRCS
SOURCE
 SUB

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

INTERNAL 内部で作成したタイムコードを取得します。 

TC PRCS
SOURCE
 INT

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI
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INTERNAL MASTER 内部で作成したタイムコードを取得します。 

また、筐体を介して他のモジュールにタイムコードを分配します。 

TC PRCS
SOURCE
 INT MST

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

 

NTP 筐体から補正された内部時計よりタイムコードを取得します。 

TC PRCS
SOURCE
 INT

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

NTP MASTER 筐体から補正された内部時計よりタイムコードを取得します。 

また、筐体を介して他のモジュールにタイムコードを分配します。 

TC PRCS
SOURCE
 INT MST

>SOURCE
 INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

 

※MASTER 設定のモジュールは筐体内で 1 台のみとしてください。複数モジュールが MASTER 設定の場合、信号の衝突が発生

し、正常に動作しなくなります。 

 

ご注意 

TC PRCS→SOURCE→INTERNAL を設定する場合、タイムコードを使用する機器間において同期方法を

統一してください。また、DROP フレームの設定も統一してください。 

 

・同期方法、DROP フレームの設定を機器間で統一しないとタイムコードがずれる場合があります。 

・DROP フレームの設定はメニューから TC PRCS →INT TC→DROP MODE に設定してください。 

・長期間の運用により、タイムコードがずれる場合があります。適宜校正を行ってください。 

 

 

2) INSERT ANC TC 

SDI OUTに重畳するタイムコードパケット（SMPTE RP188）を選択します。デフォルト設定はBYPASSです。 

 

TC PRCS
INS ANC TC
 DISABLE
 LTC
 VITC
 BOTH
 BYPASS

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 SOURCE
>INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI
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DISABLE タイムコードパケットを重畳しません。※2※3 

TC PRCS
INS ANC TC
 DISABLE

 SOURCE
>INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

 

LTC LTC タイムコードパケットを重畳します。※2※3 

TC PRCS
INS ANC TC
 LTC

 SOURCE
>INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

 

VITC VITC タイムコードパケットを重畳します。※2※3 

TC PRCS
INS ANC TC
 VITC

 SOURCE
>INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

BOTH LTC/VITC 両方のタイムコードを重畳します。※2※3 

TC PRCS
INS ANC TC
 BOTH

 SOURCE
>INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
BYPASS SDI 入力映像のタイムコードパケットをバイパスします。※1 

TC PRCS
INS ANC TC
 BYPASS

 SOURCE
>INS ANC TC
 LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

 

※1 BYPASS 設定の場合でも、バイパスに必要なアンシラリパケット領域が確保できない場合は、パケットが欠落します。 

※2 BYPASS 設定以外の場合、VANC 領域に重畳のタイムコードパケットは削除パケットに変更します。 

※3 FS モード設定の場合のみ有効です。 
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3) LOST ACTION 

SOURCE SELECT で選択したタイムコードが途絶した場合の動作を選択します。デフォルト設定は AUTO 

RUN です。 

 

TC PRCS
LOST ACT
 AUTO RUN
 STOP
 NO PACKET

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 SOURCE
 INS ANC TC
>LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 

 

AUTO RUN 自走を開始します。 

TC PRCS
LOST ACT
 AUTO RUN

 SOURCE
 INS ANC TC
>LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

STOP 最後に取得したタイムコードで停止します。 

TC PRCS
LOST ACT
 STOP

 SOURCE
 INS ANC TC
>LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 
 

NO PACKET タイムコードパケットを重畳しません。また、タイムコード表示をしません。 

TC PRCS
LOST ACT
 NO PACKET

 SOURCE
 INS ANC TC
>LOST ACT
 OSD
 OSD POSI

 

 

4) OSD 

SDI 出力映像へのオンスクリーンタイムコード表示を設定します。デフォルト設定は DISABLE です。 

なお、DIP-SW1(1)を ON にした場合、オンスクリーンタイムコードを表示しません。 

 

TC PRCS
OSD
 DISABLE
 ENABLE

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 INS ANC TC
 LOST ACT
>OSD
 OSD POSI
 OSD SIZE

 

 

DISABLE タイムコードを表示しません。 

TC PRCS
OSD
 DISABLE

 INS ANC TC
 LOST ACT
>OSD
 OSD POSI
 OSD SIZE
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ENABLE タイムコードを表示します。 

TC PRCS
OSD
 ENABLE

 INS ANC TC
 LOST ACT
>OSD
 OSD POSI
 OSD SIZE

 
 

 

 

ご注意 

オンスクリーンタイムコードを表示するためには、DIP-SW1(1)とメニューの

設定が必要です。以下を確認してください。 

・DIP-SW1(1)を OFF にしてください。 

・メニューから TC PRCS →OSD→ENABLE に設定してください。 

・SDI OUT3, SDI OUT4 のみ表示可能です。 

 

 

5) OSD POSITION 

オンスクリーンタイムコードの表示位置を設定します。デフォルト設定は CENTER BOTTOM です。 

 

TC PRCS
OSD POSI
 CNTR BOTM
 RIGHT BOTM
 LEFT TOP
 CNTR TOP
 RIGHT TOP
 LEFT BOTM

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 LOST ACT
 OSD
>OSD POSI
 OSD SIZE
 OSD MODE

 

 

CENTER BOTTOM タイムコードの表示位置を中央下側に設定します。 

TC PRCS
OSD POSI
 CNTR BOTM

 LOST ACT
 OSD
>OSD POSI
 OSD SIZE
 OSD MODE

 
 

RIGHT BOTTOM タイムコードの表示位置を右下側に設定します。 

TC PRCS
OSD POSI
 RIGHT BOTM

 LOST ACT
 OSD
>OSD POSI
 OSD SIZE
 OSD MODE

 
 

LEFT TOP タイムコードの表示位置を左上側に設定します。 

TC PRCS
OSD POSI
 LEFT TOP

 LOST ACT
 OSD
>OSD POSI
 OSD SIZE
 OSD MODE

 
 

 

 



 88 

 

 

CENTER TOP タイムコードの表示位置を中央上側に設定します。 

TC PRCS
OSD POSI
 CNTR TOP

 LOST ACT
 OSD
>OSD POSI
 OSD SIZE
 OSD MODE

 
 

RIGHT TOP タイムコードの表示位置を右上側に設定します。 

TC PRCS
OSD POSI
 RIGHT TOP

 LOST ACT
 OSD
>OSD POSI
 OSD SIZE
 OSD MODE

 
 

LEFT BOTTOM タイムコードの表示位置を左下側に設定します。 

TC PRCS
OSD POSI
 LEFT BOTM

 LOST ACT
 OSD
>OSD POSI
 OSD SIZE
 OSD MODE

 
 

 

設定と表示の関係は以下の通りです。 

 

CENTER BOTTOM

CENTER TOP RIGHT TOP

RIGHT BOTTOM

LEFT TOP

LEFT BOTTOM

 

 

 

ご注意 

オンスクリーンタイムコードは一部 SAFETY と干渉します。このため、

SAFETY 外に表示する用途には使用できません。 
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6) OSD SIZE 

オンスクリーンタイムコードの表示サイズを設定します。デフォルト設定は NORMAL です。 

 

TC PRCS
OSD SIZE
 NORMAL
 LARGE

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD
 OSD POSI
>OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET

 

 

NORMAL タイムコードの表示文字サイズ（標準）を設定 

TC PRCS
OSD SIZE
 NORMAL

 OSD
 OSD POSI
>OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET

 
 

LARGE タイムコードの表示文字サイズ（大）を設定 

TC PRCS
OSD SIZE
 LARGE

 OSD
 OSD POSI
>OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET

 

 

7) OSD MODE 

オンスクリーンタイムコードの表示モードを設定します。デフォルト設定は NORMAL です。 

 

TC PRCS
OSD MODE
 NORMAL
 SHORT

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD POSI
 OSD SIZE
>OSD MODE
 OFFSET
 INT TC

 

 

NORMAL タイムコードにソースモードを表示します。 

TC PRCS
OSD MODE
 NORMAL

 OSD POSI
 OSD SIZE
>OSD MODE
 OFFSET
 INT TC

 
 

SHORT タイムコードの時刻情報のみ表示します。 

TC PRCS
OSD MODE
 SHORT

 OSD POSI
 OSD SIZE
>OSD MODE
 OFFSET
 INT TC

 

 

表示形式は、「7．タイムコード」の「3 タイムコード表示」を参照してください。 
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8) OFFSET 

フレームのオフセットを設定します。フレームのオフセット設定範囲は映像フォーマットにより異なります。 

 

>FRAME VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD SIZE
 OSD MODE
>OFFSET
 INT TC
 LTC OUT

OFFSET
FRAME
   00

 

 

表 4-9 SDI 信号フォーマットの選択項目 

フォーマット オフセット設定範囲 デフォルト値 

1080i60 -29～29 0 

1080i59.94 -29～29 0 

1080i50 -24～24 0 

1080p60A -29～29 0 

1080p60B -29～29 0 

1080p59.94A -29～29 0 

1080p59.94B -29～29 0 

1080p50A -24～24 0 

1080p50B -24～24 0 

1080p30 -29～29 0 

1080p29.97 -29～29 0 

1080p25 -24～24 0 

1080p24 -23～23 0 

1080psF24 -23～23 0 

1080p23.98 -23～23 0 

1080psF23.98 -23～23 0 

2160p60 -29～29 0 

2160p59.94 -29～29 0 

2160p50 -24～24 0 

2160p30 -29～29 0 

2160p29.97 -29～29 0 

2160p25 -24～24 0 

2160p24 -23～23 0 

2160p23.98 -23～23 0 

720p60 -29～29 0 

720p59.94 -29～29 0 

720p50 -24～24 0 
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9) INTERNAL TC 

インターナルタイムコード時の初期値（HOUR/MINUTE/SECOND/FRAME）、およびバイナリグループのフ

ラグ（BGFLAG）、データ（BGDATA）を設定します。 

 

>FRAME
 SECOND
 MINUTE
 HOUR
 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
 BGFLAG
 BGDATA

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET
>INT TC
 LTC OUT

 

 

FRAME インターナルタイムコードのFRAMEを設定します。 

0～29を設定可能です。デフォルト設定は0です。 

>FRAME
 SECOND
 MINUTE
 HOUR
 DROP MODE

INT TC
FRAME
   00

 
 

SECOND インターナルタイムコードのSECONDを設定します。 

0～59を設定可能です。デフォルト設定は0です。 

 FRAME
>SECOND
 MINUTE
 HOUR
 DROP MODE

INT TC
SECOND
   00

 
 

MINUTE インターナルタイムコードのMINUTEを設定します。 

0～59を設定可能です。デフォルト設定は0です。 

 FRAME
 SECOND
>MINUTE
 HOUR
 DROP MODE

INT TC
MINUTE
   00

 
 

HOUR インターナルタイムコードのHOURを設定します。 

0～23を設定可能です。デフォルト設定は0です。 

 SECOND
 MINUTE
>HOUR
 DROP MODE
 DEFAULT

INT TC
HOUR
   00

 
 

DROP MODE DROP(ドロップフレーム)または NON DROP(ノンドロップフレーム)を選択しま

す。デフォルト設定は NON DROP です。 

 MINUTE
 HOUR
>DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC

INT TC
DROP MODE
 NON DROP
 DROP
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DEFAULT TC 上記 HOUR/MINUTE/SECOND/FRAME、DROP MODE の設定を工場出荷

設定に戻します。 

この項目を選択し ENTER を押すと確認メッセージを表示します。実行する

場合は ENTER を押します。キャンセルの場合は MENU を押してください。 

 MINUTE
 HOUR
 DROP MODE
>DEFAULT
 SET TC

INT TC
DEFALUT
 INITIAL?

 
 

SET TC インターナルタイムコードを初期値に戻します。 

この項目を選択して ENTER を押すと、確認メッセージを表示します。 

初期値に戻す場合は ENTER を押してください。初期値に戻さない場合は

MENU を押してください。 

 MINUTE
 HOUR
 DROP MODE
 DEFAULT
>SET TC

INT TC
SET TC
 SET?

 

 

 ※23.98Hz の場合、ドロップフレームできません。ドロップフレームの設定は無視します。 
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(a) BGFLAG 

バイナリグループフラグを設定します。 

 

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
>BGFLAG
 BGDATA

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET
>INT TC
 LTC OUT

INT TC
BGFLAG
 000
 001
 010
 011
 100
 101
 110
 111

 

 

000 バイナリグループフラグに 000 を設定します。 

INT TC
BGFLAG
 000
  

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
>BGFLAG
 BGDATA

 
 

001 バイナリグループフラグに 001 を設定します。 

INT TC
BGFLAG
 001
  

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
>BGFLAG
 BGDATA

 
 

010 バイナリグループフラグに 010 を設定します。 

INT TC
BGFLAG
 010
  

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
>BGFLAG
 BGDATA

 
 

011 バイナリグループフラグに 011 を設定します。 

INT TC
BGFLAG
 011
  

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
>BGFLAG
 BGDATA

 
 

100 バイナリグループフラグに 100 を設定します。デフォルトです。 

INT TC
BGFLAG
 000
  

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
>BGFLAG
 BGDATA
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101 バイナリグループフラグに 101 を設定します。 

INT TC
BGFLAG
 101
  

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
>BGFLAG
 BGDATA

 
 

110 バイナリグループフラグに 110 を設定します。 

INT TC
BGFLAG
 110
  

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
>BGFLAG
 BGDATA

 
111 バイナリグループフラグに 111 を設定します。 

INT TC
BGFLAG
 111
  

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
>BGFLAG
 BGDATA
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(b) BGDATA 

バイナリグループデータを設定します。 

 

 DROP MODE
 DEFAULT
 SET TC
 BGFLAG
>BGDATA

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET
>INT TC
 LTC OUT

INT TC
BGDATA
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8

 

 

 

1 バイナリグループデータ 1 を 1～F(16 進)の範囲で設定します。デフォルトは 0

です。 

BGDATA
1
 n
  

>1
 2
 3
 4
 5

 
 

2 バイナリグループデータ 2 を 1～F(16 進)の範囲で設定します。デフォルトは 0

です。 

BGDATA
2
 n
  

 1
>2
 3
 4
 5

 
 

3 バイナリグループデータ 3 を 1～F(16 進)の範囲で設定します。デフォルトは 0

です。 

BGDATA
3
 n
  

 1
 2
>3
 4
 5

 
 

4 バイナリグループデータ 4 を 1～F(16 進)の範囲で設定します。デフォルトは 0

です。 

BGDATA
4
 n
  

 2
 3
>4
 5
 6
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5 バイナリグループデータ 5 を 1～F(16 進)の範囲で設定します。デフォルトは 0

です。 

BGDATA
5
 n
  

 3
 4
>5
 6
 7

 
 

6 バイナリグループデータ 6 を 1～F(16 進)の範囲で設定します。デフォルトは 0

です。 

BGDATA
6
 n
  

 4
 5
>6
 7
 8

 
 

7 バイナリグループデータ 7 を 1～F(16 進)の範囲で設定します。デフォルトは 0

です。 

BGDATA
7
 n
  

 4
 5
 6
>7
 8

 
 

8 バイナリグループデータ 8 を 1～F(16 進)の範囲で設定します。デフォルトは 0

です。 

BGDATA
8
 n
  

 4
 5
 6
 7
>8
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10) LTC OUT 

LTC OUT の設定をします。有効/無効、入力ソース、遅延、などを設定します。 

 

LTC OUT
 OUT ENA
 SOURCE 
 DELAY

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET
 INT TC
>LTC OUT

 

 

(a) OUT ENABLE 

LTC OUT の有効/無効を設定します。 

 

>OUT ENA
 SOURCE
 DELAY

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET
 INT TC
>LTC OUT

LTC OUT
OUT ENA
 DISABLE
 ENABLE

 

 

 

 

DISABLE LTC OUT を無効にして、LTC IN に設定します。 

LTC OUT
OUT ENA
 DISABLE
  

>OUT ENA
 SOURCE
 DELAY

 
ENABLE LTC OUT を有効にします。(LTC IN は無効になります。) 

LTC OUT
OUT ENA
 ENABLE
  

>OUT ENA
 SOURCE
 DELAY
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(b) SOURCE SELECT 

LTC OUT のソースを設定します。 

 

 OUT ENA
>SOURCE
 DELAY

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET
 INT TC
>LTC OUT

LTC OUT
SOURCE
 AVITC
 ALTC
 INT
 NTP

 

 

 

 

ANC VITC ソースを ANC VITC に設定します。デフォルトです。 

LTC OUT
SOURCE
 AVITC
  

 OUT ENA
>SOURCE
 DELAY

 
 

ANC LTC ソースを ANC LTC に設定します。 

LTC OUT
SOURCE
 ALTC
  

 OUT ENA
>SOURCE
 DELAY

 
 

INTERNAL ソースを INTERNAL に設定します。 

LTC OUT
SOURCE
 INT
  

 OUT ENA
>SOURCE
 DELAY

 
 

NTP ソースを NTP に設定します。 

LTC OUT
SOURCE
 NTP
  

 OUT ENA
>SOURCE
 DELAY
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(c) DELAY 

LTC OUT のディレイを設定します。 

 

 OUT ENA
 SOURCE
>DELAY

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
>TC PRCS
 CONFIG
 INFO

 OSD SIZE
 OSD MODE
 OFFSET
 INT TC
>LTC OUT

LTC OUT
DELAY
 n

 

 

 

 

DELAY LTC OUT のディレイを 0～99999 の範囲で設定します。デフォルトは 0 です。 

LTC OUT
DELAY
 n
  

 OUT ENA
 SOURCE
>DELAY
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(6)  CONFIG 

CONFIG では各種環境設定を行います。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

>PRESET
 GPI
 NETQ CONT
 IN STREAM
 OUT STREAM
 SNMP
 DISPLAY
 SDI AMP1
 SDI AMP2
 SDI AMP3
 SDI AMP4
 ALARM
 INIT SET

 

 

1) PRESET 

本体の各種設定をプリセットとして8種類まで登録可能です。 

MENU→CONFIG→PRESETを選択すると、PRESETのメニューを表示します。PRESETは最大8パターンまで登録可

能で、VIDEO PROCESS(VIDEO PRCS)、AUDIO PROCESS(AUDIO PRCS)、TC PROCESS（TC PRCS）の3つの階層以

下の設定値をすべてSAVE/LOADすることができます。また、SNMP制御でプリセットを切り替えることが可能です。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

>PRESET
 GPI
 NETQ CONT
 IN STREAM
 OUT STREAM

>LOAD
 SAVE
 START SET  

 

LOAD 登録済みのプリセットパターンを読み出します。 

 

>LOAD
 SAVE
 START SET

>PRESET No.
 LOAD exec

LOAD
PRESET No.
 PRESET1
 ～
 PRESET8

 
 

MENU→CONFIG→PRESET→LOAD→PRESET No.から登録済みプリセットパターン

を選択してください。選択範囲は PRESET1～8 です。デフォルト設定は PRESET1

です。 

引き続き、LOAD exec を選択すると LOAD?を表示しますので ENTER を押

すと選択した PRESET を読み出します。キャンセルする場合は MENU を押し

てください。 

 

 PRESET No.
>LOAD exec

LOAD
LOAD exec
 LOAD?

>LOAD
 SAVE
 START SET
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SAVE プリセットパターンを登録します。 

 

 LOAD
>SAVE
 START SET

>PRESET No.
 SAVE exec

SAVE
PRESET No.
 PRESET1
 ～
 PRESET8

 
 

MENU→CONFIG→PRESET→SAVE→PRESET No.にプリセットパターンとして登録す

るプリセット番号を設定してください。設定範囲は PRESET1～8 です。デフォルト設定

は PRESET1 です。 

引き続き、SAVE exec を選択すると SAVE?を表示しますので ENTER を押す

と選択したPRESET 番号に保存します。キャンセルする場合は MENU を押し

てください。 

 

 PRESET No.
>SAVE exec

SAVE
SAVE exec
 SAVE?

 LOAD
>SAVE
 START SET

 
 

START SET 電源投入時に読み出すプリセットパターンを登録できます。 

 

 LOAD
 SAVE
>START SET

PRESET
START SET
 MEMORY
 PRESET1
 ～
 PRESET8

 
 

MEMORY を選択すると、電源遮断時の設定が再現します。また PRESET1

～8 を選択すると選択したプリセットパターンを読み出します。 

デフォルト設定は MEMORY です。 

 

 

2) GPI 

TAKE1～5 に接点入力に対応した動作を選択します。デフォルト設定は DISABLE です。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 PRESET
>GPI
 NETQ CONT
 IN STREAM
 OUT STREAM

>TAKE1
 TAKE2
 TAKE3
 TAKE4
 TAKE5

GPI
TAKE1
 DISABLE
 PRESET1
 ～
 PRESET8
 INT TC SET
 TAKE OVER

 

 

DISABLE 接点による制御を行いません。 

 

>TAKE1
 TAKE2
 TAKE3
 TAKE4
 TAKE5

GPI
TAKE1
 DISABLE
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PRESET1～8 指定のプリセットを呼び出します。 

 

>TAKE1
 TAKE2
 TAKE3
 TAKE4
 TAKE5

GPI
TAKE1
 PRESET1
 ～
 PRESET8

 
 

INTERNAL TC SET インターナルタイムコードを初期値に戻します。 

 

>TAKE1
 TAKE2
 TAKE3
 TAKE4
 TAKE5

GPI
TAKE1
 INT TC SET

 
 

TAKE AUDIO OVER オーディオオーバーのフェードイン・フェードアウトを実行しま

す。 

 

>TAKE1
 TAKE2
 TAKE3
 TAKE4
 TAKE5

GPI
TAKE1
 TAKE OVER
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3) NETQ CONTROL 

局間制御パケット（ARIB STD-B39）のカレント音声モードを検出時の動作を選択します。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 PRESET
 GPI
>NETQ CONT
 IN STREAM
 OUT STREAM

>CONTROL
 CONFIG

 

 

CONTROL ENABLE に設定した場合、SDI 入力信号が含む局間制御パケット

（ARIB STD-B39）のカレント音声モードを検出し、CONFIG で関連付

けするプリセット番号を自動的にロードします。 

 

>CONTROL
 CONFIG

NETQ CONT
CONTROL
 DISABLE
 ENABLE

 
 

デフォルト設定は DISABLE です。 

 

CONFIG カレント音声モード（0x00～0x1A）ごとに、自動ロードするプリセット

番号を設定します。「OTHER」はカレント音声モードが 0x00～0x1A

以外の場合、または局間制御パケットが検出できない場合の動作

を指定します。 

 

 CONTROL
>CONFIG

>0x00(NA)
 0x01(M)
 0x02(2M)
 0x03(3M)
 0x04(4M)
 0x05(5M)
 ～
 0x1A(etc)
 OTHER

CONFIG
0x00(NA)
 DISABLE
 PRESET1
 ～
 PRESET8

 
 

DISABLE を選択する場合は、当該カレント音声モードを検出しても

プリセットの自動ロードは行いません。 

デフォルト設定は 0x00～0x1A、OTHER に対して DISABLE です。 
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4) ANC IN STREAM 

12G-SDI、6G-SDI 入力時のアンシラリデータ取得ストリームを選択します。（対象アンシラリデータ： 

LTC、VITC、NETQ） 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 GPI
 NETQ CONT
>IN STREAM
 OUT STREAM
 PAYLOAD

CONTROL
IN STREAM
 1～4

 

 

1～4 ストリーム 1～4 を選択します。 

デフォルト設定は 1 です。 

 

※ストリームは、12G-SDI, 6G-SDI のサブイメージに相当します。 

※HD-SDI、3G-SDI 入力時は使用しません。 

 

5) ANC OUT STREAM 

12G-SDI、6G-SDI 出力時のアンシラリデータ出力ストリームを選択します。（対象アンシラリデータ： 

LTC、VITC、NETQ） 

デフォルト設定は ALL です。 

FS 動作時のみ使用可能です。AVDL 動作時は、ANC OUT STREAM の設定に効果はありません。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 NETQ CONT
 IN STREAM
>OUT STREAM
 PAYLOAD
 SNMP

CONTROL
OUT STREAM
 ALL
 1～4

 

 

ALL すべてのストリームにアンシラリデータを出力します。 

CONTROL
OUT STREAM
 ALL

 
 

1～4 選択したストリームのみアンシラリデータを出力します。 

CONTROL
OUT STREAM
 1～4

 
 

※ストリームは、12G-SDI, 6G-SDI のサブイメージに相当します。 

※HD-SDI、3G-SDI 入力時は使用しません。 
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6) PAYLOAD OVERWRITE 

Payload ID を上書きする場合の振る舞いを設定します。 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 IN STREAM
 OUT STREAM
>PAYLOAD OVR
 PAYLOAD SET
 SNMP

PAYLOAD OVR
 THRU
 CUSTOM
 AUTO
 DISABLE

 

 

THRU 入力ストリーム 1～4 が重畳する Payload ID をスルー出力しま

す。入力における Payload ID 重畳ラインに関わらず出力の

Payload ID は規定のライン上に重畳します。 

SDI 入力が Payload ID を含まない場合、12G/6G/3G-SDI では

デフォルトの Payload ID を重畳し、HD-SDI では Payload ID を

重畳しません。 

 IN STREAM
 OUT STREAM
>PAYLOAD OVR
 PAYLOAD SET
 SNMP

PAYLOAD OVR
 THRU

 
 

CUSTOM ストリーム 1～4 に PAYLOAD SET で指定の Payload ID を重畳

します。 

 IN STREAM
 OUT STREAM
>PAYLOAD OVR
 PAYLOAD SET
 SNMP

PAYLOAD OVR
 CUSTOM

 
 

AUTO SDIフォーマットに応じたデフォルトの Payload IDを設定します。 

デフォルトの Payload ID 設定値は、「6．アンシラリデータパケッ

ト」を参照してください。 

 IN STREAM
 OUT STREAM
>PAYLOAD OVR
 PAYLOAD SET
 SNMP

PAYLOAD OVR
 AUTO

 
 

DISABLE HD の時にペイロードを重畳しません。HD 以外の時は THRU と

同じです。 

 IN STREAM
 OUT STREAM
>PAYLOAD OVR
 PAYLOAD SET
 SNMP

PAYLOAD OVR
 DISABLE

 
 

 

 

ご注意 

AUTO に設定した場合、Paylod ID の設定値は SDI フォーマットごとのデフォ

ルト値を重畳します。詳細な設定を行う場合は、CUSTOM を使用してくださ

い。 
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ご注意 

THRU に設定した場合、入力側の Payload ID を取得し既定のラインに重畳

します。このため、入力側と出力側で Payload IDの重畳ラインが変わる場合

があります。（入力側が既定と異なるラインに Payload ID 重畳する場合） 

 

なお、既定のラインは以下の通りです。（SMPTE 352M） 

1080i60/59.94/50  LINE10, LINE572 

1080psF30/29.97/25/24/23.98  LINE10, LINE572 

1080p60A/59A/50A/30/29.97/25/24/23.98 Line10 

720p60/59.94/50  Line10 

2160p:60/59.94/50/30/29.97/25/24/23.98 Line10 

 

 

7) PAYLOAD SET 

PAYLOAD OVERWRITE で CUSTOM を選択した場合に重畳する Payload ID を設定します。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 OUT STREAM
 PAYLOAD OVR
>PAYLOAD SET
 SNMP
 DISPLAY

PAYLOAD SET
 CAPTURE
 ST1
 ～
 ST4

 

 

(a) CAPTURE 

Payload ID の設定値を SDI 入力から取得します。実行する場合は ENTER を押します。キャンセルの場

合は MENU を押してください。 

 

 OUT STREAM
 PAYLOAD OVR
>PAYLOAD SET
 SNMP
 DISPLAY

PAYLOAD SET
>CAPTURE
 ST1
 ST2
 ST3

PAYLOAD SET
CAPTURE
 SET?

 

 

(b) ST1 

ストリーム 1 の Payload ID を設定します。 

 

 OUT STREAM
 PAYLOAD OVR
>PAYLOAD SET
 SNMP
 DISPLAY

PAYLOAD SET
 CAPTURE
>ST1
 ST2
 ST3

PAYLOAD SET
ST1
 BYTE1
 ～
 BYTE4

PAYLOAD SET
ST1
 BYTE1
  0x00
  ～
  0xFF

 
 

BYTE1 ストリーム 1 の BYTE1 を設定（0x00～0xFF）します。※1 

BYTE2 ストリーム 1 の BYTE2 を設定（0x00～0xFF）します。※1 

BYTE3 ストリーム 1 の BYTE3 を設定（0x00～0xFF）します。※1 

BYTE4 ストリーム 1 の BYTE4 を設定（0x00～0xFF）します。※1 
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(c) ST2 

ストリーム 2 の Payload ID を設定します。 

 

 OUT STREAM
 PAYLOAD OVR
>PAYLOAD SET
 SNMP
 DISPLAY

PAYLOAD SET
 CAPTURE
 ST1
>ST2
 ST3

PAYLOAD SET
ST2
 BYTE1
 ～
 BYTE4

PAYLOAD SET
ST2
 BYTE1
  0x00
  ～
  0xFF

 
 

BYTE1 ストリーム 2 の BYTE1 を設定（0x00～0xFF）します。※1 

BYTE2 ストリーム 2 の BYTE2 を設定（0x00～0xFF）します。※1 

BYTE3 ストリーム 2 の BYTE3 を設定（0x00～0xFF）します。※1 

BYTE4 ストリーム 2 の BYTE4 を設定（0x00～0xFF）します。※1 

 

(d) ST3 

ストリーム 3 の Payload ID を設定します。 

 

 OUT STREAM
 PAYLOAD OVR
>PAYLOAD SET
 SNMP
 DISPLAY

PAYLOAD SET
 ST1
 ST2
>ST3
 ST4

PAYLOAD SET
ST3
 BYTE1
 ～
 BYTE4

PAYLOAD SET
ST3
 BYTE1
  0x00
  ～
  0xFF

 

 

BYTE1 ストリーム 3 の BYTE1 を設定（0x00～0xFF）します。※1※2 

BYTE2 ストリーム 3 の BYTE2 を設定（0x00～0xFF）します。※1※2 

BYTE3 ストリーム 3 の BYTE3 を設定（0x00～0xFF）します。※1※2 

BYTE4 ストリーム 3 の BYTE4 を設定（0x00～0xFF）します。※1※2 

 

(e) ST4 

ストリーム 4 の Payload ID を設定します。 

 

 OUT STREAM
 PAYLOAD OVR
>PAYLOAD SET
 SNMP
 DISPLAY

PAYLOAD SET
 ST1
 ST2
 ST3
>ST4

PAYLOAD SET
ST4
 BYTE1
 ～
 BYTE4

PAYLOAD SET
ST4
 BYTE1
  0x00
  ～
  0xFF

 

 

BYTE1 ストリーム 4 の BYTE1 を設定（0x00～0xFF）します。※1※2 

BYTE2 ストリーム 4 の BYTE2 を設定（0x00～0xFF）します。※1※2 

BYTE3 ストリーム 4 の BYTE3 を設定（0x00～0xFF）します。※1※2 

BYTE4 ストリーム 4 の BYTE4 を設定（0x00～0xFF）します。※1※2 

 

 

※1 HD-SDI 入力時は使用しません。 

※2 HD-SDI、3G-SDI 入力時は使用しません。 
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8) SNMP 

SNMP による制御を設定します。デフォルト設定は ENABLE です。 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 PAYLOAD OVR
 PAYLOAD SET
>SNMP
 DISPLAY

CONFIG
SNMP
 ENABLE
 DISABLE

 

 

ENABLE SNMP で各種設定のリモート制御を有効にします。 

 PAYLOAD OVR
 PAYLOAD SET
>SNMP
 DISPLAY

CONFIG
SNMP
 ENABLE

 
 

DISABLE SNMP で各種設定のリモート制御を無効にします。 

 PAYLOAD OVR
 PAYLOAD SET
>SNMP
 DISPLAY

CONFIG
SNMP
 DISABLE
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9) DISPLAY 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 PAYLOAD SET
 SNMP
>DISPLAY
 SDI AMP1
 SDI AMP2

>SCR SAVER
 MAIN VIEW
 OSD
 OSD BRIGHT

 

 

(a) SCREEN SAVER 

表示器へのスクリーンセーバーを表示を設定します。デフォルト設定は DIM 50%です。 

スクリーンセーバーを表示する設定にした場合、最後の操作から約 10 分経過後に動作します。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 PAYLOAD SET
 SNMP
>DISPLAY
 SDI AMP1
 SDI AMP2

>SCR SAVER
 MAIN VIEW
 OSD
 OSD BRIGHT

DISPLAY
SCR SAVER
 DIM 30%
 DIM 50%
 OFF
 NAME ROLL 
 DIM 70%

 

 

DIM 50% 表示輝度 50%でスクリーンセーバーを表示します。 

DIM 30% 表示輝度 30%でスクリーンセーバーを表示します。 

OFF スクリーンセーバーを表示しません。 

NAME ROLL 機種名、SDI フォーマットをスクロール表示します。 

DIM 70% 表示輝度 70%でスクリーンセーバーを表示します。 

 

(b) MAIN VIEW 

表示器の表示内容を設定します。設定内容は、ステータス、音声ピークメーター※1、AVDL メーター

（位相調整情報）です。デフォルト設定は 8CH PEAK METER です。 

ステータス、音声ピークメーター、AVDL メーターを表示する設定にした場合、最後の操作から約 10

分経過後に動作します。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 PAYLOAD SET
 SNMP
>DISPLAY
 SDI AMP1
 SDI AMP2

 SCR SAVER
>MAIN VIEW
 OSD
 OSD BRIGHT

DISPLAY
MAIN VIEW
 8CH METER
 16CH METER
 AUTO METER
 AVDL METER
 STATUS
 4CH METER

 

 

8CH PEAK METER 

FS-70U   REF
0

-10
-20
-30
-40
-50
-60

 

8CH（EMB1～8）の音声ピークメーターを表示します。※2 

 SCR SAVER
>MAIN VIEW
 OSD
 OSD BRIGHT

DISPLAY
MAIN VIEW
 8CH METER
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16CH PEAK METER 

FS-70U   REF
0

-10
-20
-30
-40
-50
-60

 

16CH（EMB1～16）の音声ピークメーターを表示します。※2 

 SCR SAVER
>MAIN VIEW
 OSD
 OSD BRIGHT

DISPLAY
MAIN VIEW
 16CH METER

 
 

AUTO PEAK METER 

FS-70U   REF
0

-10
-20
-30
-40
-50
-60

 

音声ピークメーターの表示チャンネル数を自動で切り替えま

す。 

 SCR SAVER
>MAIN VIEW
 OSD
 OSD BRIGHT

DISPLAY
MAIN VIEW
 AUTO METER

 
 

AVDL METER 

FS-70U   REF

9.058uS

0H-5H

 

AVDL メーター（位相調整情報）を表示します。 

 SCR SAVER
>MAIN VIEW
 OSD
 OSD BRIGHT

DISPLAY
MAIN VIEW
 AVDL METER

 
 

STATUS 

2160P59
REF LOCK
AUDIO PKT
0000-1111   

 

信号フォーマット、リファレンス、音声パケット情報他を表示し

ます。 

 SCR SAVER
>MAIN VIEW
 OSD
 OSD BRIGHT

DISPLAY
MAIN VIEW
 STATUS

 
 

4CH PEAK METER 

FS-70U   REF
0

-10
-20
-30
-40
-50
-60

 

4CH（EMB1～4）の音声ピークメーターを表示します。※ 

 SCR SAVER
>MAIN VIEW
 OSD
 OSD BRIGHT

DISPLAY
MAIN VIEW
 4CH METER

 
 

※1 音声ピークメーターは、SDI 入力が重畳する EMB オーディオを AUDIO PROCESS の設定に基づいて処理したデータのピーク

値を示します。SDI 入力時点の EMB オーディオにおけるピークメーターが必要な場合は、AUDIO PROCESS の設定をすべてデ

フォルト状態でご使用してください。 

※2 音声パケットグループの設定に関係なく設定範囲のチャンネルすべてを表示します。 
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(c) OSD 

SDI 出力映像へのオンスクリーンメニュー表示を設定します。デフォルト設定は ENABLE です。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 PAYLOAD SET
 SNMP
>DISPLAY
 SDI AMP1
 SDI AMP2

 SCR SAVER
 MAIN VIEW
>OSD
 OSD BRIGHT

DISPLAY
OSD
 ENABLE
 DISABLE

 

 

DIP-SW1(1)を ON に設定している場合、オンスクリーンメニューは表示禁止です。DIP-SW1(1)の設

定は OSD メニューの設定より優先順位が高いため、オンスクリーンメニューを使用する場合は

DIP-SW1(1)を OFF に設定してください。 

 

ENABLE オンスクリーンメニューを表示します。 

DISABLE オンスクリーンメニューを表示しません。 

 

 

ご注意 

オンスクリーンメニューを表示するためには、DIP-SW1(1)とメニューの設定

が必要です。以下を確認してください。 

・DIP-SW1(1)を OFF にしてください。 

・メニューから CONFIG →DISPLAY→OSD→ENABLE に設定してください。 

・SDI OUT3, SDI OUT4 のみ表示可能です。 

 

(d) OSD BRIGHT 

SDI 出力映像へのオンスクリーンメニューにおける輝度を設定します。デフォルト設定は 100%です。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 PAYLOAD SET
 SNMP
>DISPLAY
 SDI AMP1
 SDI AMP2

 SCR SAVER
 MAIN VIEW
 OSD
>OSD BRIGHT

DISPLAY
OSD BRIGHT
   100   %

 

 

0%～100% OSD の輝度を設定します。 

デフォルトは 100%です。 

 

10) SDI AMP1 

SDI OUT の振幅を微調整します。初期設定でお使いください。 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 SNMP
 DISPLAY
>SDI AMP1
 SDI AMP2
 SDI AMP3

CONFIG
SDI AMP 1
  0

 

 

-2～2 出荷検査時に微調整されており、初期設定が 0 ではない場合

があります。 
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11) SDI AMP2 

SDI OUT2 の振幅を微調整します。初期設定でお使いください。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 DISPLAY
 SDI AMP1
>SDI AMP2
 SDI AMP3
 SDI AMP4

CONFIG
SDI AMP 2
  0

 

 

-2～2 出荷検査時に微調整されており、初期設定が 0 ではない場合

があります。 

12) SDI AMP3 

SDI OUT3 の振幅を微調整します。初期設定でお使いください。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 SDI AMP1
 SDI AMP2
>SDI AMP3
 SDI AMP4
 ALARM

CONFIG
SDI AMP 3
  0

 

 

-2～2 出荷検査時に微調整されており、初期設定が 0 ではない場合

があります。 

 

13) SDI AMP4 

SDI OUT4 の振幅を微調整します。初期設定でお使いください。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 SDI AMP2
 SDI AMP3
>SDI AMP4
 ALARM
 INIT SET

CONFIG
SDI AMP 4
  0

 

 

-2～2 出荷検査時に微調整されており、初期設定が 0 ではない場合

があります。 
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14) ALARM 

異常が発生した場合、Vbus 筐体の接点アラーム端子に出力することが可能です。出力するアラームは

REFERENCE アラーム、SDI IN アラーム、AVDL アラーム、オーディオ MUTE アラーム、モジュールのチッ

プクーリング FAN アラームです。 

チップクーリング FAN アラーム以外は、個別に有効または無効の設定が可能です。 

これらの設定は Vbus 筐体の接点アラーム端子に対する設定であり SNMP トラップの有効無効設定では

ありません。SNMP トラップは常に有効です。 

MUTE アラームの無音条件に関する設定項目は、SNMP トラップ発行の判断基準も兼用します。 

 

(a) REFERENCE 

リファレンス信号が入力途絶した場合またはリファレンス信号が SDI 信号フォーマットに対応しない

場合（フレーム周波数の不一致等）のアラームを設定します。デフォルト設定は DISABLE です。 

SDI 信号とリファレンス信号の対応は(2) 3)REFERENCE SELECT を参照してください。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 SDI AMP2
 SDI AMP3
 SDI AMP4
>ALARM
 INIT SET

>REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
 MUTE

ALARM
REFERENCE
 ENABLE
 DISABLE

 

 

ENABLE リファレンス信号入力途絶時または不適合時のアラームを有

効にします。 

 

>REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
 MUTE

ALARM
REFERENCE
 ENABLE

 
 

DISABLE リファレンス信号入力途絶時または不適合時のアラームを無

効にします。 

 

>REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
 MUTE

ALARM
REFERENCE
 DISABLE
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(b) SDI IN 

SDI 信号が入力途絶した場合のアラームを設定します。デフォルト設定は DISABLE です。 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 SDI AMP2
 SDI AMP3
 SDI AMP4
>ALARM
 INIT SET

 REFERENCE
>SDI IN
 AVDL
 MUTE

ALARM
SDI IN
 ENABLE
 DISABLE

 

 

ENABLE SDI 信号入力途絶時のアラームを有効にします。 

 

 REFERENCE
>SDI IN
 AVDL
 MUTE

ALARM
SDI IN
 ENABLE

 
 

 

 

DISABLE SDI 信号入力途絶時のアラームを無効にします。 

 

 REFERENCE
>SDI IN
 AVDL
 MUTE

ALARM
SDI IN
 DISABLE

 
 

 

(c) AVDL 

AVDL 引き込み範囲外が発生した場合のアラームを設定します。デフォルト設定は DISABLE です。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 SDI AMP2
 SDI AMP3
 SDI AMP4
>ALARM
 INIT SET

 REFERENCE
 SDI IN
>AVDL
 MUTE

ALARM
AVDL
 ENABLE
 DISABLE

 

 

ENABLE AVDL 引き込み範囲外発生時のアラームを有効にします。 

 

 REFERENCE
 SDI IN
>AVDL
 MUTE

ALARM
AVDL
 ENABLE

 
 

DISABLE AVDL 引き込み範囲外発生時のアラームを無効にします。 

 

 REFERENCE
 SDI IN
>AVDL
 MUTE

ALARM
AVDL
 DISABLE
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(d) MUTE 

オーディオ MUTE の検出条件を設定します。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 SDI AMP2
 SDI AMP3
 SDI AMP4
>ALARM
 INIT SET

 REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
>MUTE

 

 

① DETECT 

オーディオ MUTE の検出に対する有効・無効の設定です。デフォルト設定は DISABLE です。 

 REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
>MUTE

>DETECT
 LOGIC
 TIME
 LEVEL
 EMB

MUTE
DETECT
 DISABLE
 ENABLE

 

 

DISABLE オーディオ MUTE 検出時のアラームを無効にします。 

>DETECT
 LOGIC
 TIME
 LEVEL
 EMB

MUTE
DETECT
 DISABLE

 
 

ENABLE オーディオ MUTE 検出時のアラームを有効にします。 

アラーム発生条件は②LOGIC で設定します。 

>DETECT
 LOGIC
 TIME
 LEVEL
 EMB

MUTE
DETECT
 ENABLE

 

 

② LOGIC 

オーディオ MUTE 状態を監視する音声チャンネルを複数選択した場合、複数のチャンネルに対

し AND 条件で監視するか、OR 条件で監視するか選択できます。デフォルト設定は AND です。 

この設定は、SNMP の無音トラップ条件にも適用します。 

 REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
>MUTE

 DETECT
>LOGIC
 TIME
 LEVEL
 EMB

MUTE
LOGIC
 AND
 OR

 

 

AND オーディオ MUTE 状態を監視するすべてのチャンネルにおい

て MUTE を検出した場合のアラームを有効にします。 

 DETECT
>LOGIC
 TIME
 LEVEL
 EMB

MUTE
LOGIC
 AND
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OR オーディオ MUTE 状態を監視するチャンネルにおいて、1 チャ

ンネル以上の MUTE を検出した場合のアラームを有効にしま

す。 

 DETECT
>LOGIC
 TIME
 LEVEL
 EMB

MUTE
LOGIC
 OR

 
 

 

③ TIME 

MUTE 判定の時間条件を設定します。デフォルト設定は 3 秒です。 

この設定は、SNMP の無音トラップ条件にも適用します。 

 REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
>MUTE

 DETECT
 LOGIC
>TIME
 LEVEL
 EMB

MUTE
TIME
     n   s

 

 

3～90 設定値（秒数）以上の MUTE 状態を検出します。 

 DETECT
 LOGIC
>TIME
 LEVEL
 EMB

MUTE
TIME
     3   s

 

 

④ LEVEL 

MUTE 判定のレベル条件を設定します。デフォルト設定は-80dB です。 

 この設定は、SNMP の無音トラップ条件にも適用します。 

 REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
>MUTE

 DETECT
 LOGIC
 TIME
>LEVEL
 EMB

MUTE
LEVEL
   -n     dB

 

 

-80～-50 設定値(dB)以下の場合を MUTE 状態と検出します。 

 DETECT
 LOGIC
 TIME
>LEVEL
 EMB

MUTE
LEVEL
   -80    dB
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⑤ EMB1～2 

MUTE 状態を監視する音声チャンネルを選択します。デフォルト設定は EMB1～2 が ENABLE

で、EMB3～32 は DISABLE です。 この設定は、SNMP の無音トラップ条件にも適用します。 

 

EMB
EMB1
 ENABLE
 DISABLE

 REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
>MUTE

 DETECT
 LOGIC
 TIME
 LEVEL
>EMB

>EMB1
 EMB2
 EMB3
 ～
 EMB32

 

 

ENABLE MUTE 検出を有効にします。 

EMB
EMB1
 ENABLE

 
 

DISABLE MUTE 検出を無効にします。 

EMB
EMB1
 DISABLE

 
 

 

⑥ EMB3～32 

MUTE 状態を監視する音声チャンネルを選択します。デフォルト設定は各チャンネルに対して

DISABLE です。 この設定は、SNMP の無音トラップ条件にも適用します。 

 

EMB
EMB3
 DISABLE
 ENABLE

 REFERENCE
 SDI IN
 AVDL
>MUTE

 DETECT
 LOGIC
 TIME
 LEVEL
>EMB

 EMB1
 EMB2
>EMB3
 ～
 EMB32

 

 

DISABLE MUTE 検出を無効にします。 

EMB
EMB3
 DISABLE

 
 

ENABLE MUTE 検出を有効にします。 

EMB
EMB3
 ENABLE
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【使用例】 

・ EMB1にEMB1、EMB2にEMB2を割り当て、EMB1、EMB2が同時にMUTEした場合を検出したい。MUTE

の条件は、5秒間-80dBとしたい。 

 

(a)  AUDIO PROCESS→OUTPUT CH SEL→EMB1にEMB1を設定してください。 

(b)  AUDIO PROCESS→OUTPUT CH SEL→EMB2にEMB2を設定してください。 

(c)  CONFIG→ALARM→MUTE→DETECT→ENABLEを設定してください。 

(d)  CONFIG→ALARM→MUTE→LOGIC→ANDを設定してください。 

(e)  CONFIG→ALARM→MUTE→TIME→5s 

(f)  CONFIG→ALARM→LEVEL→-80dB 

(g)  CONFIG→ALARM→EMB1→ENABLE 

(h)  CONFIG→ALARM→EMB2→ENABLE 

(i)  CONFIG→ALARM→EMB3～32→DISABLE 

 

・ EMB1にEMB1、EMB2にEMB2を割り当て、EMB1またはEMB2一方がMUTEした場合を検出したい。

MUTEの条件は、5秒間-80dBとしたい。（上記の例と(d)が変わります） 

 

(a)  AUDIO PROCESS→OUTPUT CH SEL→EMB1にEMB1を設定してください。 

(b)  AUDIO PROCESS→OUTPUT CH SEL→EMB2にEMB2を設定してください。 

(c)  CONFIG→ALARM→MUTE→DETECT→ENABLEを設定してください。 

(d)  CONFIG→ALARM→MUTE→LOGIC→ORを設定してください。 

(e)  CONFIG→ALARM→MUTE→TIME→5s 

(f)  CONFIG→ALARM→LEVEL→-80dB 

(g)  CONFIG→ALARM→EMB1→ENABLE 

(h)  CONFIG→ALARM→EMB2→ENABLE 

(i)  CONFIG→ALARM→EMB3～32→DISABLE 

 

 

 

 

15) INITIAL RESET 

すべての設定を工場出荷設定に戻します。 

この項目を選択して ENTER を押すと確認メッセージを表示します。 

実行する場合は ENTER を押してください。キャンセルする場合は MENU を押してください。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
>CONFIG
 INFO

 SDI AMP2
 SDI AMP3
 SDI AMP4
 ALARM
>INIT SET

CONFIG
INIT SET
 INI?

 

 

 

ご注意 

INITIAL RESET を実行するとすべての設定を消去し工場出荷設定に戻しま

す。実行の際は十分にご注意ください。 
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(7)  INFORMATION 

本体の状態を表示します。 

 

1) VERSION 

SOFT、HARD のバージョン情報を表示します。 

>SOFT
 HARD 1
 HARD 2

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG
>INFO

>VERSION
 STATUS
 PAYLOAD IN
 PAYLOAD OT
 OETF

 

 

SOFT  SOFT のバージョンを表示します。 

 

>SOFT
 HARD 1
 HARD 2

VERSION
SOFT
   X.XX XXX

 
 

HARD MAIN HARD MAIN のバージョン情報を表示します。 

 

 SOFT
>HARD 1
 HARD 2

VERSION
HARD 1
 XX.XX.XX

 
 

HARD GENLOCK ゲンロックのバージョン情報を表示します。 

 

 SOFT
 HARD 1
>HARD 2

VERSION
HARD 2
 XX

 
 

 

2) STATUS 

機器の情報を表示します。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG
>INFO

 VERSION
>STATUS
 PAYLOAD IN
 PAYLOAD OT
 OETF

VIDEO FORMAT

REFERENCE

AUDIO PACKET

2160P59
REF LOCK
AUDIO PKT
0000-1111

 

 

 

VIDEO FORMAT 受信中の SDI 信号フォーマットを表示します。 
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REFERENCE リファレンスのロック状態を表示します。 

・REF LOCK リファレンスロック状態を示します。 

・REF UNLOCK  リファレンスロック待ち状態または受信

中の SDI 信号とリファレンスのフレーム

レートが一致しない状態を示します。 

・LINE LOCK ラインロック状態を示します。 

・NO REF リファレンス途絶状態を示します。 

FAN MONITOR FAN 回転数を表示します。 

OSD 表示のみです。本体前面の表示器では表示しません。 

AUDIO PACKET 受信中の SDI 信号における EMB 音声パケットステータス

（GRP8～GRP1 の順）を示します。音声位相情報エラーを検出

した場合、OSD では ERR マーク、前面パネルでは赤で表示し

ます。 

 

 

ご注意 

INITIAL RESET を実行するとすべての設定を消去し工場出荷設定に戻しま

す。実行の際は十分にご注意ください。 

 

 

以下の例は、受信中の SDI 信号フォーマットが 2160p59.94 で、リファレンスロック状態であることを示します。 

 

STATUS
VIDEO FORMAT:2160p59
REFERENCE   :REF LOCK
FAN MONITOR :150(100%)
AUDIO PACKET:
 [GRP8] 0000-1111 [GRP1]

 

図4-12 ステータス表示の例（OSD） 

 

 

ご注意 

オンスクリーンメニューを表示するためには、DIP-SW1(1)とメニューの設定

が必要です。以下を確認してください。 

・DIP-SW1(1)を OFF にしてください。 

・メニューから CONFIG →DISPLAY→OSD→ENABLE に設定してください。 

・SDI OUT3, SDI OUT4 のみ表示可能です。 
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2160P59
REF LOCK
AUDIO PKT
0000-1111

 

図4-13 ステータス表示の例（本体前面の表示器） 

 

 

以下の例は、受信中の SDI 信号フォーマットが 1080i59.94 で、リファレンスロック状態であることを示します。

オーディオの状態は、SDI 信号における音声パケットはオーディオグループ 1～4 が存在し、音声位相情報エ

ラーを検出していることを示します。（OSD における”ERR”表示および本体前面の表示器における赤文字で

表示） 

 

STATUS
VIDEO FORMAT:1080i59.94
REFERENCE   :REF LOCK
FAN MONITOR :150(100%)
AUDIO PACKET:
 [GRP8] 0000-1111 [GRP1] ERR

 

図4-14 ステータス表示の例（OSD） 

 

 

1080i59.94
REF LOCK
AUDIO PKT
0000-1111

 

図4-15 ステータス表示の例（本体前面の表示器） 

 

 

ご注意 

“ERR”を表示または赤文字で表示する場合、音声位相情報エラーを検出しています。音声位相情報エ

ラーは、エンベデッド音声パケットの位相情報とSDI入力におけるパケット間隔がずれている状態を示し

ます。このとき、出力に無音、音飛び、ノイズなどが発生することがあります。 
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3) PAYLOAD IN 

SDI 入力信号が重畳する Payload ID の 4 ワード情報を示します。SDI 入力に Payload ID を含むフォーマット

のみ、SMPTE352M Video Payload ID の 4 ワードを参照することができます。 

Payload ID はサブイメージごとに、16 進数 8 桁で BYTE4～BYTE1 の順に表示します。 

 

 

 PAYLOAD：
  B4B3B2B1
  B4B3B2B1
　B4B3B2B1
　B4B3B2B1

(a) サブイメージ1のペイロードIDの4ワード

(b) サブイメージ2のペイロードIDの4ワード

(c) サブイメージ3のペイロードIDの4ワード

(d) サブイメージ4のペイロードIDの4ワード

B1: BYTE1
B2: BYTE2
B3: BYTE3
B4: BYTE4

 

図4-16 Payload ID表示の例 
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  SDI 信号ごとの Payload ID 表示は以下の通りです。 

 

表 4-10 SDI 信号ごとの Payload ID 表示 

分類 フォーマット (a) (b) (c) (d) 

HD 1080i60 ⑨ ― ― ― 

1080i59.94 ⑨ ― ― ― 

1080i50 ⑨ ― ― ― 

3G Level-A 1080p60A ⑤ ⑥ ― ― 

3G Level-B 1080p60B ⑦ ⑧ ― ― 

3G Level-A 1080p59.94A ⑤ ⑥ ― ― 

3G Level-B 1080p59.94B ⑦ ⑧ ― ― 

3G Level-A 1080p50A ⑤ ⑥ ― ― 

3G Level-B 1080p50B ⑦ ⑧ ― ― 

HD 1080p30 ⑨ ― ― ― 

1080p29.97 ⑨ ― ― ― 

1080p25 ⑨ ― ― ― 

1080p24 ⑨ ― ― ― 

1080psF24 ⑨ ― ― ― 

1080p23.98 ⑨ ― ― ― 

1080psF23.98 ⑨ ― ― ― 

12G 2160p60 ① ② ③ ④ 

2160p59.94 ① ② ③ ④ 

2160p50 ① ② ③ ④ 

6G 2160p30 ① ② ③ ④ 

2160p29.97 ① ② ③ ④ 

2160p25 ① ② ③ ④ 

2160p24 ① ② ③ ④ 

2160p23.98 ① ② ③ ④ 

HD 720p60 ⑨ ― ― ― 

720p59.94 ⑨ ― ― ― 

720p50 ⑨ ― ― ― 

①～④ ： サブイメージ 1～4 の Payload ID（12G-SDI, 6G-SDI） 

⑤～⑥ ： 3G Level-A におけるデータストリーム 1～2 の Payload ID 

⑦ ： 3G Level-B におけるデータストリーム 1 の Y 系列が含む Payload ID 

⑧ ： 3G Level-B におけるデータストリーム 2 の Y 系列が含む Payload ID 

⑨ ： 含む場合があります。（HD-SDI） 

― ： 無効値です。 

 

 

ご注意 

フォーマットが HD-SDI の場合は(a)のみ有効です。(b)～(d)は無効値です。 

 

 

ご注意 

フォーマットが 12G、6G、3G Level-A、3G Level-B の場合、SDI 入力が含む

Payload ID を SDI 出力に重畳します。 

フォーマットが HD-SDI の場合、CONFIG→PAYLOAD OVERWRITE の設定

値にしたがった Payload ID を SDI 出力に重畳します。 
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4) PAYLOAD OUT 

SDI 出力信号に重畳する Payload ID の 4 ワード情報を示します。SDI 出力フォーマットに Payload ID を重畳

するフォーマットのみ、SMPTE352M Video Payload ID を参照することができます。 

12G-SDI、6G-SDI 信号入力時は、各サブイメージのペイロード ID を表示します。 

3G の場合は、上側 2 行が有効です。 

HD の場合は、上側 1 行が有効です。 

 

 PAYLOAD：
  0180CACE
  0180CACE
　0180CACE
　0180CACE

サブイメージ1のペイロードIDの4ワード

サブイメージ2のペイロードIDの4ワード

サブイメージ3のペイロードIDの4ワード

サブイメージ4のペイロードIDの4ワード

 

図4-17 Payload ID表示の例 

 

 

 

5) OETF 

IN、OUT の OETF を表示します。 

表示内容は SDR、HLG、S-LOG3 です。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG
>INFO

 STATUS
 PAYLOAD IN
 PAYLOAD OT
>OETF
 COLORIMTRY

IN OETF

OUT OETF

IN OETF:
 SDR
OUT OETF:
 HLG

 

 

 

 

6) COLORIMETRY 

IN、OUT の COLORIMETRY を表示します。 

表示内容は BT.709 または BT.2020 です。 

 

 VIDEO PRCS
 AUDIO PRCS
 TC PRCS
 CONFIG
>INFO

 STATUS
 PAYLOAD IN
 PAYLOAD OT
 OETF
>COLORIMTRY

IN COLORIMETRY

OUT COLORIMETRY

IN COLOR:
 BT.709
OUT COLOR:
 BT.2020

 

 

 

 



 125 

5． ダウンミックス 
 

本製品は、3/2 サラウンド音声をダウンミックスして出力することができます。 

また、局間制御パケット（ARIB STD-B39）のカレント音声モードおよびカレント DM 指定により、ダウンミックス係

数を自動で変更することも可能です。 

 

ダウンミックスの手順 

(1)  ダウンミックス出力チャンネルの設定 

ダウンミックスした音声を、どのチャンネルに出力するかを決定します。 

「OUTPUT CH SELECT」で、出力したいチャンネルに「DOWNMIX L」または「DOWNMIX R」を選択します。 

 

(2)  ダウンミックス入力チャンネルの設定 

ダウンミックスの音声ソースは、エンベデッド音声入力またはAES/EBU音声入力から選択できます。 

3/2サラウンド音声のL、R、C、Ls、Rsそれぞれが音声入力のどのチャンネルに該当するかを選択してくださ

い。 

工場出荷設定は、SMPTE 320Mに基づき以下の通りに設定しています。実際の運用と異なる場合は、適切

に設定を行ってください。 

 

表5-1 ダウンミックス入力チャンネルの工場出荷設定 

チャンネル 設定 

L EMB 1 

R EMB 2 

C EMB 3 

Ls EMB 5 

Rs EMB 6 

 

※5.1サラウンド時のLFEチャンネルはダウンミックスの計算式に含まないため、ダウンミックスに使用できません。 

LFEチャンネルも含めたダウンミックスを行う場合は、「CUSTOM MIX」機能をご利用ください。 

 

(3)  ダウンミックス係数の設定 

（2）で選択した入力チャンネルに、それぞれ係数をかけて加算したものがダウンミックス音声です。 

 

 

𝐷𝑜𝑤𝑛𝑚𝑖𝑥𝐿 = (L × 係数
𝐿

𝑅
) + (𝐶 × 係数𝐶) + (𝐿𝑠 × 係数

𝐿𝑠

𝑅𝑠
) 

 

𝐷𝑜𝑤𝑛𝑚𝑖𝑥𝑅 = (R × 係数
𝐿

𝑅
) + (𝐶 × 係数𝐶) + (𝑅𝑠 × 係数

𝐿𝑠

𝑅𝑠
) 

 

 

(i)  ダウンミックス係数の手動設定 

係数L/R、係数C、係数Ls/Rsを「DOWNMIX LEVEL」で設定します。 

「AUTO」は「DISABLE」に設定します。PAY 
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(ii)  ダウンミックス係数の自動設定 

「DOWNMIX LEVEL」の「AUTO」を「ENABLE」に設定することにより、局間制御パケットのカレント音

声モードおよびカレントDM指定を検出し、ダウンミックス係数を自動で設定することが可能です。 

 

ダウンミックス係数を自動設定する条件は以下の通りです。 

・カレント音声モードが 0x11、0x12、0x15、0x17（3/2 サラウンドを含む構成）である。 

・カレント DM 指定が有効値（無指定、または予約ではない）である。 

 

自動設定する係数の算出方法は、以下の通りです。 

(a) カレントDM指定に対するAの値を取得 （ARIB STD-B39に基づく） 

 

表 5-2 カレント DM 指定に対するダウンミックス係数 

カレントDM Aの値 

‘00’ A = 1/√2 

‘01’ A = 1/2 

‘10’ A = 1/(2√2) 

‘11’ A = 0 

 

(b) 下記の計算式よりL/R、C、Ls/Rsの係数を求めます。 

 

𝐿′ =

𝐿 +
𝐶

√2
+ 𝐴 × 𝐿𝑠

1 +
1

√2
+ 𝐴

 

 

 

𝑅′ =

𝑅 +
𝐶

√2
+ 𝐴 × 𝑅𝑠

1 +
1

√2
+ 𝐴

 

 

 

この計算式による計算結果を0.1dB単位に丸めた値を係数として自動設定します。 

表5-3に、設定値の一覧を示します。 

 

表 5-3 カレント DM 指定対ダウンミックス係数 

 
DOWNMIX LEVEL 

L/R C Ls/Rs 
カレント DM 指定 

 
‘00’（A = 1/√2） -7.7[dB] -10.7[dB] -10.7[dB] 

‘01’（A = 1/2） -6.9[dB] -9.9[dB] -12.9[dB] 

‘10’（A = 1/(2√2)） -6.3[dB] -9.3[dB] -15.3[dB] 

‘11’（A = 0） -4.6[dB] -7.7[dB] MUTE 
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6． アンシラリデータパケット 
 

SDI IN に入力する信号が重畳するアンシラリデータパケットの取り扱いは、SYNC モードにより異なります。AVDL

モードでは、すべての HANC、VANC 領域を通過します。このため、AUDIO PROCESS の設定は効果がありませ

ん。AUDIO PROCESS の設定を使用する場合は、FS モードを選択してください。 

 

1． AVDL モード 

AVDL モードは、SDI 入力信号の位相が AVDL の引き込み範囲であることが前提です。AVDL の引き込み範囲内

である場合、すべてのアンシラリデータをスルー出力します。AVDL の引き込み範囲外である場合は SDI 出力信

号におけるアンシラリデータパケットの重畳ラインにずれが発生します。 

Payload ID は SDI 入力信号が重畳するデータをスルー出力します。フォーマット探索が個別（ SYSTEM→

FORMAT を個別）に設定し SDI 入力が途絶した場合、Payload ID は以下のデフォルト値を重畳します。 

 

表 6-1 Payload ID のデフォルト設定（AVDL モード） 

分類 フォーマット サブイ 

メージ 1 

サブイ 

メージ 2 

サブイ 

メージ 3 

サブイ 

メージ 4 

HD 1080i60 01800785 ― ― ― 

1080i59.94 01800685 ― ― ― 

1080i50 01800585 ― ― ― 

3G Level-A 1080p60A 0180CB89 0180CB89 ― ― 

3G Level-B 1080p60B 0180CA89 0180CA89 ― ― 

3G Level-A 1080p59.94A 0180C989 0180C989 ― ― 

3G Level-B 1080p59.94B 01804B8A 41804B8A ― ― 

3G Level-A 1080p50A 01804A8A 41804A8A ― ― 

3G Level-B 1080p50B 0180498A 4180498A ― ― 

HD 1080p30 0180C785 ― ― ― 

1080p29.97 0180C685 ― ― ― 

1080p25 0180C585 ― ― ― 

1080p24 0180C385 ― ― ― 

1080psF24 01804385 ― ― ― 

1080p23.98 0180C285 ― ― ― 

1080psF23.98 01804285 ― ― ― 

12G 2160p60 0180CBCE 0180CBCE 0180CBCE 0180CBCE 

2160p59.94 0180CACE 0180CACE 0180CACE 0180CACE 

2160p50 0180C9CE 0180C9CE 0180C9CE 0180C9CE 

6G 2160p30 0180C7C0 0180C7C0 0180C7C0 0180C7C0 

2160p29.97 0180C6C0 0180C6C0 0180C6C0 0180C6C0 

2160p25 0180C5C0 0180C5C0 0180C5C0 0180C5C0 

2160p24 0180C3C0 0180C3C0 0180C3C0 0180C3C0 

2160p23.98 0180C2C0 0180C2C0 0180C2C0 0180C2C0 

HD 720p60 01804B84 ― ― ― 

720p59.94 01804A84 ― ― ― 

720p50 01804984 ― ― ― 

※各設定値は BYTE4～BYTE1 の順に配置 

 

ご注意 

上記の条件で 1080psF30/29.97/25 を使用する場合、信号が途絶すると

1080i60/59.94/50 の Payload ID を重畳します。 
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2． FS モード 

FS モードでは、一部の HANC データ（ペイロード ID パケット、9/571 ラインに存在する LTC/VITC パケット）と、一

部の VANC データ（Y 領域は通過、C 領域はマスク）が通過します。VANC 領域に挿入されている RP188 アンシ

ラリタイムコードパケットは無効パケットに変換し、再重畳します。 

 HANC 領域に存在するアンシラリデータパケットは、Payload ID パケット、9/571 ラインに存在する LTC/VITC

パケットのみ通過します。 

 VANC 領域に存在するアンシラリデータパケットは Y 領域のみ通過し、C 領域はすべてマスクします。また

RP188 アンシラリタイムコードパケットは無効パケットに変換し、再重畳）します。 

 音声パケット（HANC 領域に存在するアンシラリデータパケット）は、SRC、音声遅延の処理（AUDIO 

PROCESS で設定の処理）後に重畳します。重畳は GROUP ごとに設定可能（HD、3G Level-A、6G、12G は

最大 4 GROUP、3G Level-B は最大 8 GROUP）です。12G-SDI、6G-SDI の場合は、ストリーム設定（1～4、

ALL）が可能です。 

 Payload ID パケットの重畳は SDI 入力信号のフォーマットと設定により動作が変化します。 

CONFIG→PAYLOAD OVERWRITE→THRU, AUTO, CUSTOM, DISABLE の設定とフォーマットの対応は以

下の通りです。 

 

表 6-2 Payload ID の対応 

映像フォーマット 12G/6G/3G HD 

入力側の重畳 あり なし あり なし 

出力側の重畳 THRU 入力値 デフォルト値 入力 なし 

AUTO デフォルト値 ← ← ← 

CUSTOM 設定値 ← ← ← 

DISABLE 入力値 デフォルト値 なし なし 

 

 SDI 入力信号のフォーマットが 12G-SDI、6G-SDI で、AUDIO PROCESS→OUT STREAM→ALL を設定し

CONFIG→PAYLOAD OVERWRITE→THRU を設定している場合に重畳しているパケットを加工します。そ

の他の場合は、通過します。 

 サブイメージ 2～4 の Payload ID 

 BYTE4 の bit2 (Audio Copy Status)を’1’に設定 
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表 6-3 Payload ID のデフォルト設定（FS モード） 

分類 フォーマット 

OUT STREAM： 1～4 の場合 OUT STREAM： ALL の場合 

サブイ 

メージ 1 

サブイ 

メージ 2 

サブイ 

メージ 3 

サブイ 

メージ 4 

サブイ 

メージ 1 

サブイ 

メージ 2 

サブイ 

メージ 3 

サブイ 

メージ 4 

HD 1080i60 01800785 ― ― ― 01800785 ― ― ― 

1080i59.94 01800685 ― ― ― 01800685 ― ― ― 

1080i50 01800585 ― ― ― 01800585 ― ― ― 

3G Level-A 1080p60A 0180CB89 0180CB89 ― ― 0180CB89 0180CB89 ― ― 

3G Level-B 1080p60B 0180CA89 0180CA89 ― ― 0180CA89 0180CA89 ― ― 

3G Level-A 1080p59.94A 0180C989 0180C989 ― ― 0180C989 0180C989 ― ― 

3G Level-B 1080p59.94B 01804B8A 41804B8A ― ― 01804B8A 41804B8A ― ― 

3G Level-A 1080p50A 01804A8A 41804A8A ― ― 01804A8A 41804A8A ― ― 

3G Level-B 1080p50B 0180498A 4180498A ― ― 0180498A 4180498A ― ― 

HD 1080p30 0180C785 ― ― ― 0180C785 ― ― ― 

1080p29.97 0180C685 ― ― ― 0180C685 ― ― ― 

1080p25 0180C585 ― ― ― 0180C585 ― ― ― 

1080p24 0180C385 ― ― ― 0180C385 ― ― ― 

1080p23.98 0180C285 ― ― ― 0180C285 ― ― ― 

1080psF30 01804785 ― ― ― 01804785 ― ― ― 

1080psF29.97 01804685 ― ― ― 01804685 ― ― ― 

1080psF25 01804585 ― ― ― 01804585 ― ― ― 

1080psF24 01804385 ― ― ― 01804385 ― ― ― 

1080psF23.98 01804285 ― ― ― 01804285 ― ― ― 

12G 2160p60 0180CBCE 0180CBCE 0180CBCE 0180CBCE 0180CBCE 0580CBCE 0580CBCE 0580CBCE 

2160p59.94 0180CACE 0180CACE 0180CACE 0180CACE 0180CACE 0580CACE 0580CACE 0580CACE 

2160p50 0180C9CE 0180C9CE 0180C9CE 0180C9CE 0180C9CE 0580C9CE 0580C9CE 0580C9CE 

6G 2160p30 0180C7C0 0180C7C0 0180C7C0 0180C7C0 0180C7C0 0580C7C0 0580C7C0 0580C7C0 

2160p29.97 0180C6C0 0180C6C0 0180C6C0 0180C6C0 0180C6C0 0580C6C0 0580C6C0 0580C6C0 

2160p25 0180C5C0 0180C5C0 0180C5C0 0180C5C0 0180C5C0 0580C5C0 0580C5C0 0580C5C0 

2160p24 0180C3C0 0180C3C0 0180C3C0 0180C3C0 0180C3C0 0580C3C0 0580C3C0 0580C3C0 

2160p23.98 0180C2C0 0180C2C0 0180C2C0 0180C2C0 0180C2C0 0580C2C0 0580C2C0 0580C2C0 

HD 720p60 01804B84 ― ― ― 01804B84 ― ― ― 

720p59.94 01804A84 ― ― ― 01804A84 ― ― ― 

720p50 01804984 ― ― ― 01804984 ― ― ― 

※各設定値は BYTE4～BYTE1 の順に配置 

※各設定値は例です。(入力側の設定により変化) 

 

ご注意 

1080psF30/29.97/25 を使用しフォーマット設定を個別にする場合は、

1080i60/59.94/50 を設定してください。 
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7． タイムコード 
 

本製品は、SDI 出力にタイムコードパケット（SMPTE RP188）を重畳することができます。（FS モードの場合のみ） 

タイムコードのソースは、自走、シングルエンド LTC 入力、SDI IN のタイムコードパケット（SMPTE RP188）、また

は、これらのソースで動作している他、MUX-70U シリーズ（12G 対応オーディオマルチプレクサ―）モジュールを

マスターとする同期（サブ）から選択できます。 

※設定方法は、(5) TC PROCESS の項をご覧ください。 

 

1. アンシラリタイムコード 

1) パケット重畳位置 

アンシラリタイムコードは、H ブランキングの Y ストリーム（3G Level-B 時は LINK A の Y ストリーム）領域に

重畳します。 

重畳ラインはフォーマットごとに固定です。 

 

表 7-1 アンシラリタイムコード重畳ライン 

映像フォーマット 
アンシラリタイムコード重畳ライン 

LTC VITC1 VITC2 

1080i60/59.94/50 

1080psF24/23.98 
10 9 571 

1080p60B/59.94B/50B （3G Level-B） 10 9 571 

1080p60A/59.94A/50A/30/29.97/25/24/23.98 

720p60/59.94/50 
10 9 - 

2160p60/59.94/50/30/29.97/25/24/23.98 ※ 10 9 - 

※2160p60, 59, 50, 30, 29.97, 25, 24, 23.98 は、サブイメージのラインを示します。 

 

2) バイナリグループ 

バイナリグループ 1～8、およびバイナリグループフラグは常に 0h 固定です。 

 

3) 分散バイナリビット（DBB） 

DBB1 は、アンシラリ LTC であれば 00h、アンシラリ VITC1 であれば 01h、アンシラリ VITC2 であれば 02h

です。 

DBB2 は常に 00h 固定です。 
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4) 各種フラグ 

フィールド/極性調整フラグは、アンシラリ LTC であれば極性調整フラグ、アンシラリ VITC1 または VITC2 で

あればフィールドフラグとして使用します。 

 

表 7-2 フィールド/極性調整フラグ 

映像フォーマット 
フィールド/極性調整フラグ 

LTC VITC1 VITC2 

1080i60/59.94/50 

1080p60B/59.94B/50B 

1080psF24/23.98 

極性調整フラグ 
0：ODD フィールド 0：ODD フィールド 

1：EVEN フィールド 1：EVEN フィールド 

1080p60A/59.94A/50A 

720p60/59.94/50 
極性調整フラグ 

0：偶数フレーム 0：偶数フレーム 

1：奇数フレーム 1：奇数フレーム 

1080p30/29.97/25/24/23.98 極性調整フラグ 0 固定 0 固定 

2160p60/59.94/50 極性調整フラグ 
0：偶数フレーム 0：偶数フレーム 

1：奇数フレーム 1：奇数フレーム 

2160p30/29.97/25/24/23.98 極性調整フラグ 0 固定 0 固定 

 

フィールドフラグ、バイナリグループフラグのビット配置は、50Hz/25Hz 系映像フォーマットでは、SMPTE 

12M が示すビットに配置します。 

 

表 7-3 各種フラグのビット配置（LTC ビット番号相当） 

 

60/59.97/50/ 

30/29.97/25/ 

24/23.98Hz 系 

50/25Hz 系 

フィールド/極性調整フラグ 27 59 

バイナリグループフラグ 0 43 27 

バイナリグループフラグ 2 59 43 

 

ドロップフレームフラグは出力に引き継ぎ、カウントモードは自動的にドロップフレーム動作となります。 

カラーフレームフラグは、2 フレーム遅延で出力に引き継ぎます。 

 

2. LTC 入力とフレームの関係 

タイムコード取得先に LTC 入力を選択した場合、LTC IN の位相関係は SDI OUT の位相を基準に定義しま

す。 

FS-70Uは、LTC入力値に対してフレーム値を算出します。このため、LTC入力値に不連続が発生した場合

は、2 フレーム遅延して出力に反映します。また、LTC 入力のカウントが停止している場合、LTC 入力値に

対して+2 フレームの値を出力します。 

 

ご注意 

LTC 入力が途絶した場合、LTC 入力のカウント停止が発生した場合、2 フ

レーム遅延して出力に反映します。このため、LTC 信号源が停止すると 2 フ

レーム分の遅延が発生します。 
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3. タイムコード表示 

SDI 出力映像へのオンスクリーンタイムコードは、次のフォーマットにより表示します。 

 

    SRC{STAT}HH.MM.SS{flag}FF     

 

[SRC] タイムコード取得先 

INT 内部で作成したタイムコードを使用していることを示します。 

LTC LTC IN から取得したタイムコードを表示します。 

ATC SDI IN が含むアンシラリタイムコード(VITC または LTC)を表示します。 

SUB MASTER 設定のモジュールが分配するタイムコードを表示します。 

 

{STAT} タイムコード受信状態 

“ “(SPACE) タイムコード取得先から受信できていることを示します。 

“_” 内部で作成したタイムコードを使用している状態を示します。 

“ “⇔”_”（繰り返し） SRC が SUB で、60, 59.94, 50 フレーム/秒の場合を示します。 

 

HH 時を示します。（00～23） 

MM 分を示します。（00～59） 

SS 秒を示します。(00～59) 

FF フレームを示します。(00～29) 

 

f{lag} フラグ 

“.”⇔“:”(繰り返し) Non Drop Frame 

インタレースまたはセグメンテッドフォーマットの場合、“.”は、ODD フィール

ド、”:”は、EVEN フィールドを示します。 

プログレッシブフォーマットで 60, 59.94, 50 フレーム/秒の場合、”.”は奇数フ

レーム、”:”は偶数フレームを示します。 

“,”⇔“;” (繰り返し) Drop Frame 

インタレースまたはセグメンテッドフォーマットの場合、“,”は、ODD フィール

ド、”;”は、EVEN フィールドを示します。 

プログレッシブフォーマットで 60, 59.94, 50 フレーム/秒の場合、”,”は奇数フ

レーム、”;”は偶数フレームを示します。 

“.” Non Drop Frame 

プログレッシブフォーマットで 30, 29.97, 25, 24, 23 フレーム/秒の場合、”.”を表

示します。 

“,” Drop Frame 

プログレッシブフォーマットで 30, 29.97, 25, 24, 23 フレーム/秒の場合、”,”を表

示します。 

 

ご注意 

タイムコードを複数モジュール間で共有する場合、MASTER 設定のモジュー

ルは筐体内で 1 台のみとしてください。複数モジュールが MASTER 設定の

場合、信号の衝突が発生し、正常に動作しなくなります。 
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表 7-4 フラグ表示例 

フォーマット フィールド フレーム 

Non 

Drop Frame Drop Frame 備考 

1080i60 ODD ― “.” “,”  

EVEN ― ”:” ”;”  

1080i59.94 ODD ― “.” “,”  

EVEN ― ”:” ”;”  

1080i50 ODD ― “.” “,”  

EVEN ― ”:” ”;”  

1080p60A ― ODD “.” “,”  

― EVEN ”:” ”;”  

1080p60B ― ODD “.” “,” 3G Level-B 

― EVEN ”:” ”;” 

1080p59.94A ― ODD “.” “,” 3G Level-B 

― EVEN ”:” ”;” 

1080p59.94B ― ODD “.” “,” 3G Level-B 

― EVEN ”:” ”;” 

1080p50A ― ODD “.” “,”  

― EVEN ”:” ”;”  

1080p50B ― ODD “.” “,”  

― EVEN ”:” ”;”  

1080p30 ― 全 “.” “,” 一定 

1080p29.97 ― 全 “.” “,” 一定 

1080p25 ― 全 “.” “,” 一定 

1080p24 ― 全 “.” “,” 一定 

1080psF24 ODD ― “.” “,”  

EVEN ― ”:” ”;”  

1080p23.98 ― 全 “.” “,” 一定 

1080psF23.98 ODD ― “.” “,”  

EVEN ― ”:” ”;”  

2160p60 ― ODD “.” “,”  

― EVEN ”:” ”;”  

2160p59.94 ― ODD “.” “,”  

― EVEN ”:” ”;”  

2160p50 ― ODD “.” “,”  

― EVEN ”:” ”;”  

2160p30 ― 全 “.” “,” 一定 

2160p29.97 ― 全 “.” “,” 一定 

2160p25 ― 全 “.” “,” 一定 

2160p24 ― 全 “.” “,” 一定 

2160p23.98 ― 全 “.” “,” 一定 

720p60 ― ODD “.” “,”  

― EVEN ”:” ”;”  

720p59.94 ― ODD “.” “,”  

― EVEN ”:” ”;”  

720p50 ― ODD “.” “,”  

― EVEN ”:” ”;”  
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8． AVDL 
 

1. AVDL の動作 

FS-70U は AVDL を搭載し最大 10 ライン※1 のラインシンクロナイズを行います。リファレンス信号の位相を基準

として、AVDL の引き込み範囲が定まります。AVDL の引き込み範囲を図 8-1 に示します。AVDL の引き込み範囲

は図中 A 点から最大 10 ライン※1 です。 

 

 SDI 入力信号の位相が図中の「安全な引き込み範囲」にある場合、映像信号を引き込みリファレンス信号と

同相で SDI 信号を出力します。このとき、本体前面の映像入力ランプが緑で点灯します。「安全な引き込み

範囲」は、「引き込み範囲」内で「位相引き込み不可」の範囲から 16 ドット以上離れた領域を示します。 

 SDI 入力信号の位相が図中の「位相引き込み範囲」にあり「安全な引き込み範囲」から外れる場合、映像信

号を引き込みリファレンス信号と同相で SDI 信号を出力しますが、本体前面の映像入力ランプが緑で点滅

します。 

 SDI 入力信号の位相が図中の「引き込み不可」範囲にある場合、出力映像は垂直方向に 10 ライン※1 以上

シフト（水平方向は安定）し、本体前面の映像入力ランプが緑で点滅します。 

 リファレンス信号は筐体からのバスリファレンスを使用します。本体前面表示パネルにリファレンスステータ

ス”REF”が緑色で表示していない場合、筐体にリファレンス信号を接続しているか、筐体のバスリファレンス

が有効になっているか確認してください。 

※1 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-Bのみ(3G Level-A、HD-SDI時は5ライン) 

 

引き込み不可

REF信号
H位相 0-1-6

1H

位相引き込み範囲

SDI IN
入力位相

内部遅延

-5 -2

SDI OUT
出力位相

引き込み不可

VIDEO DELAY = 0VIDEO DELAY = 5H

A

映像が上方向にシフト 映像が下方向にシフト

▼基準点
    (AVDLの引き込み可能点)

安全な引き込み範囲

16ドット 16ドット (a)(d)

(c) (b)

 

図 8-1 AVDL の引き込み範囲 

 

SDI 信号を AVDL で引き込むことができない場合は入力の SDI 信号またはリファレンス信号の位相を調整するか

本製品のゲンロックポジションを調整してください。ゲンロックポジションを調整することにより疑似的にリファレン

ス信号の位相を動かすことが可能です。ゲンロックポジションは、MENU→SYSTEM→PHASE の項目で設定でき

ます。設定方法は、4 章の 3.各機能の説明から(1)SYSTEM の 4)PHASE を参照してください。 

以下に、リファレンス信号の水平位相に対してゲンロックポジションを設定した場合を示します。ゲンロックポジ

ションの H 値をプラス側に設定するとゲンロックポジションは遅延し、マイナス側に設定すると先行します。垂直

位相も同様に設定可能です。 
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REF信号
H位相

ゲンロック
ポジション

(先行の場合)

H設定値
-: 先行

H設定値
-: 先行

ゲンロック
ポジション

(遅延の場合)

H設定値
+: 遅延

H設定値
+: 遅延  

図 8-2 ゲンロックポジションの設定（H 位相） 
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2. AVDL の引き込み範囲 

SDI 入力位相が図 8-1 の AVDL 引き込み可能範囲内の A 点近傍である場合、VIDEO DELAY の値が 0μs に近

くなります。VIDEO DELAY の値は、リファレンス信号と SDI 入力信号の位相差そのものではなく基準点（AVDL の

位相引き込み可能点）を 0 としたときの SDI 入力信号の位相を示します。2160p59.94 では 0～73.7μs（約 5H： 10

ライン）の範囲内にあるとき「AVDL の引き込み範囲内にある」状態を意味します。 

 

AVDL の引き込み範囲を外れた場合、次の動作になります。 

 左側の「引き込み不可範囲」に外れた場合：  10 ライン以上画面上方向にシフトします。 

 右側の「引き込み不可範囲」に外れた場合：  10 ライン以上画面下方向にシフトします。 

※ 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-B のみ(3G Level-A、HD-SDI 時は 5 ライン) 

 

VIDEO DELAY の値は、MENU→SYSTEM→PHASE の項目を選択することにより表示します。本体前面の表示

器の場合は、H または V を選択することにより「VIDEO DLY」を表示します。 

 

PHASE  >H:      0
        V:      0
        (VIDEO DELAY= 0.214uS)

 

図 8-3 オンスクリーンメニューにおける VIDEO DELAY の表示例 

 

PHASE
H:
     0
VIDEO DLY:
 0.214uS

 

図 8-4 本体前面の表示器における VIDEO DLY の表示例 
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VIDEO DELAY の値は表示器の AVDL メーター（位相調整情報）により確認可能です。AVDL メーターを表示する

場合、MENU→CONFIG→DISPLAY→MAIN VIEW→AVDL METER の項目を選択します。 

 

FS-70U   REF

9.058uS

0H-5H

 

図 8-5 本体前面の表示器における AVDL メーターの表示例 

 

AVDL メーター（位相調整情報）は、VIDEO DELAY の値を位相引き込み範囲におけるインジケーターです。 

緑の領域は、安全な位相引き込み範囲を示します。VIDEO DELAY の値がこの範囲にある場合、インジケーター

は緑色で表示します。 

黄色の領域は、位相引き込み範囲内にあり、位相引き込み不可領域に接する 16 ドット分の領域です。この領域

は位相引き込み範囲内ですが SDI 入力信号またはリファレンス信号のゆらぎ等により AVDL の引き込み範囲か

ら外れる可能性がある領域です。VIDEO DELAY の値がこの範囲にある場合、インジケーターは黄色で表示し、

SNMP トラップを発報します。また、設定により Vbus 筐体からモジュールアラームを発生することが可能です。 

赤の領域は、引き込み範囲外を示します。VIDEO DELAY の値がこの範囲にある場合、インジケーターは赤で点

滅し、SNMP トラップを発報します。また、設定により Vbus 筐体からモジュールアラームを発生することが可能で

す。 

 

0H-5H

安全な引き込み範囲

位相引き込み範囲引き込み不可 引き込み不可

FS-70U   REF

9.058uS

0H-5H

赤点滅

16ドット 16ドット

(d)

(c)

(a)

(b)

赤点滅

黄点灯

緑点灯

 

図 8-6 AVDL メーターの表示内容 
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表 8-1 に VIDEO DELAY による引き込み範囲の参考値を示します。表中の(a)～(d)は「図 8-1 AVDL の引き込み

範囲」の(a)～(d)に対応します。この値は引き込み点(a)を 0μs とした場合の引き込み範囲です。(b)～(c)は安全

な引き込み範囲を示し、(d)は引き込み範囲の最大値です。 

 

表 8-1 VIDEO DELAY 引き込み範囲 

SDI 

フォーマット 

VIDEO DELAY 

(a)(μs) 

引き込み点 

(b)(μs) 

+16 ドット 

(c)(μs) 

-16 ドット 

(d)(μs) 

Max 
備考 

1080i60 0 0.216 148.284 148.5  

1080i59.94 0 0.216 148.248 148.5  

1080i50 0 0.216 177.984 178.2  

1080p60A 0 0.107 73.593 73.7  

1080p60B 0 0.216 148.284 148.5 3G Level-Bは10ライン 

1080p59.94A 0 0.107 73.593 73.7  

1080p59.94B 0 0.216 148.27 148.122 3G Level-Bは10ライン 

1080p50A 0 0.107 88.333 88.44  

1080p50B 0 0.230 177.984 178.2 3G Level-Bは10ライン 

1080p30 0 0.216 148.284 148.5  

1080p29.97 0 0.230 148.27 148.5  

1080p25 0 0.216 177.984 178.2  

1080p24 0 0.216 185.409 185.625  

1080psF24 0 0.216 185.409 185.625  

1080p23.98 0 0.216 185.409 185.625  

1080psF23.98 0 0.216 185.409 185.625  

2160p60 0 0.107 73.593 73.7 12G-SDIは10ライン 

2160p59.94 0 0.107 73.593 73.7 12G-SDIは10ライン 

2160p50 0 0.107 88.333 88.44 12G-SDIは10ライン 

2160p30 0 0.189 148.109 148.298 6G-SDIは10ライン 

2160p29.97 0 0.189 148.109 148.298 6G-SDIは10ライン 

2160p25 0 0.310 177.727 178.037 6G-SDIは10ライン 

2160p24 0 0.310 185.166 185.476 6G-SDIは10ライン 

2160p23.98 0 0.310 185.166 185.476 6G-SDIは10ライン 

720p60 0 0.189 111.105 111.294  

720p59.94 0 0.189 111.132 111.321  

720p50 0 0.189 133.299 133.488  

 

なお、表 8-1 に示す値の近傍になるように調整すると、SDI 入力信号または SDI 信号のゆらぎ等により AVDL の

引き込み範囲から外れる場合があります。このとき、出力映像が垂直方向に 10 ライン※以上シフトしますのでご

注意ください。 

※ 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-B のみ(3G Level-A、HD-SDI 時は 5 ライン) 
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3. AVDL の動作条件 

AVDL が正常に動作する条件は以下の通りです。 

 

（１）映像入力がリファレンス信号に同期していること 

（2）映像入力位相が引き込み範囲内（VIDEO DELAYの表示が0～0～5H※以内）であること 

（3）映像入力位相が引き込み範囲内であっても、VIDEO DELAYの表示が0近傍、5H※近傍になる設定を避けてください。 

SDI入力信号またはリファレンス信号のゆらぎにより引き込み不可領域になり、映像が5H※以上上方向または下方

向にずれる場合があります。 

（4）入力スイッチングは、入力映像のスイッチングラインで行われること 

（5）リファレンス信号の瞬断、ゆらぎの影響を受けます。瞬断、ゆらぎを検知した場合、出力はNO SIGNALとなり、正常に

ロックし復帰するまで映像が乱れる場合があります。 

※ 5H : 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-B 時は 10 ライン、3G Level-A、HD-SDI 時は 5 ライン 

 

4. 手動調整手順 

SYSTEM→PHASE→H または SYSTEM→PHASE→V を選択することにより H、V の位相を動かすことができま

す。本体前面の映像入力ランプが緑色に点灯するように設定してください。 

 

※なお、H、V の位相を動かすと AVDL の引き込み範囲と出力の位相が同時に動きますので注意してください。 

 

5. 自動調整手順 

SYSTEM→PHASE→MINIMUM を選択することにより、リファレンス信号と SDI 信号の位相を AVDL の引き込み

範囲で最小の遅延に自動調整します。 

 

※前面表示パネルのリファレンスステータスが緑の場合に操作してください。リファレンスステータスが緑の場合は、ゲンロックがリファレンス

にロックし SDI 入力フォーマットとリファレンスのフォーマットが対応している状態を示します。リファレンスステータスが橙または橙の点滅であ

る場合、遅延時間のずれや AVDL の引き込み範囲外へのずれなどを発生する場合があります。 
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6. リファレンスに対する引き込み範囲 

リファレンスに対する映像入力引き込み範囲は、SDI フォーマットにより変化します。。 

表 8-2 にリファレンスに対する映像入力引き込み範囲を示します。 

なお、表 8-2 に示す値の近傍になるように調整すると、SDI 入力信号またはリファレンス信号のゆらぎ等により

AVDL の引き込み範囲から外れる場合があります。このとき、出力映像が垂直方向に 5H※以上シフトしますので

ご注意ください。 

※ 5H : 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-B 時は 10 ライン、3G Level-A、HD-SDI 時は 5 ライン 

 

SNMP トラップを発報する場合、MENU→CONFIG→SNMP→ENABLE を選択します。 

Vbus 筐体からモジュールアラームを発生する場合、MENU→CONFIG→ALARM→AVDL を選択します。 

 

表 8-2 リファレンスに対する映像入力引き込み範囲 

SDI フォーマット Min(μs) Max(μs) Max(H + μs) 

1080i60 4.8 151.4 5H + 3.1μs 

1080i59.94 4.8 151.4 5H + 3.1μs 

1080i50 4.7 180.9 5H + 3.2μs 

1080p60A 2.0 75.9 5H + 1.8μs 

1080p60B 4.8 151.4 5H +3.1μs 

1080p59.94A 2.0 75.9 5H + 1.8μs 

1080p59.94B 4.8 151.4 5H + 3.1μs 

1080p50A 1.9 90.8 5H + 1.9μs 

1080p50B 4.7 180.9 5H + 3.2μs 

1080p30 4.8 151.4 5H + 3.1μs 

1080p29.97 4.9 151.4 5H + 3.1μs 

1080p25 4.8 180.9 5H + 3.2μs 

1080p24 4.8 188.4 5H + 3.1μs 

1080psF24 4.8 188.4 5H + 3.1μs 

1080p23.98 4.8 188.5 5H + 3.2μs 

1080psF23.98 4.8 188.5 5H + 3.2μs 

2160p60 2.0 75.9 5H + 1.8μs 

2160p59.94 2.0 75.9 5H + 1.8μs 

2160p50 1.9 75.8 5H + 1.7μs 

2160p30 4.8  151.3  5H + 3.2μs 

2160p29.97 4.8  151.3  5H + 3.2μs 

2160p25 4.8  180.9  5H + 3.2μs 

2160p24 4.9  188.3  5H + 3.1μs 

2160p23.98 4.9  188.3  5H + 3.1μs 

720p60 4.8  114.5  5H + 3.4μs 

720p59.94 4.8  114.4  5H + 3.3μs 

720p50 4.7  136.5  5H + 3.2μs 
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9． FS（フレームシンクロナイザー） 
 

1. FS の動作 

FS-70U は FS（フレームシンクロナイザー）を搭載し、20 ライン※1 から最大で 1 フレーム+20 ラインのフレームシ

ンクロナイズを行います。リファレンス信号の位相を基準として FS の引き込み範囲が定まります。FS の引き込み

範囲を図 9-1 に示します。FS の引き込み範囲は図中 A 点から最大 1 フレームです。A 点は 20 ラインですので

20 ライン～1 フレーム+20 ラインの範囲が引き込み範囲です。 

 

 SDI 入力信号の位相が図中の引き込み範囲（REF 信号に対して 20 ライン～1 フレーム+20 ライン）にある場

合、リファレンスに対して最大 1 フレーム遅延で出力します。 

 リファレンス信号は筐体からのバスリファレンスを使用します。筐体にリファレンス信号を接続し、筐体のバ

スリファレンスを有効にしてください。また、SDI 入力信号とリファレンス信号のフォーマットは対応している必

要があります。フォーマットの対応は、4 章の 3.各機能の説明より「(2) 1) FORMAT」を参照してください。 

 本体前面表示パネルにリファレンスステータス”REF”が緑色で表示していない場合、筐体にリファレンス信

号を接続しているか、筐体のバスリファレンスが有効になっているか確認してください。 

 リファレンス信号の瞬断、ゆらぎの影響を受けます。この場合、出力は NO SIGNAL またはフリーズとなり、

正常にロックし復帰するまで映像が乱れる場合があります。 

 

※1 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-Bのみ(3G Level-A、HD-SDI時は10ライン) 

 

次フレームの引き込み範囲

REF信号
V位相

SDI IN
入力位相

SDI OUT
出力位相

前フレームの引き
込み範囲

A

引き込み範囲

EVENODD

20ライン20ライン

(a)(b)(c)
 

図 9-1 FS の引き込み範囲 

 

リファレンス信号の位相を調整するか本製品のゲンロックポジションを調整してください。ゲンロックポジションを

調整することにより疑似的にリファレンス信号の位相を移動することが可能です。ゲンロックポジションは、MENU

→SYSTEM→PHASE の項目で設定できます。設定方法は、4 章の 3.各機能の説明から(1)SYSTEM の 2)PHASE

を参照してください。 
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REF信号
H位相

ゲンロック
ポジション

(先行の場合)

H設定値
-: 先行

H設定値
-: 先行

ゲンロック
ポジション

(遅延の場合)

H設定値
+: 遅延

H設定値
+: 遅延  

図 9-2 ゲンロックポジションの設定（H 位相） 

 

VIDEO DELAY の値は本体前面表示器の AVDL メーター（FS モード）により確認可能です。AVDL メーター（FS

モード）を表示する場合、MENU→CONFIG→DISPLAY→MAIN VIEW→AVDL METER の項目を選択します。 

AVDL メーター（FS モード）における数値は、入力位相と出力位相の遅延における目安です。図 7-3 における(a)

～(c)における表示例を示します。 

 

FS-70U   REF

9.058uS + 1F

FS MODE

FS-70U   REF

16.123ms

FS MODE

FS-70U   REF

-16.123ms +1F

FS MODE

(a) (b) (c)

 

図 9-3 AVDL メーター（FS モード）の表示例 

‘ 

 

2. 手動調整手順 

MENU→SYSTEM→PHASE→H または SYSTEM→PHASE→V を選択することにより H、V の位相を動かすこと

ができます。本体前面の映像入力ランプが緑色に点灯するように設定してください。 

 

※なお、H、V の位相を動かすと AVDL:の引き込み範囲と出力の位相が同時に動きますので注意してください。 

 

3. FS/AVDL自動切り替え 

MENU→SYSTEM→SYNC MODE→AVDL ADV を選択すると、AVDL の引き込み範囲を外れた場合に自動で FS

に切り替えることができます。このモードは、AVDL の引き込み範囲を外れた場合に、発生する 10 ライン（3G 

Level-A および HD 時は 5 ライン）の表示ずれを防止します。 

 

ご注意 

AVDL ADV において、AVDL モードと FS モードが切り替わるタイミングで

EMB オーディオ関連のエラーが発生する場合があります。 

これは、AVDL と FS で EMB オーディオパケットの処理が異なるためです。 

AVDL ADV は同期はずれが発生した場合における映像ショックを防止する

ための機能です。安定した運用のために同期はずれを解消してください。 

また、Payload ID を含むフォーマットの場合、AVDL モードと FS モードが切り

替わるタイミングで、設定値が変動する場合があります。 
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10． SNMP 

 

Vbus筐体からSNMPでステータス監視を行う時、FS-70UのMIBデータは、以下の表に対応します。 

オブジェクト識別子は、【1．3．6．1．4．1．20120．20．1．[機種コード]．1．1．［項番］．［Index］】になります。 

（旧識別子は、【1．3．6．1．4．1．20120．［Index］ ．［項番］．0】となります） 

例：機種：FS-70U、項番：3、スロット：1番の場合は【1．3．6．1．4．1．20120．20．1．277．1．1．3．1】となります。 

 

[機種コード] ・・・ 機種毎に番号が割り当てられています。 

 ・・・ （FS-70U ： 277 になります。） 

［項番］ ・・・ 下記表の項番が入ります。（項番＝OID：2バイト） 

［index］ ・・・ スロット番号が入ります。（10スロットタイプの筐体は1～10が入ります。） 

 

MIBデータが変化した時は【TRAP】が発生します。（SNMPまたはWebserverで更新された項番は【TRAP】が発生しません。）※

SNMPおよびSNMP TRAPの詳細はVbus筐体の取扱説明書を参照してください。 

  

表の内容 

アクセス ・・・ R/O＝ReadOnly、R/W＝Read/Writeを表します。 

TRAP ・・・ MIBデータが変化してトラップが発生する物を［○］で表します。 

 

項番 オブジェクト識別子 
アク 

セス 

バイト 

数 
内容 実装例 SYNTAX TRAP 

1 fs70upid R/O 80 プログラム情報 製品名    FS-70U 

会社名    VIDEOTRON Corp 

バージョン 01.14.00 R00 

              2022/11/14 MON 

              Build-14:50:03 

STRING  

3 fs70uProduct R/O 4 機種コード 277 INTEGER  

21 fs70uErrorStatus R/O 4 エラーを通知します。 

0=エラーなし 

1=DipSw No.8での設定初期化が有

効 

DipSW No.8オンの場合 

1 

INTEGER ○ 

40 fs70uFpgaVersion R/O 8 FPGAのバージョン情報(アスキー

コード) 

00.00.01 STRING  

41 fs70uGenlockVersion R/O 2 ゲンロックFPGAのバージョン情

報(アスキーコード) 

Z3 STRING  

1000 fs70uDipSw1 R/O 4 DipSW1の状態 オールオフの場合 

0 

INTEGER  

1001 fs70uDipSw2 R/O 4 DipSW2の状態 オールオフの場合 

0 

INTEGER  

1002 fs70uInputStatus R/O 4 入力のステータス 

bit0～1:リファレンスロック状態 ※

1 

0=不明、1=REF UNLOCK、2=REF 

LOCK 

bit2:SDI INの状態 

0=SDI INなし、1=SDI INあり 

REF LOCK、SDI INありの場合 

6 

INTEGER ○ 

1003 fs70uInputFormat R/O 4 現在の映像フォーマット 

0= none (入力フォーマット未検出) 

1= 1080i/60 

2= 1080i/59.94 

3= 1080i/50 

4= 1080p/60-LevelA 

5= 1080p/60-LevelB 

6= 1080p/59.94-LevelA 

7= 1080p/59.94-LevelB 

1080i/60を入力している場合 

1 

INTEGER ○ 
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8= 1080p/50-LevelA 

9= 1080p/50-LevelB 

10= 1080p/30 

11= 1080p/29.97 

12= 1080p/25 

13= 1080p/24 

14= 1080p/24sF 

15= 1080p/23.98 

16= 1080p/23.98sF 

17= 2160p/59t1 

18= 2160p/50t1 

19= 2160p/60t1 

20= 2160p/30 

21= 2160p/29 

22= 2160p/25 

23= 2160p/24 

24= 2160p/23 

25= 720p/60 

26= 720p/59 

27= 720p/50 

1004 fs70uFormatSelect R/W 4 現在選択されている映像フォー

マット  

0= AUTO 

1= 1080i/60 

2= 1080i/59.94 

3= 1080i/50 

4= 1080p/60-LevelA 

5= 1080p/60-LevelB 

6= 1080p/59.94-LevelA 

7= 1080p/59.94-LevelB 

8= 1080p/50-LevelA 

9= 1080p/50-LevelB 

10= 1080p/30 

11= 1080p/29.97 

12= 1080p/25 

13= 1080p/24 

14= 1080p/24sF 

15= 1080p/23.98 

16= 1080p/23.98sF 

17= 2160p/59t1 

18= 2160p/50t1 

19= 2160p/60t1 

20= 2160p/30 

21= 2160p/29 

22= 2160p/25 

23= 2160p/24 

24= 2160p/23 

25= 720p/60 

26= 720p/59 

27= 720p/50 

28= NTSC 

1080i/60を選択している場合 

1 

INTEGER ○ 

1005 fs70uFanStatus R/O 4 モジュール基板上に実装された

ファンの回転数ステータス。 

0=回転数正常 

1=回転数異常もしくは停止状態 

ファンに異常が発生 

1 

INTEGER ○ 

1006 fs70uPreset R/W 4 プリセットのLOAD 

0= PRESET1 

1= PRESET2 

2= PRESET3 

3= PRESET4 

4= PRESET5 

5= PRESET6 

6= PRESET7 

7= PRESET8 

PRESET1を実行中 

0 

INTEGER ○ 

1007 fs70uReferenceSelect R/W 4 現在選択中のリファレンス 

0= Line In 

1= Ext Sub 

2= Line Master 

3= Ext In 

Line Inを選択の場合 

0 

INTEGER ○ 
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4= Ext Master 

1008 fs70uPhaseH R/W 4 現在の映像フォーマットのフェー

ズ水平方向の設定 

-2749～2749 

※入力フォーマット未検出では0 

※9999はMINIMUMセット(get不可) 

メニュ-[GENLOCK]→[PHASE]→

[H]が500の場合 

500 

INTEGER ○ 

1009 fs70uPhaseV R/W 4 現在の映像フォーマットのフェー

ズ垂直方向の設定 

-1124～1124 

※入力フォーマット未検出では0 

※9999はMINIMUMセット(get不可) 

メニュ-[GENLOCK]→[PHASE]→

[V]が100の場合 

100 

INTEGER ○ 

1010 fs70uTakeAudioOver R/W 4 オーディオオーバーのテイクの状

態 

0=OFF 

1=ON 

オーディオオーバーテイク中の場

合 

1 

INTEGER ○ 

1011 fs70uAudioOverSpeed R/W 4 オーディオオーバーのテイクス

ピード 

1～50= 0.1～5.0s 

メニュー[AUDIO PROC]→[AUDIO 

OVER]→[SPEED]が1.0sの場合 

10 

INTEGER ○ 

1012 fs70uAvdl R/O 4 AVDLの状態 

1= 有効 

AVDLモードの場合 

1 

INTEGER ○ 

1013 fs70uAvdlError R/O 4 AVDL引き込みの状態 

0= 範囲内 

1= 範囲外 

※入力フォーマット未検出では1 

AVDLの引き込み範囲内の場合 

0 

INTEGER ○ 

1014 fs70uAudioGroupStatus R/O 4 音声パケットの状態 

bit0:GROUP1（1～4CH） 

bit1:GROUP2（5～8CH） 

bit2:GROUP3（9～12CH） 

bit3:GROUP4（13～16CH） 

bit4:GROUP5（17～20CH） 

bit5:GROUP6（21～24CH） 

bit6:GROUP7（25～28CH） 

bit7:GROUP8（29～32CH） 

※入力フォーマット未検出では-1 

GROUP1の音声パケットが無い時 

1 

 

 

 

3GLevelB信号のみ有効 

INTEGER ○ 

1015 fs70uMuteErrorStatus R/O 4 無音エラー検出の状態 

0= なし(正常) 

1= あり(無音検出) 

※入力フォーマット未検出では1 

無音エラーを検出した時 

1 

INTEGER ○ 

1016 fs70uMuteDetect R/W 4 無音エラー検出のアラーム設定 

0= DISABLE 

1= ENABLE 

無音エラー検出のアラーム設定が

ENABLEの時 

1 

INTEGER ○ 

1017 fs70uMuteLogic R/W 4 無音エラー検出の条件設定 

0= AND 

1= OR 

無音エラー検出の条件設定がOR

の時 

1 

INTEGER ○ 

1018 fs70uMuteTime R/W 4 無音エラー検出の時間設定 

3～90秒 

無音エラー検出の時間設定が15

秒の時 

15 

INTEGER ○ 

1019 fs70uMuteLevel R/W 4 無音エラー検出のレベル設定 

-80～-50db 

無音エラー検出のレベル設定が

-60dbの時 

-60 

INTEGER ○ 

1020 fs70uMuteChannel R/W 4 無音エラー検出のチャンネル設定 

bit0: EMB1 0: DISABLE/1: ENABLE 

bit1: EMB2 

bit2: EMB3 

bit3: EMB4～ 

bit29: EMB30 

bit30: EMB31 

bit31: EMB32 

無音エラー検出のチャンネル設定

で、EMB1～EMB4がENABLEの時 

15 

INTEGER ○ 

1021 fs70uSyncMode R/W 4 シンクモード 

0=FS 

1=AVDL 

2=AVDL-ADV 

FSモードの場合 

0 

INTEGER ○ 

1022 fs70uPayloadOverwrite R/W 4 ペイロード重畳モード 

0=THRU 

1=CUSTOM 

2=AUTO 

3=DISABLE 

CUSTOMの場合 

1 

INTEGER ○ 

1023 fs70uPayloaddataST1 R/W 4 ペイロード書き換えデータST1 byte1～4に0xffをセット INTEGER ○ 
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bit0～7=byte1データ 

bit8～15=byte2データ 

bit16～23=byte3データ 

bit24～31=byte4データ 

-1 

1024 fs70uPayloaddataST2 R/W 4 ペイロード書き換えデータST2 

bit0～7=byte1データ 

bit8～15=byte2データ 

bit16～23=byte3データ 

bit24～31=byte4データ 

byte1～4に0xffをセット 

-1 

INTEGER ○ 

1025 fs70uPayloaddataST3 R/W 4 ペイロード書き換えデータST3 

bit0～7=byte1データ 

bit8～15=byte2データ 

bit16～23=byte3データ 

bit24～31=byte4データ 

byte1～4に0xffをセット 

-1 

INTEGER ○ 

1026 fs70uPayloaddataST4 R/W 4 ペイロード書き換えデータST4 

bit0～7=byte1データ 

bit8～15=byte2データ 

bit16～23=byte3データ 

bit24～31=byte4データ 

byte1～4に0xffをセット 

-1 

INTEGER ○ 

1027 fs70uOSDBright R/W 4 オンスクリーンメニューの輝度を

設定します 

0～100 

輝度を100%に設定 

100 

INTEGER ○ 

1028 fs70uColorbarAam R/W 4 COLOR BARとAAMの設定 

bit0～7:COLOR BAR PICTURE 

0=OFF 

1=FULL 100% 

2=FULL 75% 

3=ARIB 100% 

4=ARIB 75% 

5=SMPTE 

6=GLAY 50% 

bit8～15:COLOR BAR AUDIO 

0=OFF 

1=1kHz 

2=400Hz 

bit16～23:AAM機能を設定します 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

COLOR BAR PICTURE FULL100%、 

COLOR BAR AUDIO 1kHz、 

AAM機能無効の場合は 

257 

INTEGER ○ 

1029 fs70uVideoProcess R/W 4 ビデオプロセスの設定 

bit0～7:FRAME DELAY 

1～16 

bit8～15:NO SIG 

0=OUT CUT 

1=BLACK 

2=FREEZE 

3=COLOR BAR 

bit16～23:FREEZE MODE 

0=FRAME 

1=FIELD 

bit24～31:BYPASS 

0=OFF 

1=ALL 

2=RGB 

FRAME DELAY1、 

NO SIG BLACK、 

BYPASS OFFの場合は 

257 

INTEGER ○ 

1030 fs70uTcProcess1 R/W 4 タイムコード1の設定 

bit0～7:SOURCE SELECT 

0=LTC IN 

1=LTC IN MASTER 

2=ANC VITC 

3=ANC VITC MASTER 

4=ANC LTC 

5=ANC LTC MASTER 

6=SUB 

7=INTERNAL 

8=INTERNAL MASTER 

9=NTP 

10=NTP MASTER 

bit8～15:INSERT ANC TC 

0=DISABLE 

1=LTC+ERSVITC 

SOURCE SELECT LTC IN 

INSERT ANC TC LTC 

LOST ACTION AUTO RUNの場合

は 

256 

INTEGER ○ 
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2=ERSLTC+VITC 

3=BOTH4=BYPASS 

bit16～23:LOST ACTION 

0=AUTO RUN 

1=STOP 

2=NO PACKET 

1031 fs70uTcProcess2 R/W 4 タイムコード2の設定 

bit0～7:OSD 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

bit8～15:OSD POSITION 

0=CENTER BOTTOM 

1=RIGHT BOTTOM 

2=LEFT TOP 

3=CENTER TOP 

4=RIGHT TOP 

5=LEFT BOTTOM 

bit16～23:OSD SIZE 

0=NORMAL 

1=LARGE 

bit24～31:OSD MODE 

0=NORMAL 

1=SHORT 

OSD ENABLE 

OSD POSITION CENTER BOTTOM 

OSD SIZE NORMAL 

OSD MODE NORMALの場合 

1 

INTEGER ○ 

1032 fs70uTcOffset R/W 4 タイムコードオフセットframe 

-29～29 

オフセット無しの場合 

0 

INTEGER ○ 

1033 fs70uTcIntTc R/W 4 インターナルタイムコードの設定 

bit0～7:フレーム 0～29 

bit8～15:秒 0～59 

bit16～23:分 0～59 

bit24～31:時 0～23 

全て0の場合 

0 

INTEGER ○ 

1034 fs70uTcIntTcSet R/W 4 インターナルタイムコードのセット 

bit0～7:1=デフォルトセット 

bit8～15:1=TCセット 

※set専用になります、getした場

合はオール0です。 

フレーム～時、までを初期値にす

る場合 

1 

フレーム～時、までをインターナ

ルタイムコードに設定する場合 

256 

INTEGER ○ 

1035 fs70uTcIntTcBgFlag R/W 4 インターナルタイムコードの

BGFLAG 

bit0～7:BGFLAG 

0=000 

1=001 

2=010 

3=011 

4=100 

5=101 

6=110 

7=111 

bit8～15:DROP MODE 

0=NON DROP 

1=DROP 

BGFLAG=100でDROP MODEが

NON DROPの場合 

4 

INTEGER ○ 

1036 fs70uTcIntTcBgData R/W 4 インターナルタイムコードの

BGDATA 

bit0～3:データ1 0～15 

bit4～7:データ1 0～15 

bit8～11:データ1 0～15 

bit12～15:データ1 0～15 

bit16～19:データ1 0～15 

bit20～23:データ1 0～15 

bit24～27:データ1 0～15 

bit28～31:データ1 0～15 

全て0の場合 

0 

INTEGER ○ 

1037 fs70uTcLtcOutEna R/W 4 LTC OUTイネーブル 

bit0～7:イネーブル 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

bit8～15:ソースセレクト 

0=ANC VITC 

1=ANC LTC 

2=INTERNAL 

3=NTP 

LTC OUTイネーブル、ソースセレ

クトANC VITCの場合 

0 

INTEGER ○ 
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1038 fs70uTcLtcOutDelay R/W 4 LTC OUTディレイ 

0～ 

ディレイ0の場合 

0 

INTEGER ○ 

1050 fs70uCfPrSave R/W 4 プリセットのSAVE 

0= PRESET1 

1= PRESET2 

2= PRESET3 

3= PRESET4 

4= PRESET5 

5= PRESET6 

6= PRESET7 

7= PRESET8 

PRESET1をSAVEする場合 

0 

INTEGER ○ 

1051 fs70uCfPrStart R/W 4 起動時のプリセット番号を指定 

0=MEMORY 

1= PRESET1 

2= PRESET2 

3= PRESET3 

4= PRESET4 

5= PRESET5 

6= PRESET6 

7= PRESET7 

8= PRESET8 

電源切断前の状態で起動する場合 

0 

INTEGER ○ 

1052 fs70uCfGpi R/W 4 GPIの設定 

bit0～3:TAKE1 

bit4～7:TAKE2 

bit8～11:TAKE3 

bit12～15:TAKE4 

bit16～19:TAKE5 

各設定値 

0=DISABLE 

1=PRESET1 

2=PRESET2 

3=PRESET3 

4=PRESET4 

5=PRESET5 

6=PRESET6 

7=PRESET7 

8=PRESET8 

9=INTERNAL TC SET 

10=TAKE AUDIO OVER 

TAKE1～5にDISABLEを選択する

場合 

0 

INTEGER ○ 

1053 fs70uCfNetQEna R/W 4 NETQコントロールのイネーブル 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

NETQコントロールをDISABLEに

する場合 

0 

INTEGER ○ 

1054 fs70uCfNetQCfg1 R/W 4 NETQコントロールのコンフィグ1 

bit0～3:0x00(NA) 

bit4～7:0x01(M) 

bit8～11:0x02(2M) 

bit12～15:0x03(3M) 

bit16～19:0x04(4M) 

bit20～23:0x05(5M) 

bit24～27:0x06(6M) 

bit28～31:0x07(7M) 

各設定値 

0=PRESET1 

1=PRESET2 

2=PRESET3 

3=PRESET4 

4=PRESET5 

5=PRESET6 

6=PRESET7 

7=PRESET8 

8=DISABLE 

NETQコントロールのコンフィグを

全てDISABLEを選択する場合 

-2,004,318,072 

INTEGER ○ 

1055 fs70uCfNetQCfg2 R/W 4 NETQコントロールのコンフィグ2 

bit0～3:0x08(8M) 

bit4～7:0x09(S) 

bit8～11:0x0A(2S) 

bit12～15:0x0B(3S) 

bit16～19:0x0C(4S) 

bit20～23:0x0D(3/0) 

bit24～27:0x0E(2/1) 

NETQコントロールのコンフィグを

全てDISABLEを選択する場合 

-2,004,318,072 

INTEGER ○ 
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bit28～31:0x0F(3/1) 

各設定値はOID1046を参照 

1056 fs70uCfNetQCfg3 R/W 4 NETQコントロールのコンフィグ3 

bit0～3:0x10(2/2) 

bit4～7:0x11(3/2) 

bit8～11:0x12(3/2+LFE) 

bit12～15:0x13(S+M) 

bit16～19:0x14(S+D) 

bit20～23:0x15(5.1+S) 

bit24～27:0x16(3/1+S) 

bit28～31:0x17(3/2+S) 

各設定値はOID1046を参照 

NETQコントロールのコンフィグを

全てDISABLEを選択する場合 

-2,004,318,072 

INTEGER ○ 

1057 fs70uCfNetQCfg4 R/W 4 NETQコントロールのコンフィグ4 

bit0～3:0x18(9M more) 

bit4～7:0x19(5M more) 

bit8～11:0x1A(etc) 

bit12～15:OTHER 

各設定値はOID1046を参照 

NETQコントロールのコンフィグを

全てDISABLEを選択する場合 

34,952 

INTEGER ○ 

1058 fs70uCfAnc R/W 4 ANC IN/OUTの設定 

bit0～7:アンシラリデータ取得スト

リームを選択します。 

0=1 

1=2 

2=3 

3=4 

bit8～15:アンシラリデータ出力スト

リームを選択します。 

0=ALL 

1=1 

2=2 

3=3 

4=4 

取得ストリーム1、出力ストリーム

ALLの場合 

0 

INTEGER ○ 

1059 fs70uCfPayCapt R/W 4 ペイロードをキャプチャします。 

1=キャプチャ実行 

キャプチャしない場合 

0 

INTEGER ○ 

1060 fs70uCfSnmpEna R/W 4 SNMPイネーブルを指定します。 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

イネーブルに設定の場合 

1 

INTEGER ○ 

1061 fs70uCfDisp R/W 4 表示関係の設定をします。 

bit0～7:screen saver 

0=OFF 

1=NAME ROLL 

2=DIM 70% 

3=DIM 50% 

4=DIM 30% 

bit8～15:main view 

0=4CH PEAK METER 

1=8CH PEAK METER 

2=16CH PEAK METER 

3=AUTO PEAK METER 

4=AVDL METER 

5=STATUS 

bit16～23:osd 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

スクリーンセーバーDIM50%、メイ

ンビュー8CHピークメーター、オン

スクリーンメニューイネーブルに

設定の場合 

65,795 

INTEGER ○ 

1062 fs70uCfAlarm R/W 4 Vbus筐体のアラーム出力を設定し

ます。 

bit0～7:REFERENCE 

bit8～15:SDI IN 

bit16～23:AVDL 

各設定値 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

全てDISABLEに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1063 fs70uCfAlarmStatus R/O 4 Vbus筐体のアラーム出力のス

テータス 

bit0:1=REFERENCEエラー 

bit1:1=SDI INエラー 

bit2:1=AVDLエラー 

エラーなしの場合 

0 

INTEGER ○ 

1064 fs70uCfIniRst R/W 4 コンディションを工場出荷時に初期初期化なしの場合 INTEGER ○ 
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化します。 

1=初期化実行 

0 

1080 fs70uAudPktMux R/W 4 EMBオーディオパケット重畳設定 

bit0:GROUP1 

bit1～7:GROUP2～8 

各設定値 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

全てのGROUPをENABLEに設定

の場合 

255 

INTEGER ○ 

1081 fs70uAudInpGain1 R/W 4 音声入力のGAIN1調整 

bit0～15:EMB1 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB2 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB1、2を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1082 fs70uAudInpGain2 R/W 4 音声入力のGAIN2調整 

bit0～15:EMB3 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB4 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB3、4を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1083 fs70uAudInpGain3 R/W 4 音声入力のGAIN3調整 

bit0～15:EMB5 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB6 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB5、6を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1084 fs70uAudInpGain4 R/W 4 音声入力のGAIN4調整 

bit0～15:EMB7 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB8 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB7、8を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1085 fs70uAudInpGain5 R/W 4 音声入力のGAIN5調整 

bit0～15:EMB9 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB10 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB9、10を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1086 fs70uAudInpGain6 R/W 4 音声入力のGAIN6調整 

bit0～15:EMB11 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB12 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB11、12を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1087 fs70uAudInpGain7 R/W 4 音声入力のGAIN7調整 

bit0～15:EMB13 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB14 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB13、14を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1088 fs70uAudInpGain8 R/W 4 音声入力のGAIN8調整 

bit0～15:EMB15 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB16 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB15、16を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1089 fs70uAudInpGain9 R/W 4 音声入力のGAIN9調整 

bit0～15:EMB17 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB18 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB17、18を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1090 fs70uAudInpGain10 R/W 4 音声入力のGAIN10調整 

bit0～15:EMB19 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB20 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB19、20を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1091 fs70uAudInpGain11 R/W 4 音声入力のGAIN11調整 

bit0～15:EMB21 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB22 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB21、22を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1092 fs70uAudInpGain12 R/W 4 音声入力のGAIN12調整 

bit0～15:EMB23 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB24 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB23、24を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 
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1093 fs70uAudInpGain13 R/W 4 音声入力のGAIN13調整 

bit0～15:EMB25 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB26 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB25、26を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1094 fs70uAudInpGain14 R/W 4 音声入力のGAIN14調整 

bit0～15:EMB27 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB28 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB27、28を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1095 fs70uAudInpGain15 R/W 4 音声入力のGAIN15調整 

bit0～15:EMB29 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB30 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB29、30を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1096 fs70uAudInpGain16 R/W 4 音声入力のGAIN16調整 

bit0～15:EMB31 

-300～200(-30.0～20dB) 

bit16～31:EMB32 

-300～200(-30.0～20dB) 

EMB31、32を0.0dBに設定の場合 

0 

INTEGER ○ 

1097 fs70uAudInpGain17 R/W 4 音声入力のGAIN調整 

bit0～15:400Hz Sin 

-300～0(-30.0～0dB) 

bit16～31:1000Hz Sin 

-300～0(-30.0～0dB) 

400Hz Sin、1000Hz Sinを-20.0dBに

設定する場合 

-13,041,864 

INTEGER ○ 

1098 fs70uAudIGIni R/W 4 音声入力GAINを工場出荷時に設

定 

1=実行 

工場出荷時に設定しない場合 

0 

INTEGER ○ 

1099 fs70uAudInpDly R/W 4 音声入力遅延の設定 

1～1000 

遅延を1msに設定の場合 

1 

INTEGER ○ 

1100 fs70uAudInpDlyVid R/W 4 音声入力遅延を映像に合わせる 

1=実行 

実行しない場合 

0 

INTEGER ○ 

1101 fs70uAudInpDlyIni R/W 4 音声入力遅延を工場出荷時に設定 

1=実行 

実行しない場合 

0 

INTEGER ○ 

1102 fs70uAudOutChSel1 R/W 4 音声出力のチャンネル選択1 

bit0～7=EMB OUT1 

bit8～15:EMB OUT2 

bit16～23:EMB OUT3 

bit24～31:EMB OUT4 

各設定値 

0～31=EMB1～32 

52=DOWNMIX L 

56=DOWNMIX R 

60=CUSTOM1 

61=CUSTOM2 

62=CUSTOM3 

63=CUSTOM4 

64=CUSTOM5 

65=CUSTOM6 

66=CUSTOM7 

67=CUSTOM8 

68=400Hz Sin 

69=1000Hz Sin 

70=MUTE 

EMB OUT1=EMB1、EMB 

OUT2=EMB2、EMB OUT3=EMB3、

EMB OUT4=EMB4 

に設定する場合 

50,462,976 

INTEGER ○ 

1103 fs70uAudOutChSel2 R/W 4 音声出力のチャンネル選択2 

bit0～7=EMB OUT5 

bit8～15:EMB OUT6 

bit16～23:EMB OUT7 

bit24～31:EMB OUT8 

各設定値はOID1085参照 

EMB OUT5=EMB5、EMB 

OUT6=EMB6、EMB OUT7=EMB7、

EMB OUT8=EMB8 

に設定する場合 

117,835,012 

INTEGER ○ 

1104 fs70uAudOutChSel3 R/W 4 音声出力のチャンネル選択3 

bit0～7=EMB OUT9 

bit8～15:EMB OUT10 

bit16～23:EMB OUT11 

bit24～31:EMB OUT12 

各設定値はOID1085参照 

EMB OUT9=EMB9、EMB 

OUT10=EMB10、EMB 

OUT11=EMB11、EMB 

OUT12=EMB12に設定する場合 

185,207,048 

INTEGER ○ 

1105 fs70uAudOutChSel4 R/W 4 音声出力のチャンネル選択4 

bit0～7=EMB OUT13 

EMB OUT13=EMB13、EMB 

OUT14=EMB14、EMB 

INTEGER ○ 
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bit8～15:EMB OUT14 

bit16～23:EMB OUT15 

bit24～31:EMB OUT16 

各設定値はOID1085参照 

OUT15=EMB15、EMB 

OUT16=EMB16に設定する場合 

252,579,084 

1106 fs70uAudOutChSel5 R/W 4 音声出力のチャンネル選択5 

bit0～7=EMB OUT17 

bit8～15:EMB OUT18 

bit16～23:EMB OUT19 

bit24～31:EMB OUT20 

各設定値はOID1085参照 

EMB OUT17=EMB17、EMB 

OUT18=EMB18、EMB 

OUT19=EMB19、EMB 

OUT20=EMB20に設定する場合 

319,951,120 

INTEGER ○ 

1107 fs70uAudOutChSel6 R/W 4 音声出力のチャンネル選択6 

bit0～7=EMB OUT21 

bit8～15:EMB OUT22 

bit16～23:EMB OUT23 

bit24～31:EMB OUT24 

各設定値はOID1085参照 

EMB OUT21=EMB21、EMB 

OUT22=EMB22、EMB 

OUT23=EMB23、EMB 

OUT24=EMB24に設定する場合 

387,323,156 

INTEGER ○ 

1108 fs70uAudOutChSel7 R/W 4 音声出力のチャンネル選択7 

bit0～7=EMB OUT25 

bit8～15:EMB OUT26 

bit16～23:EMB OUT27 

bit24～31:EMB OUT28 

各設定値はOID1085参照 

EMB OUT25=EMB25、EMB 

OUT26=EMB26、EMB 

OUT27=EMB27、EMB 

OUT28=EMB28に設定する場合 

454,695,192 

INTEGER ○ 

1109 fs70uAudOutChSel8 R/W 4 音声出力のチャンネル選択8 

bit0～7=EMB OUT29 

bit8～15:EMB OUT30 

bit16～23:EMB OUT31 

bit24～31:EMB OUT32 

各設定値はOID1085参照 

EMB OUT29=EMB29、EMB 

OUT30=EMB30、EMB 

OUT31=EMB31、EMB 

OUT32=EMB32に設定する場合 

522,067,228 

INTEGER ○ 

1110 fs70uAudOvrChSel1 R/W 4 AUDIO OVERの設定1 

bit0～7=EMB1 

bit8～15:EMB2 

bit16～23:EMB3 

bit24～31:EMB4 

各設定値 

0～31=EMB1～32 

70=MUTE 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1111 fs70uAudOvrChSel2 R/W 4 AUDIO OVERの設定2 

bit0～7=EMB5 

bit8～15:EMB6 

bit16～23:EMB7 

bit24～31:EMB8 

各設定値はOID1093参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1112 fs70uAudOvrChSel3 R/W 4 AUDIO OVERの設定3 

bit0～7=EMB9 

bit8～15:EMB10 

bit16～23:EMB11 

bit24～31:EMB12 

各設定値はOID1093参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1113 fs70uAudOvrChSel4 R/W 4 AUDIO OVERの設定4 

bit0～7=EMB13 

bit8～15:EMB14 

bit16～23:EMB15 

bit24～31:EMB16 

各設定値はOID1093参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1114 fs70uAudOvrChSel5 R/W 4 AUDIO OVERの設定5 

bit0～7=EMB17 

bit8～15:EMB18 

bit16～23:EMB19 

bit24～31:EMB20 

各設定値はOID1093参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1115 fs70uAudOvrChSel6 R/W 4 AUDIO OVERの設定6 

bit0～7=EMB21 

bit8～15:EMB22 

bit16～23:EMB23 

bit24～31:EMB24 

各設定値はOID1093参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1116 fs70uAudOvrChSel7 R/W 4 AUDIO OVERの設定7 

bit0～7=EMB25 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 
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bit8～15:EMB26 

bit16～23:EMB27 

bit24～31:EMB28 

各設定値はOID1093参照 

1117 fs70uAudOvrChSel8 R/W 4 AUDIO OVERの設定8 

bit0～7=EMB29 

bit8～15:EMB30 

bit16～23:EMB31 

bit24～31:EMB32 

各設定値はOID1093参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1118 fs70uAudDnMixChSel1 R/W 4 DOWN MIXチャンネルの設定1 

bit0～7=L 

bit8～15:R 

bit16～23:C 

各設定値 

0～31=EMB1～32 

L=EMB1、R=EMB2、C=EMB3に設

定する場合 

131,328 

INTEGER ○ 

1119 fs70uAudDnMixChSel2 R/W 4 DOWN MIXチャンネルの設定2 

bit0～7=Ls 

bit8～15:Rs 

各設定値 

0～31=EMB1～32 

Ls=EMB5、Rs=EMB6に設定する場

合 

1,281 

INTEGER ○ 

1120 fs70uAudDnMixLvlAutEna R/W 4 DOWN MIXレベルのAUTO機能 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

AUTO機能を有効に設定する場合 

1 

INTEGER ○ 

1121 fs70uAudDnMixLvlAutLR R/W 4 DOWN MIXレベルL/Rのレベル設

定 

-200～0(-20.0dB～0.0dB) 

-201=MUTE 

-7.7dBに設定に設定する場合 

-77 

INTEGER ○ 

1122 fs70uAudDnMixLvlAutC R/W 4 DOWN MIXレベルCのレベル設定 

-200～0(-20.0dB～0.0dB) 

-201=MUTE 

-10.7dBに設定に設定する場合 

-107 

INTEGER ○ 

1123 fs70uAudDnMixLvlAutLsRs R/W 4 DOWN MIXレベルLs/Rsのレベル

設定 

-200～0(-20.0dB～0.0dB) 

-201=MUTE 

-10.7dBに設定に設定する場合 

-107 

INTEGER ○ 

1124 fs70uAudCtMix1Src R/W 4 CUSTOM MIX1のソース選択 

bit0～7:SOURCE1 

bit8～15:SOURCE2 

bit16～23:SOURCE3 

bit24～31:SOURCE4 

各設定値 

0～31=EMB1～32 

70=MUTE 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1125 fs70uAudCtMix2Src R/W 4 CUSTOM MIX2のソース選択 

bit0～7:SOURCE1 

bit8～15:SOURCE2 

bit16～23:SOURCE3 

bit24～31:SOURCE4 

各設定値はOID1107を参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1126 fs70uAudCtMix3Src R/W 4 CUSTOM MIX3のソース選択 

bit0～7:SOURCE1 

bit8～15:SOURCE2 

bit16～23:SOURCE3 

bit24～31:SOURCE4 

各設定値はOID1107を参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1127 fs70uAudCtMix4Src R/W 4 CUSTOM MIX4のソース選択 

bit0～7:SOURCE1 

bit8～15:SOURCE2 

bit16～23:SOURCE3 

bit24～31:SOURCE4 

各設定値はOID1107を参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1128 fs70uAudCtMix5Src R/W 4 CUSTOM MIX5のソース選択 

bit0～7:SOURCE1 

bit8～15:SOURCE2 

bit16～23:SOURCE3 

bit24～31:SOURCE4 

各設定値はOID1107を参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1129 fs70uAudCtMix6Src R/W 4 CUSTOM MIX6のソース選択 全てMUTEに設定する場合 INTEGER ○ 
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bit0～7:SOURCE1 

bit8～15:SOURCE2 

bit16～23:SOURCE3 

bit24～31:SOURCE4 

各設定値はOID1107を参照 

1,179,010,630 

1130 fs70uAudCtMix7Src R/W 4 CUSTOM MIX7のソース選択 

bit0～7:SOURCE1 

bit8～15:SOURCE2 

bit16～23:SOURCE3 

bit24～31:SOURCE4 

各設定値はOID1107を参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1131 fs70uAudCtMix8Src R/W 4 CUSTOM MIX8のソース選択 

bit0～7:SOURCE1 

bit8～15:SOURCE2 

bit16～23:SOURCE3 

bit24～31:SOURCE4 

各設定値はOID1107を参照 

全てMUTEに設定する場合 

1,179,010,630 

INTEGER ○ 

1132 fs70uAudCtMix1Lev1 R/W 4 CUSTOM MIX1のレベル設定1 

bit0～15:SOURCE1 

bit16～31:SOURCE2 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE1、2=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1133 fs70uAudCtMix1Lev2 R/W 4 CUSTOM MIX1のレベル設定2 

bit0～15:SOURCE3 

bit16～31:SOURCE4 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE3、4=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1134 fs70uAudCtMix2Lev1 R/W 4 CUSTOM MIX2のレベル設定1 

bit0～15:SOURCE1 

bit16～31:SOURCE2 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE1、2=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1135 fs70uAudCtMix2Lev2 R/W 4 CUSTOM MIX2のレベル設定2 

bit0～15:SOURCE3 

bit16～31:SOURCE4 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE3、4=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1136 fs70uAudCtMix3Lev1 R/W 4 CUSTOM MIX3のレベル設定1 

bit0～15:SOURCE1 

bit16～31:SOURCE2 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB)  

-201=MUTE 

SOURCE1、2=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1137 fs70uAudCtMix3Lev2 R/W 4 CUSTOM MIX3のレベル設定2 

bit0～15:SOURCE3 

bit16～31:SOURCE4 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE3、4=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1138 fs70uAudCtMix4Lev1 R/W 4 CUSTOM MIX4のレベル設定1 

bit0～15:SOURCE1 

bit16～31:SOURCE2 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB)  

-201=MUTE 

SOURCE1、2=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1139 fs70uAudCtMix4Lev2 R/W 4 CUSTOM MIX4のレベル設定2 

bit0～15:SOURCE3 

bit16～31:SOURCE4 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE3、4=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1140 fs70uAudCtMix5Lev1 R/W 4 CUSTOM MIX5のレベル設定1 

bit0～15:SOURCE1 

bit16～31:SOURCE2 

SOURCE1、2=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 
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各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

1141 fs70uAudCtMix5Lev2 R/W 4 CUSTOM MIX5のレベル設定2 

bit0～15:SOURCE3 

bit16～31:SOURCE4 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE3、4=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1142 fs70uAudCtMix6Lev1 R/W 4 CUSTOM MIX6のレベル設定1 

bit0～15:SOURCE1 

bit16～31:SOURCE2 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE1、2=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1143 fs70uAudCtMix6Lev2 R/W 4 CUSTOM MIX6のレベル設定2 

bit0～15:SOURCE3 

bit16～31:SOURCE4 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE3、4=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1144 fs70uAudCtMix7Lev1 R/W 4 CUSTOM MIX7のレベル設定1 

bit0～15:SOURCE1 

bit16～31:SOURCE2 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE1、2=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1145 fs70uAudCtMix7Lev2 R/W 4 CUSTOM MIX7のレベル設定2 

bit0～15:SOURCE3 

bit16～31:SOURCE4 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE3、4=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1146 fs70uAudCtMix8Lev1 R/W 4 CUSTOM MIX8のレベル設定1 

bit0～15:SOURCE1 

bit16～31:SOURCE2 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE1、2=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1147 fs70uAudCtMix8Lev2 R/W 4 CUSTOM MIX8のレベル設定2 

bit0～15:SOURCE3 

bit16～31:SOURCE4 

各設定値 

-200～0(-20.0～0.0dB) 

-201=MUTE 

SOURCE3、4=-12.0dBに設定する

場合 

-7,798,904 

INTEGER ○ 

1148 fs70uAudStrSel R/W 4 IN/OUTのストリーム選択 

bit0～7:INPUT 

0～3=1～4 

bit8～15:OUTPUT 

0=ALL 

1=1 

2=2 

3=3 

4=4 

INPUT=1、OUTPUT=ALLに設定す

る場合 

0 

INTEGER ○ 

1160 fs70uVdForFreeze R/W 4 強制フリーズを実行します 

0=フリーズ解除 

1=フリーズ実行 

フリーズ解除する場合 

0 

INTEGER ○ 

1161 fs70uVdColLumi R/W 4 カラーコレクトLumiデータ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1162 fs70uVdColHue R/W 4 カラーコレクトHueデータ 

-1800～1800(-180.0～180.0度) 

0.0度の場合 

0 

INTEGER ○ 

1163 fs70uVdColSat R/W 4 カラーコレクトSatデータ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1164 fs70uVdColSet R/W 4 カラーコレクトSetupデータ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1165 fs70uVdColYGam R/W 4 カラーコレクトY GAMMAデータ 

40～160(0.40～1.60%) 

1.00%の場合 

100 

INTEGER ○ 

1166 fs70uVdColWBalaR R/W 4 カラーコレクトWHITE BALANCE R 0.0%の場合 INTEGER ○ 
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データ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0 

1167 fs70uVdColWBalaG R/W 4 カラーコレクトWHITE BALANCE G

データ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1168 fs70uVdColWBalaB R/W 4 カラーコレクトWHITE BALANCE B

データ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1169 fs70uVdColBBalaR R/W 4 カラーコレクトBLACK BALANCE R

データ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1170 fs70uVdColBBalaG R/W 4 カラーコレクトBLACK BALANCE G

データ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1171 fs70uVdColBBalaB R/W 4 カラーコレクトBLACK BALANCE B

データ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1172 fs70uVdColGainR R/W 4 カラーコレクトGAIN Rデータ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1173 fs70uVdColGainG R/W 4 カラーコレクトGAIN Gデータ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1174 fs70uVdColGainB R/W 4 カラーコレクトGAIN Bデータ 

-500～500(-50.0～50.0%) 

0.0%の場合 

0 

INTEGER ○ 

1175 fs70uVdColGammR R/W 4 カラーコレクトGAMMA Rデータ 

40～160(0.40～1.60%) 

1.00%の場合 

100 

INTEGER ○ 

1176 fs70uVdColGammG R/W 4 カラーコレクトGAMMA Gデータ 

40～160(0.40～1.60%) 

1.00%の場合 

100 

INTEGER ○ 

1177 fs70uVdColGammB R/W 4 カラーコレクトGAMMA Bデータ 

40～160(0.40～1.60%) 

1.00%の場合 

100 

INTEGER ○ 

1178 fs70uVdColSetDef R/W 4 カラーコレクトデータOID1161～

1176 

を工場出荷時設定にします 

1=実行 

実行しない場合 

0 

INTEGER ○ 

1179 fs70uVdColSetHdr R/W 4 HDR、カラー変換の設定をします 

bit0～7:IN OETF 

0=SDR 

1=HLG 

2=S-LOG3 

3=AUTO 

bit8～15:OUT OETF 

0=SDR 

1=HLG 

2=S-LOG3 

bit16～23:IN COLORIMETRY 

0=BT.2020 

1=BT.709 

2=AUTO 

bit24～31:OUT COLORIMETRY 

0=BT.2020 

1=BT.709 

2=IN COL 

IN OETF=SDR、OUT OETF=SDR、

IN COLORIMETRY=AUTO、OUT 

COLORIMETRY=IN COLの場合 

33,685,504 

INTEGER ○ 

1180 fs70uVdBlkLevIn R/W 4 INPUTブラックレベルの設定をし

ます 

-999～999(-99.9～99.9) 

0.0の場合 

0 

INTEGER ○ 

1181 fs70uVdBlkLevOut R/W 4 OUTPUTブラックレベルの設定を

します 

-999～999(-99.9～99.9) 

0.0の場合 

0 

INTEGER ○ 

1182 fs70uVdGammInOut R/W 4 INPUT、OUTPUTのガンマモード

を選択します 

bit0～7:INPUT 

bit8～15:OUTPUT 

各設定値 

1=STANDARD1 

2=STANDARD2 

3=STANDARD3 

4=STANDARD4 

5=STANDARD5 

6=STANDARD6 

INPUT=STANDARD5、

OUTPUT=STANDAD5の場合 

1,285 

INTEGER ○ 
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7=STANDARD7 

1183 fs70uVdGammStep R/W 4 ガンマ調整のステップを設定しま

す 

35～90(0.35～0.90) 

0.45の場合 

45 

INTEGER ○ 

1184 fs70uVdGammLev R/W 4 ガンマ調整のレベルR、G、B、M

を設定します 

bit0～7:LEVEL R 

bit8～15:LEVEL G 

bit16～23:LEVEL B 

bit24～31:LEVEL M 

各設定値 

-99～99 

全て0の場合 

0 

INTEGER ○ 

1185 fs70uVdKneClip R/W 4 ニーCLIPを設定します 

bit0～7:WHITE CLIP 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

bit8～15:WHITE CLIP MAX 

0=OFF 

1=ON 

bit16～23:BLACK CLIP 

0=DISABLE 

1=ENABLE 

全て0の場合 

0 

INTEGER ○ 

1186 fs70uVdKneData R/W 4 ニーのデータを設定します 

bit0～7:SLOPE 

-99～99 

bit8～15:POINT 

-99～99 

bit16～31:BLACK CLIP LEVEL 

-999～999(-99.9～99.9) 

設定なしの場合 

0 

INTEGER ○ 

1187 fs70uVdHdrGain R/W 4 HDR GAINを設定します 

100～566 

100の場合 

100 

INTEGER ○ 

1200 fs70uInfCol R/O 4 カラー情報 

bit0～7:IN OETF 

0=SDR 

1=HLG 

2=S-LOG3 

bit8～15:OUT OETF 

0=SDR 

1=HLG 

2=S-LOG3 

bit16～23:IN COLORIMETRY 

0=BT.2020 

1=BT.709 

bit24～31:OUT COLORIMETRY 

0=BT.2020 

1=BT.709 

IN OETF=SDR、OUT OETF=SDR、

IN COLORIMETRY=BT.709、OUT 

COLORIMETRY=BT.709の場合 

16,842,752 

INTEGER ○ 

1201 fs70uInfPayloadIn1 R/O 11 PAYLOAD ID IN1 サブイメージ1 

第4byte～第1byte 

"00 00 00 00" STRING ○ 

1202 fs70uInfPayloadIn2 R/O 11 PAYLOAD ID IN2 サブイメージ2 

第4byte～第1byte 

"00 00 00 00" STRING ○ 

1203 fs70uInfPayloadIn3 R/O 11 PAYLOAD ID IN3 サブイメージ3 

第4byte～第1byte 

"00 00 00 00" STRING ○ 

1204 fs70uInfPayloadIn4 R/O 11 PAYLOAD ID IN4 サブイメージ4 

第4byte～第1byte 

"00 00 00 00" STRING ○ 

1205 fs70uInfPayloadOut1 R/O 11 PAYLOAD ID OUT1 サブイメージ

1 

第4byte～第1byte 

重畳無しの場合は"-- -- -- --" 

"00 00 00 00" STRING ○ 

1206 fs70uInfPayloadOut2 R/O 11 PAYLOAD ID OUT2 サブイメージ

2 

第4byte～第1byte 

重畳無しの場合は"-- -- -- --" 

"00 00 00 00" STRING ○ 

1207 fs70uInfPayloadOut3 R/O 11 PAYLOAD ID OUT3 サブイメージ

3 

第4byte～第1byte 

重畳無しの場合は"-- -- -- --" 

"00 00 00 00" STRING ○ 

1208 fs70uInfPayloadOut4 R/O 11 PAYLOAD ID OUT4 サブイメージ

4 

"00 00 00 00" STRING ○ 



 158 

第4byte～第1byte 

重畳無しの場合は"-- -- -- --" 

1209 fs70uRefIn R/O 4 リファレンスステータス ※2 

0=REFなし、1=REF UNLOCK、 

2=REF LOCK 

REF LOCK 

2 

INTEGER ○ 

※お手持ちのVbus筐体がSNMP対応したものか分からない場合、筐体のシリアルナンバーを確認し、 

当社までお問い合わせください。 
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11． トラブルシューティング 

 

トラブルが発生した場合の対処法です。（文中の→は対処方法を示しています） 

筐体のトラブルに関しては、筐体の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

 
現 象 電源が入らない！ 

原 因 ・ 筐体の電源ケーブルは接続されていますか？ 

・ 筐体の電源スイッチは ON 側になっていますか？ 
 

現 象 まったく動作しない！ 

原 因 ・ 筐体の電源ケーブルは接続されていますか？ 

・ 筐体の電源スイッチは ON 側になっていますか？ 

・ メインモジュールは、正しく挿入されていますか？ 
 

現 象 映像と音声がまったく出ない！ 

原 因 ・ SDI モニターの SDI IN とコネクターモジュールの SDI OUT は接続されていますか？ 

 ・ ケーブルは適切なものを使用していますか？ 

・ →映像フォーマットに適応した伝送品質特性を持つケーブルを使用してください。 

 ・ SDI フォーマットは本製品が対応したものを使用していますか？ 

・ →信号源の SDI フォーマットをご確認ください。 

 ・ SDI フォーマット判定はロックしていますか？ 

・ →SYSTEM → FORMAT で ALL または信号源と同じ SDI フォーマットを設定してください。 
 

現 象 音声がまったく出ない！ 

原 因 ・ AUDIO PROCESS→OUT CH SELECT を MUTE に設定していませんか？ 

・ →AUDIO PROCESS→OUT CH SELECT で音源を設定してください。 

・ AUDIO PROCESS→OUT CH SELECT で DOWNMIX L/R または CUSTOM1～8 を設定している場合、 

・ DONMIX LEVEL または CUSTOM1～8 の GAIN の設定が MUTE になっていませんか？ 

・ →GAIN を設定してください。 

・ AUDIO PROCESS→PACKET MUX の各 GROUP が DISABLE になっていませんか？ 

・ →ご使用になる AUDIO GROUP を ENABLE にしてください。 

・ AUDIO PROCESS→OUT STREAM の設定は後段に接続する機器に対応していますか？ 

・ →後段に接続する機器が対応する STREAM に設定してください。 
 

現 象 リファレンスステータスがロック状態（緑色の”REF”）にならない！ 

原 因 ・ Vbus 筐体にリファレンス信号を接続していますか？ 

・ →SYSTEM→REF SEL を EXT SUB に設定している場合、Vbus 筐体にリファレンス信号を供給する 

・   必要があります。 

 ・ Vbus 筐体のバスリファレンス機能を ON にしていますか？ 

・ →SYSTEM→REF SEL を EXT SUB に設定している場合、Vbus 筐体にリファレンス信号を供給する 

・   必要があります。 

 ・ リファレンス信号のフォーマットは Vbus 筐体に対応したものを使用していますか？ 

・ →Vbus 製品の取扱説明書をご確認ください。 

 ・ REF IN コネクターにリファレンス信号を接続していますか？ 

・ →SYSTEM→REF SEL を EXT IN または EXT MASTER に設定している場合、REF IN コネクターに 

・   リファレンス信号を接続する必要があります。 

 ・ SDI フォーマットとリファレンス信号は適合したフォーマットですか？ 

・ →映像フォーマットに適合したフォーマットのリファレンス信号を使用してください。 
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・  

現 象 Vbus筐体に装着している他のモジュールがリファレンス喪失状態になる！ 

原 因 ・ Vbus 筐体内にバスリファレンスを供給する機材がある状態で、SYSTEM→REF SEL を EXT MASTER 

・ または LINE MASTER バに設定していますか？ 

・ →バスリファレンスのバスマスターを ON に設定する製品は１台のみに設定してください。  

  

現 象 外部制御ができない！ 

原 因 ・ メニュー設定の CONFIG→GPI→TAKE1～5 が正しく設定されていますか？ 

・ →CONFIG→GPI→TAKE1～5 を設定してください。 

 

現 象 Vbus筐体からモジュールアラームが発生する！ 

原 因 ・ FAN ERROR は発生していませんか？ 

・ →この状態におけるご使用は可能な限り避け、弊社までご連絡ください。 

・ CONFIG→ALARM において、REF、SDI IN、AVDL の項目を ENABLE にしていませんか？ 

・ →REF を ENABLE に設定する場合、外部リファレンスまたは筐体リファレンスを供給する設定を 

・   行ってください。 

・ →SDI IN を ENABLE に設定する場合、本モジュールに SDI 信号を供給してください。 

・ →AVDL を ENABLE に設定する場合、SDI 入力信号の位相または SYSTEM → PHASE で 

・   V または H を AVDL 位相引き込み範囲内に設定してください。 

 

現 象 SNMP通信が使用できない！ 

原 因 ・ SNMP 対応筐体ですか？ 

・ →SNMP 通信を行うには、SNMP に対応した筐体が必要です。不明な場合は、弊社までご連絡 

・   ください。 

 

現 象 オンスクリーンメニューが表示できない！ 

原 因 ・ オンスクリーンメニュー、オンスクリーンタイムコードは、SDI OUT3、SDI OUT4 のみです。 

・ SDI OUT3 または SDI OUT4 に接続してください。 

 ・ CONFIG→DISPLAY→OSD が DISABLE になっていませんか？ 

・ →CONFIG→DISPLAY→OSD を ENABLE を設定してください。 

 ・ DIP-SW1(1)が ON になっていませんか？ 

・ →DIP-SW1(1)を OFF にしてください。 

 

現 象 本体前面表示パネルにRST!と表示される！ 

原 因 ・ DIP-SW1(8)が ON になっていませんか？ 

・ →DIP-SW1(8)を OFF にしてください。DIP-SW1(8)は設定値を工場出荷状態にするモードです。 

 

現 象 設定した値が初期化される！ 

原 因 ・ DIP-SW1(8)を ON にする操作を行なっていませんか？ 

・ →DIP-SW1(8)を OFF にしてください。DIP-SW1(8)は設定値を工場出荷状態にするモードです。 

 ・ CONFIG → INITIAL RESET を実行していませんか？ 

・ →CONFIG → DISPLAY → OSD を ENABLE を設定してください。 

 

現 象 LTC入力が停止した場合、停止時のタイムコードに対してFS-70Uの出力に重畳するタイムコードパケット

の内容が+2フレーム分ずれる！ 

原 因 ・ LTC 入力が停止した場合、2 フレーム遅延して出力に反映します。 

・ →「2 LTC 入力とフレームの関係」を参照してください。 
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現 象 モジュール間通信において、複数モジュール間でタイムコード情報を同期できない！ 

原 因 ・ 他のモジュール間通信を使用する製品と共存していませんか？ 

・ 複数のモジュールが MASTER 設定になっていませんか？ 

・ → モジュール間通信により複数モジュール間でタイムコード情報を同期する場合、MASTER に設定で

きるのは 1 台だけです。（他のモジュールは SUB または無効に設定） 

 

現 象 タイムコードを複数モジュール間で共有するとき、SUBに設定したモジュールのオンスクリーンタイムコード

表示（OSD）における{STAT}欄が” “（SPACE）/”_”の繰り返しになる！ 

原 因 ・ 映像フォーマットのフレームレートが 60、59.94、50 ではありませんか？ 

・ →以下のフォーマットの場合、” “/”_”の繰り返し表示になります。 

・   2160p60、2160p59.94、2160p50、 

・   1080p60A、1080p59.94A、1080p50A、 

・   1080p60B、1080p59.94B、1080p50B 

 

現 象 タイムコードをINTERNALに設定すると、時刻ずれが発生する！ 

原 因 ・ 時刻生成系の同期は取れていますか？ 

・ →INTERNAL タイムコードは、リファレンスおよび SDI 入力に同期した処理を行います。このため、 

・   信号同期系が異なるシステムと時刻情報を比較するとずれが発生する場合があります。 

・   適切なリファレンスと SDI 入力を供給してください。 

 ・ リファレンス信号を供給していますか？ 

・ →REF IN コネクターからリファレンス信号を供給する場合、SYSTEM→REF SEL→EXT IN または 

・   EXT MASTER に設定してください。EXT MASTER に設定する場合、他にバスリファレンスを分配する 

・   モジュールが無いことを確認してください。（SNMP ボードの REF SW を OFF にしてください） 

・ →Vbus 筐体からリファレンス信号を供給する場合、SYSTEM→REF SEL→EXT SUB に設定してくださ 

・   い。EXT SUB に設定する場合、Vbus 筐体にリファレンス信号を接続し、Vbus 筐体のリファレンスを 

・   分配する設定にしてください。（SNMP ボードの REF SW を ON にしてください） 

 ・ LINE LOCK に設定していませんか？ 

・ →SYSTEM→REF SEL→LINE IN または LINE MST に設定する場合、SDI IN に同期した INTERNAL 

・   タイムコードを生成します。比較対象となる機材と、リファレンス同期系を統一してください。 

 ・ DROP フレームの設定は揃っていますか？ 

・ →時刻情報の同期が必要な機器間で、DROP フレームの設定を合わせないと時刻がずれます。 

・   TC PRCS→INT TC→DROP MODE→DROP または NON DROP の設定を行ってください。 

 

現 象 出力映像の色が入力と異なる！ 

原 因 ・ VIDEO PROCESS→COLOR CORRECT 以下の各項目で、設定を適切なものに変更してください。 

 ・ カラーコレクターをデフォルト設定に戻す場合は VIDEO PROCESS→COLOR CORRECT→SET 

DEFAULT を実行してください。 

 ・ カラーコレクターが不要の場合は、VIDEO PROCESS→BYPASS を ALL に設定してください、入力映像

がそのまま出力されます。 

 ・ Payload ID の設定値は適切ですか？ 

・ Payload ID の設定値はフォーマットに応じたものをご使用ください。 

 

現 象 カラーコレクターが機能しない！ 

原 因 ・ VIDEO PROCESS→BYPASS が、ALL、または RGB になっていませんか？  

・ BYPASS はカラーコレクター機能をバイパスするための設定です。 

・ →VIDEO PROCESS→BYPASS→OFF に設定してください。 

・  
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現 象 VIDEO PROCESS→IN OETFをHLG、S-LOG3に設定し、VIDEO PROCESS→OUT OETFにHLGまたは

S-LOG3に設定しても出力がSDRになる！ 

原 因 ・ VIDEO PROCESS→IN OETF を HLG、S-LOG3 に設定した場合、VIDEO PROCESS→OUT OETF→

SDR のみ有効です。HLG、S-LOG3 を設定しても SDR に戻ります。 

・ HDR 映像を入力し、HDR 映像を出力する場合は、VIDEO PROCESS→BYPASS→ALL に設定してくだ

さい。 

 

現 象 音声ピークメーターが表示できない！ 

原 因 ・  CONFIG → DISPLAY → MAIN VIEW が STATUS または AVDL METER になっていませんか？ 

・ → CONFIG → DISPLAY → MAIN VIEW を AUTO PEAK METER、16CH PEAK METER、 

・   8CH PEAK METER、4CH PEAK METER を設定してください。 

 

現 象 12G-SDI信号の出力が4分割される！ 

原 因 ・ 入力している SDI 信号の設定が SQD（Square Division）になっていませんか？ 

・  → CONFIG →PAYLOAD OVERWRITE→AUTO に設定してください。 

 ・ FS-70U は 2SI(2 Sample Interleave)に対応します。出力する SDI 信号に重畳する Payload ID は

THRU(入力信号に重畳されている Payload ID を通過)、OVERWRITE（設定値を上書き）、AUTO（自動）

を選択可能です。 

 

現 象 スイッチャーの後段に配置したFS-70Uの出力を波形モニターで観測するとアンシラリデータのエラーを検

出する場合がある！ 

原 因 ・ リファレンス信号の設定は適切ですか？ 

・ →関連機器のリファレンス設定をご確認ください。 

 ・ スイッチングポイントは適切ですか？ 

・ →スイッチングポイントがずれているとアンシラリデータのエラーを発生する場合があります。 

 

現 象 AVDL ADVモードでAVDLとFSが切り替わったときに一部のアンシラリデータが欠落することがある！ 

原 因 ・ AVDL ADV モードは SDI 入力とリファレンスの同期が外れた場合の映像ショックを軽減するためのもの

です。 

・ →SDI 入力とリファレンスの同期を回復してください。 

 ・ AVDL と FS は通過するアンシラリデータが異なります。このため一部のアンシラリデータが切り替え 

・ タイミングで欠落することがあります。 
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12． エラーメッセージ 
 

FS-70Uは本体前面の表示器に以下のエラーメッセージを表示する場合があります。 
 

メッセージまたは表示 エラー内容および対応方法 

“Model Unknown” メインモジュールが故障しています。弊社までご連絡ください。 

“BNC ERROR XX” メインモジュールとコネクターモジュールと通信できません。 

→メインモジュールとコネクターモジュールは一致していますか？ 

メインモジュールの前面パネル記載の型番とコネクターモジュールに記載の型番 を 

合わせて使用してください。 

 メインモジュールとコネクターモジュールに記載の型番が一致している場合、メイン 

 モジュールまたはコネクターモジュールが故障しています。 

 弊社までご連絡ください。 

“FAN ERROR” デバイス冷却用のファンの回転数が規定値を下回った場合に発生します。 

この状態におけるご使用は可能な限り避け、弊社までご連絡ください。 

“MUTE ERR.” MUTE ERRORは出力するSDI信号にマッピングするエンベデッドオーディオが無音の 

場合に発生します。AUDIO PRCS→OUT CH SEL→EMB OUT1～32に設定に対応したオーディ

オ入力があるか確認してください。 

CONFIG→ALARM→MUTE→DETECTをDISABLEにしても”MUTE ERR”を表示します。 

なお、SYSTEM→FORMAT→AUTOに設定し、SDI INに本器が対応可能なSDI信号を入力してい

ない場合、フォーマット探索を優先するため”MUTE ERR.”を表示しません。 

INFORMATION→ 

STATUS→ 

AUDIO PACKETの状

態が赤文字で表示 

受信中のSDI信号に音声位相情報エラーを検出した場合、対応する音声パケットステータス

（GRP8～GRP1の順）を赤で表示します。このとき、OSDではERRマークを表示します。 

SDI入力系の状態をご確認ください。 
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13． 仕 様 

 

1． 機 能 

 

FS機能 最大16フレーム※1の遅延が可能です。 

AVDL機能 最大10ライン分※2の映像引き込みが可能です。 

音声遅延調整 音声遅延を1ms～1,000msの範囲で任意に設定できます。 

音声レベル調整・チャンネル

組み換え 

各音声ソースのレベル調整・チャンネル組み換えが可能です。 

オーディオオーバー SDI入力信号に重畳されているエンベデッド音声に、外部入力音声をオーバーレイできます。 

ダウンミックス SDI 入力信号に重畳されているエンベデッド音声、または外部入力音声をダウンミックスす

ることが可能。 

タイムコードパケット LTC信号を入力し、タイムコードパケット（SMPTE RP188）を重畳できます。また、モジュール

間通信により複数のFS-70UおよびMUX-70Uシリーズとタイムコード情報を同期できます。

（オンスクリーン表示可能） 
 ※モジュール間通信は1筐体内で1モジュールのみMASTER設定可能（他のモジュールはSUBまたは無効に設定） 

ゲンロックポジション SDI出力の位相を調整。 

設定プリセット 設定プリセットを8系統登録可能。 

リモート制御 接点信号により、プリセット呼び出しが可能。 

NETQ受信 局間制御パケット（ARIB STD-B39）のカレント音声モードを検出し、設定プリセットを自動で切

り替えることが可能。 
 ※ARIB TR-B23、ARIB TR-B42で規定のラインにおけるパケットのみ有効 

簡易テスト信号出力 簡易テスト信号（映像/音声）を出力することが可能。 

入力信号断アラーム Vbus筐体経由でSNMPトラップを発報することが可能。 

リファレンス信号断アラーム Vbus筐体経由でSNMPトラップを発報することが可能。 

音声無音検出アラーム 指定する任意の音声チャンネルに対し、設定した無音条件を満たした際に Vbus 筐体経由で

SNMPトラップを発報することが可能。 

無音条件は、AND/OR、無音時間（3～90秒）、無音閾値（-50～-80dBFs） 
※1 3G Level-B の場合は 32 フレーム(2 フレーム単位)の設定が可能 

※2 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-B のみ(3G Level-A、HD-SDI 時は 5 ライン) 
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2． 定 格 

入力信号  

 SDI IN SMPTE 2082-1(TYPE1 MODE1)/2081-1(TYPE2 MODE1)/424M/292M準拠、

0.8Vp-p/75Ω、BNC 1系統 

 LTC IN SMPTE 12M 準拠、0.5-4.5Vp-p/10kΩ以上、BNC 1 系統（LTC OUT 共通） 

出力信号  

 SDI OUT1～4 SMPTE 2082-1(TYPE1 MODE1)/2081-1(TYPE2 MODE1)/424M/292M準拠 

0.8Vp-p±10%/75Ω、BNC 1系統 

SDI OUT2はSDI OUT1の分配出力です。SDI OUT4はSDI OUT3の分配出力

です。 

 LTC OUT SMPTE 12M準拠、2.0Vp-p±10%/50Ω以下、BNC 1系統（LTC IN共通） 

外部インターフェース  

 GPI DIN-12pin 

接点入力×5（各12mA 最大定格）  

接点出力×5 (各60V/200mA 最大定格) 

 PANEL 3C2V/100m 

映像フォーマット 2160p60/59.94/50 (12G-SDI MODE1 Y:Cb:Cr=4:2:2 10bit) 

2160p30/29.97/25/24/23.98 (6G-SDI MODE1 Y:Cb:Cr=4:2:2 10bit) 
1080p60/59.94/50 (3G-SDI Level-A, Level-B) 

1080p30/29.97/25/24/23.98 

1080psF30/29.97/25/24/23.98 

1080i60/59.94/50 

720p60/59.94/50 

音声フォーマット  

 SDIエンベデッド入出力 非圧縮リニアPCM 48kHz/24bit 

質量 0.6kg（コネクターモジュールを含む） 

動作温度・動作湿度 0～40℃・20～80％RH（ただし結露なき事） 

消費電力  10.0VA  （5V, 2.0A）   

 

 

 

3． 性 能 

入力特性   

 SDI IN  

分解能 10bit 

サンプリング周波数 

 

 

12G  ：594MHz・593.4MHz 

6G ：297MHz・296.7MHz 

3G ：148.5MHz・148.35MHz 

HD  ：74.25MHz・74.17MHz 

反射減衰量 

 

 

 

5 MHz～1.485GHz  ：15 dB以上 

1.485 GHz～3GHz  ：10 dB以上 

3GHz～6GHz   ： 7dB以上 

6GHz～12GHz  ： 4dB以上 

 エンベデッド音声 

通過特性 

 

（サンプリングレート48kHz時） 

振幅リプル 19kHz まで+0.00, -0.05dB 以内 

振幅減衰 19kHzまで-0.05dB以内、19kHz～20kHzまで-0.20dB以内 
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出力特性  

 SDI OUT1～4  

分解能 10bit 

サンプリング周波数 

 

 

12G  ：594MHz・593.4MHz 

6G  ：297MHz・296.7MHz 

3G  ：148.5MHz・148.35MHz 

HD  ：74.25MHz・74.17MHz 

サンプリング周波数精度 

（INTERNALモード時） 

 

±10ppm 以内 

信号振幅 0.8Vp-p±10%/75Ω 

反射減衰量 

 

 

 

5 MHz～1.485GHz  ：15 dB 以上 

1.485 GHz～3GHz  ：10 dB 以上 

3GHz～6GHz  ： 7dB 以上 

6GHz～12GHz  ： 4dB 以上 

立ち上がり/立ち下がり時間 

 

 

12G  ： 45ps 以下（20%～80%間） 

6G  ： 80ps 以下（20%～80%間） 

3G  ：135ps 以下（20%～80%間） 

HD  ：270ps 以下（20%～80%間） 

オーバーシュート 10%以下 

DCオフセット ±500mV 以内 

ジッター特性  

アライメント 12G/6G/3G  ：0.3UI 以下 

HD  ：0.2UI 以下 

タイミング 12G  ：8.0UI 以下 

6G/3G  ：2.0UI 以下 

HD  ：1.0UI 以下 

入出力遅延  

 映像遅延（AVDL時） 約 1.6μs～約10ライン※1（ゲンロックモード、フォーマットにより変化） 

12G ：約 2.0μs～10 ライン + 1.7μs 

6G ：約 4.9μs～10 ライン + 3.2μs 

3G Level-A ：約 2.2μs～ 5 ライン + 1.9μs 

3G Level-B ：約 3.6μs～10 ライン + 2.9μs 

HD ：約 3.8μs～ 5 ライン + 3.2μs 

 映像遅延（FS時） 約 20 ライン※2～16 フレーム※3+20 ライン※2 

 音声遅延（FS時） 1ms～1000ms、1ms ステップで任意調整 
※1 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-B のみ(3G Level-A、HD-SDI 時は 5 ライン) 

 ※2 12G-SDI、6G-SDI、3G Level-B のみ(3G Level-A、HD-SDI 時は 10 ライン) 

 ※3 3G Level-B の場合 32 フレーム(設定は２フレーム単位)  
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4． GPI コネクター（ヒロセ HR10A-10R-12S） 

GPIコネクターはTAKE1～5（接点入力）、TALLY1～5（接点出力）の他、GND、接点出力コモンを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモート
接点出力

10～15

9

Vcc

電流制限抵抗

タリーランプなど

リモート
接点入力

1～6

7

+5V

接点制御

 

 

 

※接点出力の絶対最大定格は60V/300mAです。外部抵抗で電流を300mA以下に制限してください。 

※接点入力のパルス幅は100ms以上となるようにしてください。 

※TTL信号で接点制御する場合は、吸い込み電流が12mA以上のデバイスで駆動してください。 

 

※外観および仕様は変更することがあります。 

 

 

 

 

 

 

ピン番 I/O 信号 

1 I TAKE1 

2 I TAKE2 

3 I TAKE3 

4 I TAKE4 

5 I TAKE5 

6 - GND 

7 O TALLY1 

8 O TALLY2 

9 O TALLY3 

10 O TALLY4 

11 O TALLY5 

12 - 接点出力コモン 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1112



 168 

14． ブロック図 
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本書の内容については、予告なしに変更する事がありますので予めご了承下さい。 

 

 


